















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　───その年のクレタ島は、近年稀まれに見る豊作・豊漁に恵めぐまれた。

　オリーブの芳かんばしい香かおりを、遥はるかな時間が経たった今でも覚えている。

　牛の面を着けて踊おどる祭りは豊かな年を迎むかえることが出来たことを神に感謝する一日でもあった。家か畜ちくは貴重な家財・国の宝として見られていたために滅めつ多たなことでは振ふる舞まわれなかったが、その年の祭りでは神への奉ほう納のうの意味も込めて、最も強く美しい雄お牛うしの命を皆みんなで感謝しながら頂いた。国の者が楽しそうに踊る姿を見ていた俺は、此これが自分の守るものなのだと、幼心に刻んでいたのだろう。

　王族としての自覚を持つ為ためにもこの牛仮面の祭りは意味のあるものだった。

　次期国王として祭りの取り仕切りを学んでいた俺は、その夜───父王と共にクレタ島の最も神聖な場所へと足を運ぶことになっていた。

　禁制の地として知られているその洞どう窟くつは何処どこまでも深く、松明たいまつの光が無ければ足元さえ見えはしない。風の音が洞窟の中で鳴動すると、まるで怪かい物ぶつの喉のどを歩く小人になったかのような錯さつ覚かくを覚えてしまう。

　必死に恐きよう怖ふと闘たたかう俺の手を、父王が無言で握にぎり締しめた。

「………恐おそれることはない。この地はギリシャで最も神聖な地。悪い精せい霊れいも此こ処こまでは入ってくることは無い」

　外では聞いたことの無いような柔やわらかな声こわ音ねで話す父王に、思わず目を丸くしてしまった。父王はギリシャの国家群に於おいてもその人ありと謳うたわれた賢けん王おうだ。

　ギリシャとエジプトを繫つなぐ海洋国家としてミノア文明の最盛期を創つくり上げた父王───我らがミノス王は、その厳格さから民たみ草くさに慕したわれると同時に恐れられてもいる。

　………そんな父王が、暗くら闇やみに怯おびえる我が子を励はげますかのように手を握り締めたのだ。

　突とつ然ぜんの事に恥はずかしがる俺を余所よそに、父王は暗い闇の中へと歩みを進めて行く。

　それからどれだけ長い時間、洞窟を歩き続けたのだろう。

　クレタ島は大きな島国だが、此処まで地下深い洞窟があるとは思っていなかった。最さい奥おうの間にある泉には秘密の地下通路があり、蜘蛛くもの巣や微び生せい物ぶつなどが細かに繁はん殖しよくしている。

　人の行き来が殆ほとんど無い証しよう拠こだろう。

　しかしこんな洞窟の奥に何があると言うのだ。

　司祭と王族しか入ることの許されない土地だというのは聞いたことがあるものの、祈き禱とうの時以外は此れと言って政まつりごとにも関かかわりの無い場所だ。

　もしや豊作を神に感謝する為に来たのだろうかと、俺が勘かんぐっていると───父王が、ゆっくりと語り始める。

「我が息子むすこ、　　　　　よ。お前は、このクレタの地を愛しているか？」

「は、はい」

「そうか。───それは、命を捧ささげられる程ほどの愛か？」

「はい」

　自分でも驚おどろくほど自然に零こぼれた肯こう定てい。

　父王も、俺も、共に顔を見合わせて驚いた顔をしてしまった。

「………ふっ。やはりお前は私とは違ちがう。お前は私よりも、私の義父ちちによく似ている」

「御ご祖そ父ふ様さまに？」

「ああ。我が義父は、名をアステリオス王という。血の繫がらない私と兄弟を育ててくれた方だ。………本当に、優やさしき御お方かただった」

　遠い目をする父王の瞳ひとみには、子供の頃ころの情景が浮うかんでいた。父王にも子供時代があったのだと実感するにはこの頃の俺は余りにも幼く、そして未熟だった。

　もしも俺がもっと早く生まれ、成人していたのなら。

　父王の苦く悩のうを、少しでも理解してやれたのかもしれない。

「　　　　　よ。このクレタ島には、途と轍てつもない怪物が眠ねむっている」

「怪物………？」

「そうだ。その怪物が何時いつ目覚めるかは誰だれにもわからぬ。だがその怪物が目覚めれば、我われらクレタの民は臣民一体となって戦わねばならない」

　父王が語り出すと時を同じくして、地下通路の先、洞窟の真の最奥にまで到とう達たつした。

　巨きよ大だいな空間には海水と思わしき薫かおりが混ざっている。此れほど深い洞ほら穴あなだというのに、何処かで海と繫がっているらしい。

　神聖な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている海底洞どう穴けつの奥に着いた父王は、そこで漸ようやく手を放した。

「だが………恐らく勝てはすまい。クレタ島はその怪物が目覚めると同時に滅ほろびを迎えることになるだろう」

「………っ、」

「仕方が無いのだ、　　　　　よ。これが運命なのだ。この星が生まれたその時から確約されていた滅びには、人間では逆らえん」

　───人間では、運命に逆らうことが、決して出来ない。

　諦てい観かんと共に吐はき出されたその言葉に、俺は先ほどの暗闇よりも遥かに強い恐怖を抱いだいた。子にとって父は絶対的な存在だ。ましてやそれが国王ともなれば神に等しい。

　その神が、王が、父が、国の未来を諦あきらめている。

　俺はその事実が恐ろしくて、悲しくて、でも泣き出すのは恐怖に負けた様な気持ちになって、必死に涙なみだが零れるのを堪こらえていた。

「私は王位を手に入れると同時に、この運命を受け入れた。………しかし、お前までもがそうなる必要は無い」

「え？」

「お前には、お前の王政がある。お前に運命に抗あらがう意志があると言うのであれば、その手段を授さずけることが出来る。だがその代だい償しようは大きい。お前という存在は歴史から忘れ去られ、真の名前は誰の記憶にも残ることは無いだろう。此れは即すなわち、お前という人間の軌き跡せきが残らないということだ。………それでもお前は、運命に挑いどむ覚かく悟ごがあるか？」

「はい」

　即そく答とうを受けた父王は一いつ瞬しゆんだけ悲しい色を瞳に浮かべ、俺の肩かたを強く抱いた。

「　　　　　よ。我が息子よ。お前は此れよりその名を捨て、我が義父と同じ〝アステリオス〟と名乗るがよい」

「………アステリオス。星空の神から頂いた名前ですか？」

　星空の神アストライオス。

　空に輝かがやく星々の父神とも伝えられる神しん霊れいだ。

　しかし父王はやんわりと首を横に振る。

「この名は、最も偉い大だいなる神の化身アバターに与あたえられる名だ。〝星空〟〝雷らい光こう〟という二つの天を隠かくす為の隠し名である。この名を戴いただく以上、お前の人生は最も早はやお前だけのものではない。アステリオスという名を受け継つぐ以上、何時かギリシャ最強の戦士と肩を並べ、その怪物と戦う宿命を背負うことになるだろう」

　父王は懐ふところにしまっていた王おう笏しやくを取り出し、膝ひざを突つきながら俺を抱だきしめる。

「私も私の手段で、怪物の力を削けずっている。首しゆ尾びよく行けばこの時代の運命に一石を投じることになるだろう。………尤もつとも、私はその罪で地じ獄ごくに落ちるだろうがな」

　ふっと、自じ嘲ちようの笑えみを零こぼす。

　地獄という概がい念ねんがまだ確立されていなかった時代に生まれた俺には、父王が口にする地獄というものがどういう場所なのか理解できなかった。

　俺が父王の死後の顚てん末まつを知ったのは、此れより遥か未来になってからのことなのだから。

「───さあ、目に焼き付けるのだ。このクレタ島に眠る最大の神秘───オレイカルコスの奇き跡せきを！」

　父王は立ち上がり、王笏を掲かかげて先せん端たんを突つき刺さす。すると静せい謐ひつな空気に包まれていた空間が真っ二つに割れ、海の向こうが光で満たされ始めた。

　松明の光とは比べようもないほど眩まばゆい光を目まの当たりにした俺は、目の前に星空が広がったかのような錯覚を感じる。

　だがその美しさに目を奪うばわれたのも束つかの間、全身が熱病に魘うなされた様に熱くなり始めた。顔は燃えるように熱くなり、まるで己おのれが己でなくなるかの様な恐怖に襲おそわれる。

「遠くない未来、お前は人としての死を迎える。だが恐れることは無い。お前は幻げん想そう大陸アトランティスで、偉大なる神の化身として蘇よみがえるだろう」

　屈くつ強きような父王の右手が頰ほおを撫なでる。

　そして失われた俺の名を口にした。

「許せ、　　　　　よ。信じて貰もらえぬかもしれぬが………何時も、お前たちを想おもっていた」

　その右手が震ふるえていたのは、父としての愛だったのか。それとも父王が此れから犯おかす罪に恐怖したものだったのか。今の俺には推おし量り様もない。

　全すべては遠い昔、歴史の闇に葬ほうむられたものに過ぎない。

　それに───泡沫うたかたの夢の中で語られた過去に、どのような価値があると言うのだろう。
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　アステリオスが護まもりたかった国はもう何処にもない。父王との語らいで示した決意は既すでにその指標を見失ってしまった。




「─────」

　眠りから覚めようとする感覚が押し寄せてくる。

　さざ波の様に押し寄せる意識が遠い過去の残ざん響きようを押し流していく。

　故郷だったクレタ島は災害と戦争の憂うき目にあって滅び去ってしまった。

　しかし物もの寂さびしい気持ちはあっても、この胸に怒いかりは無い。

　時代とはその時を生きる者たちが積み重ねていく巨大な運河の様なもの。

　遠い未来にあるクレタ島が平へい穏おんな未来を迎えたのならそれで良いい。それ以上を望めば、望んだ分だけ歪いびつな願いになってしまうだろう。

　アステリオスなどと分不相応な名を戴き、王座に就つくことすらなかった怪物に手に出来るものなどある筈はずがない。

　夢の狭はざ間まを漂う刹せつ那な───俺は父王との誓ちかいを守れなかったことを申し訳なく思いながら、瞼まぶたをそっと開いた。




　　　　＊




（………さて。俺は今、どういう状じよう況きようなんだ？）

　さざ波の音が聞こえる。如何どうやら海が近いらしい。

　懐なつかしいオリーブの香かおりに導かれて意識が覚かく醒せいしたアステリオスは、まだ眠ったフリをしながら、己の身に起きたことを思い出していた。

（確か………鈴すず華かの護衛として〝ヘラクレスの石柱ピラー〟に向かっている最中、牛仮面の原住民に襲われたんだったか。我ながら情けない）

　予想外の事態だった。

　岩がん塊かいの巨きよ人じんに追いかけられていたアステリオスと彩あや里ざと鈴華は、森を駆かけ抜ぬけている最中、原住民たちの横よこ槍やりを受けたのだ。

　混乱した原住民と鈴華と岩塊の巨人はお互たがいを敵対者と判別し、アステリオスもそこに巻き込まれたのだ。

　運悪く後頭部を打って気を失ったアステリオスは恐らく原住民に運ばれたのだろう。気を失ったフリをしているのは、周囲に人がどれだけいるのかを把は握あくするためだ。

（人の気配が多い。随ずい分ぶんざわついている様だが、何か催もよおし物でもしているのだろうか？）

　両手両足が縛しばられている様子はない。

　これだけ人の声が聞こえてくるということは、周囲に遮しや蔽へい物があるというわけでもない。とてもではないが捕ほ虜りよを拘こう束そくする環かん境きようではないだろう。

　もしかしたら自分は客人として迎むかえられているのかもしれないとアステリオスが思った途と端たん───

　祝しゆく宴えんを知らせる太たい鼓この音が鳴り響ひびき、アステリオスを驚かせた。

「………なっ、」

　鳴り響いたのは太鼓だけではない。

　高く、低く、妙たえなる笛の音が広場を彩いろどると、喜びを伝える歌声と舞ぶ踏とうが舞台を華はなやかに飾かざっていく。地下深くから引かれたガス灯は夜の帳とばりを切り裂さいて、さながら昼間の様な賑にぎわいを見せていた。

　耳を澄すませば、夜よ更ふかしが許された子供たちの楽しそうな笑い声が響いている。

　湖こ畔はんに作られた広場では絶えず芝しば居いや演奏が披ひ露ろうされ、街人たちはこの日のためのご馳ち走そうに舌した鼓つづみを打ちながらワイン片手にそれを楽しんでいる。

　アステリオスが面めん食くらって驚いていると、司祭と思われる女性が瞳を輝かせて駆け寄ってきた。

「ああ、我らが王よ！　お目覚めになったのですね!?」

「わ、我らが王？　それに此こ処こは一体………[image: !!?]」

「クレタの民たみの第二の故郷、アトランティス大陸のクノッソス宮きゆう殿でんでございます！　アステリオス王をお迎えした事を祝し、ささやかながら祝宴を催させていただきました」

　涙ぐみながら跪ひざまずき、アステリオスの手を取る女性の司祭。

　状況を全く理解出来てはいないが、忠誠を誓うかのような仕草に戸と惑まどい絶句するしかない。そもそも彼女たちがクレタの民を名乗っているのはどういう事なのだ。

　混乱するアステリオスの心情を察した女性の司祭は、瞳ひとみの涙を拭ぬぐいながら微笑ほほえむ。

「戸惑うのも無理はありません。我らは正しよう真しん正しよう銘めい、貴方あなた様の生きていた国───ミノス王の治めた国の末まつ裔えいでございます」

「そ───そんな馬ば鹿かな!?」

　今度こそ信じられないと声を荒あらげた。

　身体からだを起こしたアステリオスは司祭の肩を揺ゆさぶりながらまくしたてる。

「噓うそを言うな！　遠い未来の文ぶん献けんで、俺はクレタ島を襲った災さい厄やくについて知ったのだ。俺の生きた時代のミノア文明は………俺が死んでから数十年後に、破局噴ふん火かと戦争で滅んだのだと。それともその文献が間ま違ちがっていたとでもいうのか!?」

　そう───ミノア文明が興おこったクレタ島は、アステリオスが死んでから二つの凶きよう事じに襲われた。その一つがクレタ島を粉砕するほどの大噴火と伝えられる破局噴火である。日本で喩たとえるなら四国と同じ程度の面積を誇ほこっていた当時の島が、その形を変えてしまうほどの大噴火だったのだ。

　其それは正に天を覆おおい太陽の光を遮さえぎり、国境を越こえて死を呼び込む寒冷を引き起こす大災害だったと伝えられている。

「………はい。その通りでございます、アステリオス王。我われらクレタの民はクレタ島に栄えたその時に滅ほろぶことを確約されておりました。エーゲ海の中心で異なる文化の境界線上に栄えた代償を、王の時代に支し払はらうことになったのです」

　エーゲ海には重なり合う二つの大陸プレートが存在しており、クレタ島は大陸と大陸の境界線上に生まれた特とく殊しゆな土地となっている。

　別名・星の大動脈───或あるいは、星の巨おお釜がまと呼ばれている地域だ。

　その恩おん恵けいと脅きよう威いに晒さらされた地域は高度な文明を築く反面、常に星の息い吹ぶきに晒される危険を孕はらむという。

　クレタ島もその例外ではない。

　ギリシャ圏けんやエジプト圏などを繫つなぐ海洋国家として栄えていたミノア文明もまた、その破は滅めつの未来を受け入れねばならなかったのだ。

「ですが神々は決して我らを見捨てていたわけでは無いのです。神々は究極的な破滅が訪おとずれた際、このアトランティス大陸に我らを招くように恩恵を賜たまわっていました。必然の滅びという収束点、歴史的観点による退去という召しよう喚かん法を用いたのです」

〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟による収束点は必ずしも一つの事実に縛られたものではない。

　以前に釈とく天てるが語った織お田だ信のぶ長ながの様に、歴史的に死亡したとされながら生存説を持つ者は歴史からの退去という形でこの箱庭に召喚される。

　彼らは〝クレタ島の民は破局噴火の際、国を離はなれて他民族の中に姿を消した〟という伝承を逆手にとってこの箱庭の世界に召喚されたのだろう。

「死の大地となったクレタ島で死滅する者、後の戦争で滅ぼされる者。そしてアトランティス大陸に召喚された者。我らクレタの民はその三つの可能性に分かれたのです」

「そ………そう、だったのか」

　突とつ然ぜんの事に混乱していたアステリオスだったが、司祭の話を聞いて少しずつ冷静さを取り戻もどす。父王の話していた一石とはこのことだったのかもしれない。

　父王が語っていた怪かい物ぶつというのが破局噴火の事ならば説明も付く。星の大動脈による決けつ壊かいは人類にとって逃のがれる事の出来ない大災害だ。ましてやアステリオスたちが存在していた紀元前二〇〇〇年代で出来ることなど限られている。

　逃れられぬ破滅、救われぬ結末を回かい避ひする為ために、ギリシャの神々はこの箱庭に彼らを召喚することにしたのだ。

「………ギリシャの神々に感謝を。疑ってすまなかった」

「い、いえ。如何か頭を上げてください我らが王。我々が召喚されてから既に三〇〇年の月日が経たったと聞いております。突然の召喚に戸惑い、未開の地での過か酷こくな生活を強しいられた三〇〇年だったと。───ですが何時いつの日か我らの王が召喚されるであろうという予言を心の支えに、今日まで過ごしてきた次し第だいです」

　涙なみだを拭ふきながら嬉うれしそうに話す司祭に、アステリオスは気まずそうな顔をする。彼は王族であるのは間違いないが、同時にギリシャで最も有名な怪物でもあった。

　牛頭の怪物ミノタウロス。

　幼子を喰くい殺す恐おそろしい儀ぎ式しきの中心にいたとされるその怪物と同一視されているアステリオスを国王として担かつぎ上げるのはこの国に禍か根こんを残すことになるのではないだろうか。

「すまぬ、司祭よ。名を聞いてもいいか？」

「も、申し訳ありません、名乗り遅おくれました。私は司祭のアカシアと申します」

「そうか。ではアカシア。俺はアステリオス………その、祖父の名だから、アステリオス二世と呼ぶのが相応ふさわしいのだがな。それと同時に俺はミノタウロスとしての霊れい格かくも保有している。そんな俺を王として担ぎ上げようと云いうのは、この国にとって良くない筈だ」

　ましてやミノタウロスは食人種。

　人類のみを殺して喰らうとされる極きわめて悪性の高い種だ。

　知性体のみを殺して喰らうというその性質は殺人種と同類視されており、神々の箱庭であっても隔かく離りされることが多いのが実情だ。

　今は西さい郷ごう焰ほむらが保有している太陽主権に追従している状態だから危険視されてはいないが、国王になればよからぬ風評に見み舞まわれることも十分に考えておかねばならない。

　しかしアカシアはゆっくりと首を横に振ふり、

「………我らが王よ。如何か己おのれを卑ひ下げするのはおやめください。我らは全すべてを承知した上で貴方様を戴いただきたいと申し上げております」

「だが、」

「王よ。先まずは一度、我々の話に耳を傾かたむけては頂けないでしょうか？　このアトランティス大陸の秘密と、ミノタウロス伝承の真意。そして───父王であるミノス王が、如何して幼子を殺して贄にえにしなければならなかったのか。その全ては繫がっているのです」

　アカシアの言葉に眉まゆを顰ひそめる。

　ミノタウロスの伝承の裏側に隠かくされた真実………とはいうが、その謎なぞは焰たちが解き明かしたのではなかったのか。

　疱ほう瘡そうに罹かかって死んだアステリオスの鎮ちん魂こんの為に、八年周期で捧ささげられた子供たち。その子供たちを喰らっていたのがミノタウロスという食人の怪物だ。

　歴史と伝承の双そう方ほうから語られる世界は立体交差並行世界論によってその存在が確立され、双方ともに現実として存在している世界として定義される。

　結果として同じ結末を辿たどるのであれば、最終的な世界の影えい響きよう力は変わらない。

　宇宙の積量が同じというのはつまりそういうことなのだ。

「百聞は一見に如しかず。まずは宮殿にお越しください。そこで全てをお話ししましょう。このアトランティスに眠ねむる巨きよ大だいなる怪物の事を」

　戸惑うアステリオスの手を取り、歩き出す司祭のアカシア。

　民衆は歓かん声せいと拍はく手しゆをもって彼を迎えた。太鼓を叩たたく音はより過激に、リズミカルに夜の帳を震ふるわせていく。遠い日の祭事を思い出したアステリオスは、その音色が自分の暮らしていた時代のものと変わらない事に気が付いて思わず唇くちびるを嚙かんだ。

　故郷と同じ香りのするこの大地に足を踏ふみ入れたのは郷きよう愁しゆうを感じられて嬉しく思う。

　だが司祭のアカシアは今、移住してきたのは三〇〇年前だと告げた。

　未開の土地に投げ出されて多くの苦労があったのは間違いないだろうが、それだけの年月をかけても殆ほとんど文明が進化していない。本当に、当時のままなのだ。

　遥はるか遠い未来を見てきたアステリオスにとって此これほど辛つらい事実は無いだろう。

　此れが歴史から姿を消した国の延長線上だと云うのなら、ミノア文明が積み上げてきたものとは一体何だったのだ。

　この停てい滞たいこそが滅ぶべくして滅んだという証あかしではないのか。

　王の帰き還かんを喜ぶ宴うたげはそんなアステリオスの気持ちを知ることもなく、夜が明ける直前までにぎわい続けていた。

　───失われた伝説の大陸、アトランティス。

　アステリオスが生まれた時代には存在しなかったはずの大陸。

　この地で待ち受ける試練がどれほど過酷なものになるのかを、まだ誰だれも知らない。
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　汽笛を鳴らしながら、精せい霊れい列車が森へと降りてくる。

　主催者ホストと出資者スポンサーが乗車している精霊列車がアトランティス大陸に降りてくるということは、本来なら考えられない事態だ。上空を滑かつ走そうしていた精霊列車が弧こを描えがきながら降りてくると、逆さか廻まき十六夜いざよいも神しん妙みような顔でその様子を窺うかがう。

「降りてきやがったな。これで神王様から直々に話を聞けるなら手っ取り早いんだがね」

　十六夜の呟つぶやきに、久く遠どう飛鳥あすかが驚おどろいた顔をする。

「神王？　神王って、インドラさんのこと？　そんな凄すごい人まで足を運んでいるの？」

「そりゃそうだろ、主催者の一人なんだから。………ん？　そういえばお嬢じようさまはどうやってこのアトランティス大陸に上陸したんだ？」

「私？　私は予選から勝ち上がってきただけよ。太陽主権も太陽伝承も持たない人向けの一いつ般ぱん参加枠わく。〝天の牡お牛うし〟事件で進行が遅れて、着いたのが初日ギリギリってこと」

　飛鳥の話を聞き、春日部かすかべ耀ようが思い出したように手を叩く。

「そういえば〝天の牡牛〟事件で予選会場が吹ふき飛んだんだっけ。その時に避ひ難なんを手伝ってくれた参加者がいたって聞いたけれど………もしかして、飛鳥のこと？」

「私もそうだけど、他ほかにも居たわ。特に二本の槍やりを使う金きん髪ぱつの男の子なんて強いなんてもんじゃなかったもの。アルマ曰いわく、予選だけでも神群最高位に近しい実力者が七人は参加していたって話よ」

　へえ、と相あい槌づちを打つ十六夜。一般参加枠というのが用意されているのは知っていたが、予選にそこまでの実力者が燻くすぶっているというのも意外だった。

「流石さすがは太陽主権戦争。予選のレベルもかなり高いってわけか。お嬢さま以外は誰が予選を通過したんだ？」

「確か武勇の部門がその男の子で、知勇の部門が東洋系の子。他にも何人かいたけれど、最終的には私たち三人ね」

「ふぅん。もしアトランティス大陸を突とつ破ぱ出来たら会う機会もあるかもな」

　適当な相槌を打ちながら空を見上げ続ける十六夜。

　興味深い話ではあったが、今は他に対処すべき案件が多くある。

　十六夜は後ろで縛しばられている二人の青年───アルジュナとクリシュナの二人を見た。

「アルジュナとクリシュナ………か。アルジュナがクリシュナを名乗っている可能性も十分に考えられたが、それだと〝神バガヴアのツド・詩ギーター〟を誰が書いたのかという矛む盾じゆんがデカくなる。二人が別人の可能性にヤマを張ったのは正しかったな」

　ラミアからの情報があったとはいえ、十六夜たちも確信があって二人の捕ほ獲かく作戦に出たわけではなかった。

　可能性として一番信しん憑ぴよう性せいが高いものを選んだのだが、見事大当たりだったらしい。

「でも珍めずらしいわね。十六夜君が他人からの情報、しかも敵の情報を鵜う吞のみにして行動に移すなんて」

「アルジュナについては俺も不ふ審しんに思っていたからな。〝アヴァターラ〟と行動を共にしていた時点で何かあるとは思っていた。第八の化身アバターであるクリシュナならまだしも、無関係のアルジュナが一人で〝アヴァターラ〟に与くみしているのは不自然だろ？」

　十六夜の考察に、飛鳥はやや不服そうに腕うでを組む。

「なんだ。私たちの情報を無条件で信じたというわけじゃなく、十六夜君の頭の中ではとっくに意見は纏まとまっていたわけね」

「決定打になったのはお嬢さまからの情報さ。十分感謝してるよ」

　ヤハハと笑って腰こしに手を当てる。

　時を同じくして、背後の獣けもの道みちから西さい郷ごう焰ほむらと彩あや里ざと鈴すず華かが姿を見せた。

「静かになったから様子を見に来たけど………上手うまくいったのか、イザ兄にい？」

「と、というか、飛鳥さんも耀さんも大だい丈じよう夫ぶですか!?　何だかアッチコッチでドッカンドッカンなってましたけど!?」

「ふふ、大丈夫よ」

「予定より苦戦したけどみんな無事。原住民の人たちは？」

「こっちも被ひ害がいなしです」

「そいつは重ちよう畳じよう。後はアルジュナたちをどうするかだな」

　全員が一いつ斉せいに彼らを見る。

　一応捕とらえてはみたものの、彼が参加者プレイヤーであることは変わらない。十六夜たちには彼の命を奪うばう権限も退去させる権限もない。

　かといって目を覚ませばこの程度の拘こう束そくなどすぐに突破されるに違ちがいない。

「イザ兄。ソッチの黒い髪かみの男がクリシュナなのか？」

「ああ。クリシュナには〝黒〟という意味があるんだが、此れは非アーリア人系だった土着の原住民に信しん仰こうされていたことに由来する。対して神王インドラの息子むすこであるアルジュナは白色人種であるアーリア人の末まつ裔えいとされていたらしい」

　十六夜は冷めた様な声こわ音ねで語る。幸いなことに彼の声に込められた想おもいの丈たけを知る者はこの場には居ない。

「イザ兄。こんな時に言うのもなんだけど………アルジュナは、その、」

「わかってる。いい奴やつだって言いたいんだろ？」

　見み透すかしたように十六夜が笑うと、焰はムッとした表情でそっぽを向く。

　十六夜はニヤニヤとしながら腰に手を当てた。

「安心しろよ。参加者としてこの場に来ている以上、コイツに危害が加わることは無い。話を聞くだけ聞いたら二人ともとっとと解放してやればいいさ」

　此れにはその場に居た全員が耳を疑った。

　死し闘とうを演じてまでして漸ようやく捕つかまえたクリシュナをこうも簡単に手放そうというのだから当然の反応だろう。

　飛鳥は怪け訝げんな瞳ひとみで十六夜を睨にらむ。

「ちょっと十六夜君。流石に聞き捨てならないわ。あんな化け物を体内に宿していたような人よ？　何の制約も無しに解放するのは危険すぎない？」

「そりゃ条件は付けるに決まってるだろ。だけど現実的に考えて、クリシュナを拘束し続けるなんて可能だと思うか？」

　指し摘てきされた飛鳥はぐぬぬ、と黙だまり込む。

　拘束し続けるということは見張りも必要になるし、閉じ込めておく場所も必要になる。

　人材が不足している〝ノーネーム〟や新興コミュニティの一員である飛鳥には見張りを立てる余よ裕ゆうも無い。参加者同士の殺害が禁じられている主権戦争では、参加者間の武力抗こう争そうは無意味な行こう為いなのかもしれない。

「保護を願い出るべき奴は他に居る。取り敢あえずあの美白少女とパラシュラーマはこの大陸から移送するべきだ」

「………あ、そっか。クリシュナの狙ねらいはあの二人を殺す事なんだから、保護さえしてしまえばゲーム中の衝しよう突とつは回かい避ひできる。解放しても取り敢えずは大丈夫か」

「そういうことだな。少なくとも二人の安全はしばらく保障される。此こ処こからは参加者と参加者の競争が肝きもになるってわけだ」

「おお………そうやって聞くと健全なゲームだね！　やっぱりゲームは皆みんなで協力したり競争したりするのが鈴華さんは一番だと思う！」

　右手を挙げて主張する鈴華。現代の一般人に一番近い感性を持っている彼女にしてみれば、切った張ったというのはやはり野や蛮ばんに感じてしまうのだろう。

　春日部耀は腕を組んでしばし考えこむと、ハッと思い出したように顔を上げる。

「そういえば………ゲーム開始直前に白しろ夜や叉しやが似たようなことを言っていたかも」

「白夜叉が？」

「ゲーム直前の話なら俺とお嬢さまは聞いてないな。どんな話だ？」

「ええと、確か───」

　その時、精霊列車が汽笛を強く鳴らして近きん隣りんの海岸にまで降りて来た。

　耀の言葉は汽笛に搔かき消されてしまった。

「凄い汽笛………ごめんなさい、春日部さん。今なんて？」

「………ううん、後でいいよ。先に釈とく天てるさんから話を聞こう」

　どの様な理由で地上に現れたのかは分からないが、クリシュナとアルジュナを捕まえたこのタイミングで降りて来た以上、十六夜たちに何か説明するべきことがあるのだろう。

　精霊列車の乗車口が開くと全員が息を吞のむ。

　しかし乗車口が開いた途と端たん───扉とびらの向こうから現れたのは、ショッキングピンク色のウサ耳だった。

「飛鳥さーん！　お久しぶりなのですよッー!!」

　ピョーン！　と跳はねて飛鳥に跳とび付く黒くろウサギ。

　幼くなった黒ウサギを初めて見た飛鳥は、驚きながら黒ウサギを抱だきしめ返す。

「く………黒ウサギ!?　如何どうしたのこの可愛かわいい姿!?」

「ふっふっふ！　飛鳥さんが居ない間に黒ウサギも色々とあって、今はこの様な姿で太陽主権戦争の司会進行をさせて頂いてます！　飛鳥さんもすっかり立派になられて、黒ウサギも鼻高々なのです！」

　ウサ耳を立てて再会を喜ぶ黒ウサギ。

〝箱庭の貴族〟───帝たい釈しやく天てんの眷けん属ぞくにして〝月の兎うさぎ〟として知られる彼女の種族は、強きよう靱じん不ふ屈くつにして献けん身しんの象しよう徴ちようとして描えがかれる種だ。

　巨きよ大だいな力を有している〝月の兎〟の中でも多くの神格武具を備えていた黒ウサギは、その武具の一部を十六夜に貸し出した結果、霊れい格かくが削けずれて幼い姿に為なっている。

　飛鳥も嬉うれしそうにウサ耳をモフモフしながら笑え顔がおで頷うなずいた。

「〝ノーネーム〟からは独立したけれど、近いうちに私たちも大連盟に加盟する予定よ。そうなったらまた皆で一いつ緒しよにゲームに参加できるわね」

「ＹＥＳ！　本ほん拠きよを何処どこに構えるのかは決めたのですか？」

「それが中々いい土地が見つからないのよね。でも三カ月くらい前に北側と南側の両方から〝階層支配者フロアマスター〟をやらないかって誘さそわれていて、今はそちらを検討中───」

　───コホン、と男性の咳せく声。
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　ウサ耳を跳ねさせて驚おどろいた黒ウサギは、後ろの男性に慌あわてて道を空ける。

「た、大変失礼しました釈天様！　つい旧交に走ってしまって………!!」

「何、構わんさ。お前には苦労を掛かけているからな。一回目のアナウンスが終わったら、進行に差し障さわりない範はん囲いで話してくるといい」

　ＹＥＳ！　と口にしてマイクを取り出す黒ウサギ。

　如何やら、十六夜たちに会いに来る以外にも目的があったらしい。

　その場にいたほぼ全員が顔を見合わせて首を傾かしげると、参加者が所有している〝契約書類ギアスロール〟が光り輝かがやき始めた。

「えー、テステス。───それでは、参加者の皆みな様さま！　第二次太陽主権戦争、経過報告を開始させていただきます！　探たん索さく中の参加者様、及および交戦中の六組は一時休戦して、ご清せい聴ちようください！」

〝契約書類〟が、黒ウサギの言葉を文字にして伝え始める。

　十六夜は腕を組みながら隣となりにいた耀の〝契約書類〟を覗のぞき込んだ。

「なあ、春日部。経過報告ってなんだ？」

「現状の参加者たちのゲーム進行度を報告するんだよ。条件さえそろっていれば、この経過報告の時に大陸からの脱だつ出しゆつも許されるんだって」

　ふぅん？　と意外そうな声を上げる十六夜。脱出条件と言うからには、何かしらの理由でゲーム進行が不可能になった状態を指すのだろう。しかし太陽主権戦争に出場するような猛も者さたちにそんな気き遣づかいが必要なのかは疑問が残るところだ。

（或あるいは………絶対にクリアできなくなる状じよう況きようというのが存在するのか？）

　現在までの戦いは参加者同士の小こ競ぜり合いがほぼ全すべてだ。

　アトランティス大陸のゲーム攻こう略りやくで発生した障害や敵ではない。

　参加者たちの水準が極きわめて高い為ために厳しい戦いを強しいられてはいるが、まだ謎なぞ解ときの入り口に立ったに過ぎないのが現状だ。

　此処から先の展開次し第だいでは、クリア不可能な状況というのも考えられるだろう。

「さて───二日目を終えた現在、第一関門に到とう達たつしたコミュニティは、驚きの五組！　この数値は運営の予想を遥はるかに下回る数だと、出資者の皆様はとても嘆なげいております！」

「………へえ？」

「………ほう？」

　挑ちよう発はつともとれるそのアナウンスに、十六夜と耀は瞳を細めて青筋を立てる。

　その一方、第一関門を突とつ破ぱした飛鳥は自じ慢まんげに髪を搔き上げる。

　黒ウサギは背中に冷や汗あせを搔きながら話を続ける。

「第一関門が突破されたことにより、アトランティス大陸の各地で新たな難問が発生していることをご報告します。もしも現時点で一回戦のリタイアを申しん請せいする場合は、〝契約書類〟にサインした上で、精せい霊れい列車にまでご足労お願いします」

　黒ウサギがマイクを仕し舞まうと同時に〝契約書類〟は光を失ってその場に落ちた。

　アナウンスが終わった途端に黒ウサギは耀にウサ耳を引っ張られ始め、あられもない悲鳴を上げて弄いじり倒たおされる。

　そんな二人の姿を見て、飛鳥も懐なつかしそうにウサ耳を引っ張り始める。

　御み門かど釈天は呆あきれながら腰に手を当てた。

「コラコラ問題児共。懐かしいのはわかるが、あんまりウチの眷属を虐いじめてやるなよ」

「あら、我がもの顔は良くないわよ軍神様。黒ウサギは皆の共有財産なんだから」

「そうだそうだ。黒ウサギの主神顔したければそれなりのギフトくれなきゃ駄だ目め」

「全くだ。まずは〝護法十二天〟が〝ノーネーム〟の出資者になるところから始めて貰もらわねえとな」

　うむ、と頷き合う問題児三人。無礼な物言いにあわわ、となる黒ウサギ。

　しかし〝護法十二天〟が彼らの出資者になるというなら此これほど心強い事はない。何せ最強の武神衆とまで評される集団だ。

　彼らの与あたえる恩おん恵けいならばさぞかし有用なものに違ちがいない。

　釈天も期待に応こたえようと、腰こしに手を当てて偉えらそうに笑う。

「ふふん。神王たるこの俺に出資者に為れとは大きく出たものだが、お前たちは優勝候補でもあるからな。有望な戦士には偉い大だいな神々の恩恵が与えられて然しかるべきだ。如何しても俺の威い光こうにあやかりたいというのであれば、」




「「「いえ、勢いで言ってみただけなので別にいらないです」」」




　グハ!!　と勢いよく仰のけ反る神王インドラ。

　此れだけ尊大な対応をした後で「別にお前の加護なんていらないっす」なんて言われて傷つかない神様はそういないだろう。

　しかし十六夜たちにしてみれば当然の反応だ。

　三人が知っているインドラの前評判と云いえば『天界のヤンキー兄ちゃん』や『動けばいらない事しかしない駄神』など碌ろくなものがない。

（まあ、事前策を設けたりゲーム展開を先読みする力は大したもんだけどな。出資者を頼たのむにはちょいと爆ばく弾だん要素が強すぎる）

　クリシュナの様に未来視が使えるわけでもないのに次から次へと事前策を展開できるというのは、理想的なゲームメイカーと評価してもいい。

　神様としては三流だが、英えい雄ゆう神と呼ばれるだけあって英雄英えい傑けつという側面で見ると極めて優ゆう秀しゆうな素養があるのかもしれない。

　息を吹ふき返した御門釈天はコホン！　と咳をした後、焰と鈴華に視線を移した。

「と、とにかく！　あれだけの戦いの中、焰と鈴華も無事で何よりだ。二人とも怪け我がはないか？」




「「そんなお為ごかしはいいからとっとと五億円返せコノヤロウ」」




　グボハァ[image: !!!]　と更さらなる奇き声せいを上げて心臓を押さえる御門釈天。

　如何やら身に覚えしかないらしい。

　五億円の使い込みの話を初めて聞いた飛鳥・耀・黒ウサギの三人娘むすめは、ヒソヒソと話し合う。

「え？　五億円？　五億円って何かしら？」

「焰君たちが返せって言っていたから、釈天さんの借金じゃないかな？」

「うむむ？　黒ウサギは外界の相場がいまいちわからないのですが、それは金貨に換かん算さんして御おいくらくらいなのでしょう？」

「えっと………〝サウザンドアイズ〟発行の金貨で、七〇〇〇枚くらいかな？」

「釈天様今すぐ返してあげてくださいッ[image: !!!]　今、すぐですッ[image: !!!]」

　ウサ耳を逆立てて怒おこる黒ウサギと、冷や汗を搔きながらそっぽを向く御門釈天。トップスピードで最強の軍神（恥はじ）となりつつあるのは間違いない。

　その隣で侮ぶ蔑べつの視線を向ける久遠飛鳥。

　お腹なかが減ってきたことに気が付いてしまった春日部耀。

　そして逆廻十六夜は笑いを嚙かみ殺しながら、意外にも釈天の擁よう護ごに回る。

「許してやれよ二人とも。神王様の道具も全く役に立たなかったわけじゃないだろ？　それで救えた命が二つもあるんだから、せめて元の世界に帰るまでは待ってやれ」

「おいちょっと待て、それ擁護してるようで擁護になってなくないか!?」

　今までに無いくらい焦あせり倒す御門釈天。外界の彼の収入で五億円を返済するとなると一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは利きかないだろう。

　だが神王という立場上、そんな泣き言を言うわけにもいかなかった。

「ふ、ふん！　その件については後で纏まとめて返してやるとして、十六夜たちの戦果はどうなんだ？」

「というと？」

「不幸なトラブルが重なったとはいえ、俺はお前たちが最初に第一関門に辿たどり着くと踏ふんでいたんだぞ。なのに思った以上に満まん身しん創そう痍いじゃねえか。そこんとこどうなんだ？」

　逆ぎやく襲しゆうを受けた十六夜と耀はムムッと黙だまり込む。

　その後ろで飛鳥は自慢げに髪かみを搔かき上げた。

「ふふ。その一件については私のコミュニティが一歩リードというところよね」

「へいへい、好きなだけドヤ顔してやがれ。これでも謎なぞは解けてたんだぜ」

「それについては流石さすがだな。しかしクリシュナとヘラクレスの連戦は流石に厳しかろう。このままゲームの趣しゆ旨しを履はき違ちがえた状態で進むのは危険だ」

　………趣旨を履き違えている？　と首を傾げる十六夜たち。

　釈天はそんな疑問に気が付かないまま、十六夜の傷を見る。

「………酷ひどい傷だな。限界が近いんじゃないか、十六夜」

「正直言ってキツイ。身体からだが重たくて立ち上がれない。続投する為にも栄養剤ざいをくれよ神王様」

「甘ったれるな馬ば鹿かたれ。出資者でもないのにそんな贔屓ひいきが出来るわけなかろう」

　先ほどの意趣返しとばかりに叱しつ責せきする釈天と、悪びれることなく肩かたを竦すくめる十六夜。

「全く………焰、お前はどう思う？」

「どうって？」

「俺も伊達だてに外界の暮らしが長いわけじゃない。粒りゆう子し体については多少知識がある。昨日の戦せん闘とうは血中の粒子を消費していたから貧血程度で済んだが、今日の戦闘はそれじゃ済まなかったはずだ」

　存外的確な指し摘てきを受け、焰は隠かくし通すのは不可能だと悟さとる。

「まあ、概おおむねその通りだと思うよ。内臓機能にも異常を来きたして碌に頭も回ってないんだろ、イザ兄。そんな状態でどうするの？」

「………んな事言っても、仕方ねえじゃねえか。あの状況で俺にどうしろっていうんだよ。俺がやらなきゃ春日部が死んでたろ」

「わかっている。無む茶ちやを責めているのではない。その身体で無理をするなと言っているんだ」

　つまり身体を休めろと言いたいらしい。しかし現状はそうも言っていられない。太陽主権戦争についてもそうだが、十六夜と焰にはやらねばならないことが山積みなのだ。

　クリシュナが提示した破局噴ふん火かのタイムリミットを考えれば、本当なら主権戦争に出ている場合ではない程ほどに状況は切せつ羽ぱ詰つまっている。

「今回のゲームにはリタイアが許されている。その傷が悪化すれば今後の戦いに差し支つかえるだろう。お前さえよければ焰と共に一回戦はリタイアしても、」

「釈天、ちょっと待った」

　言こと葉ば尻じりを捕とらえる形で焰が遮さえぎる。釈天は驚おどろいた。てっきり焰も同じようにリタイアを勧すすめるものと考えていたからだ。

「釈天。俺、漸ようやくわかったんだ。俺がこの太陽主権戦争ってやつに呼ばれた理由が」

「………ほう？」

「今の俺とイザ兄は、世界を救うための情報が足りてない。破局噴火にしても、白皮症アルビノ患かん者じやを実験に使っている組織にしても。神様の目線で見たら、本当はもう知っていなきゃいけない事もあったのかもしれない。だからこの主権戦争に出て別の角度から事実を知る必要があった………とか、ふんわり言うとそういうことだろ？」

　釈天は肯こう定ていも否定もしないまま腕うでを組み、話の続きを促うながす。

「もしそうだとしたら、このアトランティス大陸で俺たちが知らなきゃいけない事がまだあるかもしれない。俺自身、イザ兄に幾いくつか確かめてみたいこともある。だからまだリタイア出来ないし、イザ兄にリタイアされちゃ困るんだ」

　運命そのものと闘たたかう決意をした以上、知らなければならないことが多くある。

　やらなければならない事は山積みだ。

　一度動き出せば軌き道どう修正している時間もない。

　そもそも間に合うのか如何どうかすらわからない中で手て探さぐりでやっていくしかない。

「………ふむ。焰の意見はわかった。十六夜はどうだ？」

「元からリタイアする気なんてねえよ。太陽主権戦争でも勝利するし、俺の地元で好き勝手もさせない。………特に外界の未来については、少しだけ気き掛がかりなこともあるしな」

　十六夜の視線が春日部耀に移る。その場に居たほぼ全員の人間が十六夜が何を言いたいのかを察した。

（春日部は明確に俺たちのいる時代より未来から来たことを口にしていた。なら俺たちの時代で起きる事件について知っているか、もしくは解決法について知っている可能性が高い）

　今の状じよう況きようで方法を選えり好みしてはいられない。解決できる可能性が高いところから順に手を付けていくのが最も有効な手段だ。

「その為ためにも、まずは最速で一回戦の謎を攻こう略りやくする。焰の言う通り太陽主権戦争には外界で起きている事件や事象と密接な関係にある奴やつがいるはずだ。身体の完治は話を聞きながらやればいいんだからな。全すべてに於おいて最速を狙ねらうならこれがベストだろ？」

「………なるほど。それがお前の意見か」

　要するに、少し休んだら今まで通り大暴れすると言いたいらしい。

　そして困ったことに十六夜にはその実行能力がある。その気になって暴れれば謎を解くまでは進める事が出来るだろう。

（全く………その姿勢を咎とがめているんだがな、俺は）

　苦笑いを浮うかべた釈天はさて、如何したものかと思案する。

　焰は視線だけで『イザ兄がこれ以上戦えるわけねえだろ、一週間は絶体安静。あと五億円の件うやむやにするんじゃねえ』と訴うつたえかけている。他の面々も同じ意見だ。

　だが主しゆ催さい者しやの一人である釈天にこれ以上の制止は不可能だ。戦う意志のある者を強制的にリタイアさせる権利などある筈はずもない。

　もしそんな権利があるとしたら………

「春日部耀よ。〝ノーネーム〟の頭首として、お前は十六夜の続投をどう考える？」

「私？」

　釈天の視線が耀に移る。他の者たちも同様だ。

　彼女は〝ノーネーム〟の頭首である。

　立場的には十六夜に指示を出せる人物に該がい当とうする。其それに三日は休むべきだと言ったのは他でもない彼女だ。既すでに意志は固まっていると思っていい。

　耀は無表情のまま十六夜に近づき、僅わずかに首を傾かしげる。

「えっと………十六夜は、如何するつもりだったの？　その身体で、いつもみたいに続けるつもりだったの？」

「んなわけねえだろ。話を聞きながら少しばかし休むって言ってるだろ」

　ヒラヒラと手を振ふる十六夜。真意は兎とも角として、身体を休めようと考えていたのは噓うそではないだろう。今の状態で戦い抜ぬけるとは十六夜も考えていない筈だ。

　しかしだからと言って、大人しく引っ込んでいるとも思えない。相手は何を隠そう問題児筆頭である。何だかんだと難なん癖くせつけて前線に出てこようとするはずだ。

　耀は懐なつかしそうに少しだけ笑うと、もう一歩前に踏み出す。

「十六夜。釈天さんの話は私たちが聞いておくから、少し休んでなよ。碌ろくに頭も回ってないんでしょ？　睡すい眠みんをとらないと、その傷は治らないよ」

「………ああ？　なんでお前がそんなこと、」

　一いつ瞬しゆんの事だった。

　十六夜が訝いぶかし気な顔をした途と端たんに春日部耀は懐ふところに踏み込み、抉えぐり込むような拳こぶしで彼の鳩尾みぞおちを突つき上げたのだ。

「っ───[image: !!?]」

「か、春日部さん[image: !!?]」

　飛鳥が驚きよう愕がくした声を上げる。

　耀の拳は肉を叩たたいたとは思えない壮そう絶ぜつな音を鳴り響ひびかせていた。

　不意打ちを受けた十六夜は怒いかりを感じる間もなく意識が途と絶だえ、その場に崩くずれ落ちる。耀の一いち撃げきが速かったのもあるだろうが、想像を超こえて十六夜の負傷が深かったのだろう。

　咄とつ嗟さの事に反応できなかった焰と鈴華は絶句してしまった。

「あ、あの、今凄すごい音しましたけど………!?」

「あわわ………イ、イザ兄、大だい丈じよう夫ぶなんです………？」

「手加減したから大丈夫。それに十六夜はこうでもしないと身体を休めたりしないよ。簡単に私に殴なぐらせるくらい弱ってるんだから、今は寝ねかせてあげよう」

　………寝かせてあげよう、とは言うが。

　要するに殴り倒たおしただけである。

　釈天はポカーンと半口を開けてその挙動を見届けた後、苦笑いを浮かべながら煙草たばこに火を点つけた。

「全く、物ぶつ騒そうな女たちだな。俺の同どう僚りようの女たちでも怪け我が人を殴り倒すことまではしないぞ」

「そうなの？」

「本当に？」

「勿もち論ろんだ。………きっと、多分。いや流石に怪我人を殴り倒すまではしない筈だ」

　気まずそうに視線を逸そらす釈天。

　此方こちらは此方で色々と厄やつ介かいな人間関係があるらしい。

　春日部耀は十六夜を担かつぐと、真っ直すぐに釈天を見る。

「釈天さん。クリシュナさんとアルジュナさんは如何すればいいですか？　精せい霊れい列車に乗せますか？」

「アルジュナを連れ出すことは出来ん。主権戦争の一回戦が終わるまで精霊列車に乗車できる者は主催者と出資者だけだ。資格無き者を乗車させる権利は俺にもない」

　厳格な声こわ音ねで提案を却きやつ下かする。

　この様子ではどの様な交こう渉しようも相手にされないだろう。

「だがクリシュナとパラシュラーマと白皮症の少女は俺が引き取ろう。クリシュナは参加者ではないからな。娘むすめたちは外界に帰すことになるが、俺の仲間に守らせれば大丈夫なはずだ。焰もそれでいいな？」

「勿論。キッチリ守ってくれるなら借金帳消しでもいい。絶対に助けてくれ」

　頷うなずいて返す御門釈天。何だかんだと言い合ってはいるが、カナリアファミリーホームの後見人として長年付き合ってくれた間あいだ柄がらである。

　こういう時に頼たよれる大人が居てくれるのは素す直なおにありがたかった。

　春日部耀は焰の話が終わったのを見計らって更さらに問う。

「わかりました。最後に私から二つだけ質問があります。本当は幾つか聞きなれない名詞についても聞きたいですけど、取り敢あえずは二つだけ」

「聞こう。答えられるものなら必ず答える」

　快かい諾だくする釈天だが、答えられるものにだけしか答えないと制限を付けるあたりが何とも厭いやらしい。

　神王として〝天軍デイーヴア〟を率いる彼には相応の責任があるのだから仕方が無いのだろうが、最後に会ったあの黒き獣けものについてだけは聞いておかねばならない。

「釈天さん。さっきの敵ですけど………アレ、なんですか？」

「逆に問おう。アレが何に見えた？　そしてなんと名乗った？」

「………星せい霊れいに、見えました。そしてこう名乗りました。自分は〝人類の敵〟、つまりは殺人種の王だと」

　釈天は痛つう烈れつな舌打ちを漏もらした。

　苛いら立だちを全てぶつけたかのような強烈な舌打ちだったが、春日部耀の応答に対してではない。先程の黒い風の敵がそう名乗ったことに対して怒りを表しているのだ。

「〝人類の敵〟？　………ハッ、随ずい分ぶんと自分をいいように表現したもんだ。お前こそが最たる〝世界の敵〟だろうに」

「………。まあ、名めい称しようは私にとってどうでもいいんです。私の友達に危害を加える以上、私の友達の敵です。友達の敵は絶対に許さないし、どんなに強くても倒します」

　極きよく端たんと言ってもいいほど安直に、そして強い意志を込めて断言する。

　春日部耀は敵と認にん識しきした相手に線引きをしない。より正確にはランク付けをしない。如何いかに強大であろうと立ち向かうし、如何に弱小であろうと手を抜かない。

　人類の敵を名乗る以上、その対象に十六夜や飛鳥も含ふくまれているのは間ま違ちがいない。

　だから倒す。それ以上の理由は耀にとって不要な情報だった。

「十六夜ほど好こう奇き心しんが強いわけじゃないし、他人に興味ありません。アレの詳くわしい正体とかは割とどうでもいい。取り敢えず星霊っていうことは間違いないんですよね？」

「そうだ。奴が〝人類の敵〟と名乗ったのはあながち間違いではない。神しん霊れいが神殺しに勝てぬように、人類では殺人種の王には勝てん。読んで字の如ごとく奴は〝人類を殺す〟ということに於いては最高位だ。奴に勝てる人間は有史以来一人として存在していない。………意気込みは買うが、正面から戦うべき相手ではない」

「………」

「取り分け奴は蒼あおき星の主権………お前たちが生まれた星の主権を未いまだに保有している。もし本体が現れたとしたら、戦いらしい戦いにすらならん。その時は〝天軍〟か他ほかの星霊に助力を求めろ。必ず力に成ってくれるはずだ」

　傍そばで話を聞いていた飛鳥は背筋に冷たい汗あせが流れるのを感じた。

　星の主権───太陽を含めた様々な星には〝主権〟と呼ばれる最高位の恩おん恵けいが存在する。此これらは強力無比な武具へと姿を変える場合や、最強種と呼ばれる超ちよう越えつ者の召しよう喚かん媒ばい介かいとして使われる場合がある。

　生来の神霊、純血の龍りゆう種、そして星霊。

　此れらを総じて箱庭三大最強種と呼こ称しようし、この世界の住人は畏おそれ敬っている。

（地球の星霊………そりゃあ、私たちの星にも主権があるのは当然なんだけれども。その主権を持っている相手が人間を排はい斥せきしようとしているのはちょっとした恐きよう怖ふね）

　釈天の言う通りだ。人間が地球発はつ祥しようの生命体である限り勝ち目がない。

　過去・現在・未来の全てに通ずる第三点観測宇宙の箱庭の世界からならば、人類史はおろか惑わく星せい史をひっくり返すことすら可能かもしれない。

　だが………そもそもの問題として、如何どうして地球の星霊が人間を排除しよう等と考えたのだろう？

「釈天さん。彼女が人間を滅ほろぼそうとしている理由は何なのかしら？」

「………ほう？　何故なぜアレが女だとわかった？」

「女の勘かん。あと星霊って女性の姿を取ってることが多いからそう思っただけよ」

「ふふん、それは頼りになる直感だな。………しかし、奴やつの動機について話そうとするとかなり時間がかかる。そもそも蒼き星の星霊は奴一人ではないのだ」

　一同は顔を見合わせて首をひねった。

　星霊とは文字通り、その星の主人格が擬ぎ人じん化したもののはず。

　主人格である以上は一人しかいなくては辻つじ褄つまが合わないのではなかろうか。

「奴は星霊ではない。正確には半星霊だ」

「半星霊？」

「半星霊ってちょくちょく聞くけど、詳しい意味合いは聞いたことないんだよね」

　そうだろうな、と相あい槌づちを打った釈天は半星霊について語り始める。




　───半星霊。この名称を与あたえられた神霊の存在そのものは箱庭で数年過ごしていれば聞いたことくらいはあるだろう。

　有名な者だと中ちゆう華か神群の〝斉せい天てん大たい聖せい〟やインド神群のプリトゥヴィ＝マータなどが挙げられる。彼らは蒼き星の後こう継けい者しやとして認知されているが、それだけではない。

　何より半星霊と聞けば未熟な星霊なのかと勘かん違ちがいされやすいが実際は違う。

　半星霊という種名は───半神半星の最強種のハイブリッドのみを指す言葉なのだ。




「さ………最強種の混血ですって!?」

「そうだ。本来なら星霊と神霊の間に生まれた者は必ず神霊になるのだが、半星霊と呼ばれている者たちは違う意味合いを持つ」

「………？　え、ちょっと待って。神霊と星霊だと、神霊が優性遺伝なの？」

　釈天が頷いて返す。耀は少し意外そうな顔をする。

　絶大な力を持つとされている星霊たちにそんな弱点があるとは思わなかったからだ。

「話を戻もどそう。本来なら生まれるはずの無い半星霊が生まれるには条件がある。彼らは基本的に星と神霊との間に生まれるのではなく、星と神話そのものによって産み落とされる。つまり宇宙観コスモロジーの創造に携たずさわっている場合だな」

　要約すると、物質界と神話を繫つなぐ礎いしずえに人格を与えた結果、神霊と星の主人格という二つの属性を手にしてしまったという事だろう。

「大地母神に半星霊が多いのはそういう事だ。母なる大地は礎にし易かったのだろう。そういう意味でも中華神話の斉天大聖は特別………いや、正確には中華神話は神話ではなく龍伝記というべきなのだが………まあこのように、語り出せばキリがないのだ」

　困ったものだと腰こしに手を当てる釈天。

　だが耀はすぐに右手を挙げ、

「ううん、今の説明で十分だよ。要するに地球の半星霊は普ふ通つうの最強種と同じか、場合によってはそれ以上に面めん倒どうくさい種族ってことでしょ？」

「う、うむ。大おお雑ざつ把ぱだが的確な表現だ」

「そっか。じゃあ最後に聞いておきますけど───」

　途と端たん、耀の瞳ひとみが鋭するどく光る。釈天を睨にらんだ彼女は、

「釈天さんは………〝ガイアの末ばつ子し〟という怪かい物ぶつに心当たりはありますか？」

「っ[image: !!?]」

「クリシュナって人と、殺人種の王が言っていました。このアトランティス大陸は〝ガイアの末子〟の遺い骸がいそのものだと。それについては話せますか？」

　鋭く刺さすような言げん及きゆう。

　釈天は苦々しい顔で首を横に振ふった。

「………悪いが、それについては何も言えない。ゲームの根幹にかかわる謎なぞだ」

「いいえ、許しません。これは参加者としてではなく〝階層支配者〟の一人として答えて貰もらいます」

　耀の瞳から感情の熱が消える。元より感情の起き伏ふくの少ない少女だが、今は其そ処こに冷れい徹てつさが加わっている。彼女が心底怒おこっている時にする瞳だ。

　怒いかりを嚙かみ殺したまま、耀は釈天を睨む。

「私………父さんがギリシャ神話が好きだった関係から、ギリシャ神話と伝承上の動物についてはそれなりに知識があります。殺人種の王が言っていたガイアって、ギリシャの大地母神ガイアですよね？　ならガイアの末子って………あのギリシャ神話最強の生命体のことじゃないんですか？」

　耀の問いかけに釈天は答えない。恐おそらく答えられないのだろうが、その苦く悶もんに満ちた表情を見れば答えは明らかだった。

　飛鳥は静かに怒る耀に恐る恐る問う。

「あの、春日部さん？　春日部さんはあの怪物について」

「ごめん飛鳥。ちょっと静かにしてて。〝階層支配者〟として凄すごく大切なことを聞いてるから」

　飛鳥には視線さえ向けず釈天を睨み続ける耀。

　其れは二年間離はなれていた飛鳥が見たこともない、〝階層支配者〟としての顔だった。

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに驚おどろいた飛鳥は僅わずかに後ろへ下がる。

「もし………もしも私が知っている怪物なら、この場に居る全員で戦ったとしても勝てるとは到とう底てい思えない。ギフトゲームなんだから力の無い参加者が死ぬのは仕方が無いかもしれないけれど、此こ処このアトランティス大陸に生きる原住民の人たちはどうなんですか？　ゲームに巻き込まれただけなんじゃないんですか？」

「───……」

　回答に僅かな逡しゆん巡じゆんが混じる。その行こう為い自体が回答と同じ意味を示していたが、耀は敢えて釈天の言葉を待った。

　参加者たちに知らされていなかったのは万歩譲ゆずってもいい。

　参加者同士の殺し合いは禁じられているものの、交戦以外の死亡については誰だれもが覚かく悟ごしているだろう。

　最高位の試練ゲームという評判を聞きつけて集まった猛も者さたちなら強大な敵が現れたとしても己おのれの力で乗り越こえようとするに違いない。

　その戦いの果てに命を落とすならそれは仕方がない事だ。

　しかし───原住民たちは違う。彼らは戦いの舞ぶ台たいに巻き込まれた協力者でしかない。

　既すでにアトランティス大陸の原住民たちのコミュニティにも被ひ害がいが出ている。

　見たところこの地を守る土着の神霊が居る様子もない。

　恩恵を与える神霊や行商に来るコミュニティの形けい跡せきもない。

　此れでは異世界の異文化というより、文明的パワーウェイトの違う時代にタイムスリップして来たようなものだ。

　己を鍛きたえて生きるしかない過か酷こくな地で必死に生きている原住民を巻き込んだというのなら、彼女にも〝階層支配者〟として正す義務がある。

「成り行きで引き受けた〝階層支配者〟だけど、私にだって義務を全まつとうしようという気き概がいくらいあります。今回の一件は明らかに箱庭の秩ちつ序じよを乱すゲームと判断されても仕方ありません。そこのところはどうなんですか、釈天さん」

「………ふむ」

　難しい質問が来たなと、釈天は返答に窮きゆうした。

　無論原住民は今回の事態について初めから心構えが出来ている。だが彼らが如何してゲームの進行役を任されたのかと言う点や、彼らの事情については話すことが出来ない。

　何故ならその回答は、今回の勝利条件を話すのと変わらないからだ。

（参ったな。十六夜なら敵の言動と原住民の状態から勝手に推理して勝手に回答に辿たどり着いてくれるだろうと思っていたんだが、いかんせん退場が早すぎた）

　十六夜が勝手に推理して回答に辿り着いてしまえば、後は釈天が意味深な神王スマイルを見せるだけで語らずとも納なつ得とくしてくれただろう。

　だが春日部耀は〝そもそも主しゆ催さい者しやの方針は正しいものなのか？〟と直球でコチラを攻せめてきた。此れは〝階層支配者〟である彼女なら問わずにはいられない事なのだろうが………この流れでは、釈天はこう言うしかない。

「すまん。答えられるものには答えようと思っていたが、その問いには答えられない。俺の権限で言えるのは此処までだ」

「なら仕方ありません。私は私の持つ全すべての権限で今回の問題に当たります。いいですか？」

「ああ。好きにやってみるがいい」

「その返事じゃ足りません。〝天軍〟の長おさとして許可が欲しいんです。今この場で返事を貰ってもよろしいですか？」

「も、勿もち論ろんだ。それなら俺の権限の範はん疇ちゆうだからな」

　存外強い押しで許可を求められ、勢いで頷うなずく御門釈天。

　秩序の守護者という意味で〝天軍〟は〝階層支配者〟の上位組織である。

　彼らは魔ま王おうでさえ畏れるほどの戦せん闘とう能力と権限を持ち合わせた最強の武神集団だ。

　名目上とはいえその長である帝たい釈しやく天てんが〝階層支配者〟としての介かい入にゆうを認めた瞬しゆん間かん、今までの険しい瞳を春日部耀は一転させて笑えみを浮うかべ、

「わかりました。じゃあアトランティス大陸に居る間───調査の為ために〝階層支配者〟として、全権限を使わせて貰いますね」

　───なんだと？　と間の抜ぬけた声を上げた途端。

　春日部耀はギフトカードを取り出して、カードから七色の光を放った。

　そしてコートの中に仕し舞まい込むと、十六夜を担かついだまま飛鳥と黒ウサギの方へ走っていく。

「よし。新しい仲間を迎むかえる準備も出来たし、ララァさんのゲームに向かう準備をしようか」

「へ？」

「新しい仲間？」

「飛鳥はまだ会ったことがなかったよね。私と同じくらいの時期に〝階層支配者〟に就任した女の子。さっきゲームの倫りん理り規程に関する調査について助勢をお願いしたから、一時的に客かく将しよう扱あつかいで召しよう喚かんできる様になったよ、釈天さんのおかげで」

　ハッと我に返ったように冷や汗あせを搔かく釈天。

　二年前の魔王アジ＝ダカーハとの戦い以降、〝階層支配者〟は有事の際に連盟を組んでいる相手を客将として招くことが出来る様になった。

　以前から存在する〝連盟権限〟を強化したものと云いえるだろう。

〝境界門アストラルゲート〟を操あやつる女王〝クイーン・ハロウィン〟が協力的な姿勢を見せているが故ゆえの新しい契けい約やくなのだが───

「ちょ、ちょっと待て！　それは狡ずるくないか!?　〝階層支配者〟の権限のうちではあるが、最悪の場合は失格になる場合もあるぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。だって神王様が認めてくれたんだよ。私は全責任を背負ってくれた釈天さんの期待に応こたえる為にも頑がん張ばらないと！」

　ゴハッ！　と今まで以上に変な奇き声せいを上げながら顔を覆おおい、天を仰あおぐ釈天。

　如何どうやらものの見事に嵌はめられてしまったらしい。

　まさか春日部耀に出し抜かれるとは思ってもみなかっただろう。

　釈天にとって深く交流のある相手では無かったが、二年前まではこの様な奇策を用いるタイプでは無かったはずだ。

　飛鳥は瞳を輝かがやかせ、感動した様に耀の背中を見つめる。

「す、凄いわ春日部さん。二年前まではこういう交こう渉しように無関心だったのに」

「えへん。此これも〝ノーネーム〟のリーダーを真ま面じ目めにやってきた証あかし。それに半分は勝利の為だけど、もう半分は仕事の為だよ。ゲームの調査が必要だと思ったのは本当。被害が増えないように私も手回ししないとね」

　子供っぽさと大人らしさの同居したような不思議な笑みに、今度は違ちがう意味で感動する。男子三日会わざれば刮かつ目もくして視みよというが、それは少女だった春日部耀にも言える事だったらしい。

　出会った頃ころは周囲の人間に無関心な素そ振ぶりさえあったのに、今は顔も良く知らない無む辜この人々の為に動こうとすらしている。

　人は己おのれ以外の責任を背負うことで此れほど劇的に成長するのか。

（あの春日部さんが上手うまく〝ノーネーム〟を引っ張っていけるのか心配だったけど、無用な心配だったわね）

　むしろ成果を見せねばならないのは飛鳥の方かもしれない。

「私も負けていられないわ………！　行きましょう焰君、鈴華さん！　朝になったらララァさんの依い頼らいを受けに行くわよ！」

「い、いえ、俺と鈴華は釈天に質問があるので残ります」

「彩あやちゃんと上うえ杉すぎさんは一いつ緒しよに行くと言っていました！」

「あらそうなの？　じゃあ私と春日部さんは上杉さんたちと合流して作戦会議ね！」

「了りよう解かい。今度は一番乗りして見せる」

　静かに闘とう志しを燃やす春日部耀。

　勢いで全員の手を引っ張っていく飛鳥と、それを困り顔で見送る黒ウサギ。

　釈天は頭を抱かかえたまま深いため息を吐ついた。

「全く………暫しばらく会わないうちに逞たくましくなったもんだ。どんなに落ち着いた様に見えても、問題児は問題児ってことか」

「耀さんはこの二年間、本当に頑張ってこられましたから。〝人類最高位の才を持つ者〟という評価に見合う才が、少しずつ花開いているのです」

　太陽主権戦争の司会進行を任されている以上、以前の様に黒ウサギが大局を左右することはないだろう。しかしそれを寂さびしく思う気持ちは無かった。

　飛鳥も耀も召喚されたばかりの頃とは違う。神々の試練に幾いく度どとなく挑いどみ、その才を開花させて此処にいるのだ。

　もうかつての様に黒ウサギが彼女たちを守る必要は無いだろう。

（太陽主権戦争は皆みなさんの実力を轟とどろかせるには相応ふさわしい舞台。一回戦が終わるころには、数多あまたの神々がその名を知ることになるでしょう）

　ムン！　と気合いを入れる黒ウサギ。

　今の彼女に出来る事は司会者としての役割を果たすことだろう。

（まあ………耀さんに殴なぐり倒たおされた十六夜さんというトンデモ爆ばく弾だんがございますけれど）

　耀は時々、十六夜さえも想像できない大だい胆たんな手段を使ってくる。

　十六夜が起きたときにどんな対応をするのか考えるだけで身み震ぶるいが止まらない。

　最悪の場合は〝ノーネーム〟の最大戦力が真正面からぶつかり合うということも考えられる。

　そうなったら正に地じ獄ごく絵図だ。

　十六夜の怒おこり方次し第だいでは身体からだを張って止めるしかないと、黒ウサギは決死の覚悟を決め、釈天、焰、鈴華、十六夜と共に原住民の集落で休むことにした。
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　───一方、その頃。

　飛鳥あすかが全員を連れ去っていくのを見届けた金きん髪ぱつの少女───ラミア＝ドラクレアがひょっこりと草くさ叢むらから顔を出す。

「………ジェームズ。本当に飛鳥を見み逃のがしてよかったの？　今なら飛鳥から天あまの叢むら雲くもの剣つるぎを奪うばえたんじゃない？」

『それはまだ止やめた方がいいね、私の可愛かわいいレディ。もし飛鳥嬢じようが持っているのが遠い東の地にある伝説のムラクモソードだとしたら、我われ々われでは扱えないだろうからね』

　黒電話の受話器の向こうから聞こえる紳しん士しの声。

　ラミアは目に見えて不満そうな顔をした。それはつまり久く遠どう飛鳥の協力が無ければ、彼女の目的は達成できないということでもある。

「厄やつ介かいな事になったわ………」

『そうかい？　君の母君を助けたいと素す直なおに言えば、すぐにでも手を貸してくれそうな少女じゃないか』

「それは嫌いや。それだと飛鳥に借りを作ったままになるもの。後で殺す相手に借りを作るなんて死んでもごめんだわ」

　膨ふくれっ面つらになるラミアに、苦く笑しようで返すジェームズ。

『律りち儀ぎだね、私のレディは。私なら利用した後にすぐ殺して終わりだ』

「そんなことしたらお母様や伯母おば様に顔向けできないじゃない。敵を殺すのは生存競争の一いつ環かんだけど、恩義を忘れてまで殺すのは悪逆だわ。私は〝世界の敵〟になんて為なりたくないし産み落としたくないの」

『ふふ、わかってるよ。私はそんな君だから愛いとおしく思っているのだからね』

　息を吸って吐くように紡つむがれる愛の言葉を、ラミアは当然の様にスルーする。

「そんな事よりジェームズ。私の見立てだと天叢雲剣はアストラの可能性が高いように思えたわ？」

　ふむ、と腕うでを組むジェームズ。其それについては彼も疑問に思っていたのだろう。

　人類の最終的破は滅めつを回かい避ひする為に生まれた兵器・技術・概がい念ねんに鏤ちりばめられた古代から続く暗号。その発はつ祥しようはアーリア人種の世界的な大移動に関係しているとも言われている。

　印いん欧おう祖語圏けんから離はなれている日本ではアストラという記号は使われていないのだろう。

『星の巨おお釜がまと星せい剣けんか。確かにおかしな話だ。あの国に星の巨釜が現れるのは確定事じ項こうだったはず。他ほかの何処どこかの血がブレることになろうとも、極東だけは絶対に巨釜が現れる』

　だが実際には剣が現れた。

　飛鳥の力を借りる為にもこの意味を推理するのは有用かもしれない。

「ほら、ジェームズも少しは一緒に考えましょ。最強のゲームメイカーである貴方あなたならすぐに解けるでしょ？」

『ふふ、君にそう言ってもらえるのは嬉うれしいな。じゃあ少しだけ考察してみようか』

　ジェームズは愛用しているメシャムパイプに火を点つけて一息吸い込み、焦あせるラミアを宥なだめるように語り出す。

『天叢雲剣ムラクモソード………東の果ての地で息い吹ぶく神話と史実を結びつける神剣。単一の血筋によって国こく威いが継けい承しようされ続け、近代でも連綿と続いているという不思議の国の戴たい冠かん宝ほう剣けんだ。使用者は皇室の血を引く者か、国威の代行者でなければ正しく使えないだろう。伝承を切り分けるという破格の権能はこの辺りの経けい緯いが関係しているのだろうね』

「別名を草くさ薙なぎの剣つるぎともいうそうね。八や岐またの大蛇おろちの体内から発見された神剣という話も聞いたことがあるわ。他にも星の災さい厄やくを祓はらう剣として恩おん恵けいを無力化するという破格の力があると聞いたのだけれど、想像以上にトンデモな力だと思うのよ」

『ふむ………ヤマタノドラゴンから出て来た、か。噂うわさだと〝神殺し〟として人類に牙きばを剝むいた魔ま王おうの一体という話も聞く。もしかしたらこのドラゴンに何か秘密があるのかもしれない』

　八岐大蛇───八つの首を持つという多頭龍りゆうであり、恐おそらくは日本で最も有名な神龍だろう。本来は水神・山神として祀まつられるべき神龍だが、日本という特異な地域では彼らこそ最も畏おそれられる脅きよう威いに他ならない。

　災害大国とも呼ばれる日本の歴史は正に災害との戦いの歴史でもある。其れというのも日本列島が四つの大陸プレートの重複地点にあるというのが原因の一つにある。

　大陸を支える太平洋プレート、北米プレート、フィリピン海プレート、ユーラシアプレートが重なり合い擦すれ合うたびに日本列島は災害に見み舞まわれてきたからだ。

　星の大動脈の中でも極大の動脈と称しようしても過言ではないだろう。

　その自然界に渦うず巻まく力の象しよう徴ちようとして描えがかれたのが八岐大蛇という神龍である。

「星の息い吹ぶきを調ちよう伏ぶくした証の剣。でもこう聞くと星剣よりもむしろ封ほう権けんを司つかさどるアストラに近しいわ。ジェームズはどう思う？」

『それについては一度横に措おいておこう。先まずは伝承の洗い出しが先だよ。ヤマタノドラゴンの身体的な特徴についてはどうかな？』

「身体的特徴というと、多頭の龍というのがあるわ。でも怪かい物ぶつ性を高める為ために多頭の龍の逸いつ話わというのは世界中に存在しているし、八つ首というだけで外来を疑うのは少し線が薄うすいと思うの」

『そうだね。此これは一つの起源的な伝承があるのではなく、人が普ふ遍へん的に嫌けん悪おする造形の一つが多頭の龍や蛇へびというだけのことだろう』

　自然界に存在しない造形を人は本能的に忌き諱きする習性がある。

　多頭の龍や蛇などはその最たる例だ。故ゆえに此れらは起源となる伝承というものは無く、生命が持つ根源的な恐きよう怖ふから這はい出たものなのかもしれない。

　つまり、有り触ふれた伝承だから伝来を洗う要素としては少し弱いのだ。

「うう………色々考えてみたけれど、手がかりらしいものがなくなってしまったのだわ」

『ふふ、難しい顔をしているね。今のレディの持つ情報だけでこの問題を解くのは不可能に近いと言っても過言ではない。無理せず飛鳥嬢と仲良くなっておきなさい』

　………む？　とラミアは違い和わ感かんを察する。

　ラミアはジェームズを最強のゲームメイカーと信じて疑っていない。彼に解けなかった謎なぞは今まで一つもなかったし、越こえられなかった試練は一つとして存在していない。

　その彼が目の前の難題を簡単に棚たな上あげするとは思えなかった。

「ジェームズ。もしかして貴方、既すでに謎が解けているんじゃないでしょうね？」

『さあ、どうだろう。ただ君が私に頼たよりすぎて思考停止してしまうのはとても勿もつ体たいないことだとは思っている。それにレディの手持ちで解けないというのも噓うそじゃない。此れを機に見識を深めておくのも悪いことではないんじゃないかな？』

　灰を落として指し摘てきするジェームズ。

　ラミアはぐぬぬと悔くやしそうな顔をしたものの、ゲームメイカーが語るべきではないと判断したのならそれに従うのは仲間としての礼れい儀ぎである。

「もう、相変わらず意地悪ね」

『君を想おもっているが故だよ。けど拗すねる君も可愛いから、一つ手がかりを上げよう』

「手がかり？」

『私からのヒント。もし君が中ちゆう華か系の参加者に会ったら、今回の件について質問してみるといい。何か手がかりが摑つかめるかもしれないよ』

　中華？　と首を傾かしげるラミア。

　まあ島国である日本列島に伝承が伝来する場合、高確率で大陸を経由するのは間ま違ちがいない。本当に外来だとしたら知っている者もいるかもしれない。

『私からは以上だ。そろそろ此方こちらも決着がつく。次に君に連れん絡らくするときは他の参加者たちとも顔を合わせているだろう。君と会える日を楽しみにしているよ』

「………？　決着？」

　首を傾げるラミアだったが、其そ処こでジェームズとの通話が切れる。

　黒電話を睨にらみつけたラミアは大きなため息を吐ついた。

「切れちゃった………仕方ないわね。とりあえず飛鳥の周りに取り入るところから始めましょう」

　憂ゆう鬱うつだ、と肩かたを落とす。

　天叢雲剣を扱あつかえるのが飛鳥しかいない以上、万が一にも死なれるような事態は絶対に回避しなければならない。彼女の身の安全は最重要事項だ。

　だが、必要以上に馴なれ合うのは好ましいことではない。

　何せ相手は只ただの人類種。

　この太陽主権戦争が終わったら───最後には、殺し合う相手なのだから。




　　　　＊




　夜風が集落を吹ふき抜ぬけていく。

　十六夜いざよいたちが居ぬ間を狙ねらって集落に現れた男───ジェームズと呼ばれた紳士風の男は、メシャムパイプの灰を落としてとある小屋の前に立つ。

　黒いトレンチコートを靡なびかせて扉とびらを開いたジェームズは寝しん台だいの上で胡坐あぐらを搔かいている巨きよ漢かんの男に笑いかけた。

「おや。起きていたのかい、ヘラクレス」

「………失礼な奴やつだ。初対面でそのように話しかけられる謂いわれは無いはずだが？」

　ヘラクレスは包帯を毟むしり取りながらジェームズを睨む。

　クリシュナに操あやつられて暴走していた彼は、B.D.Aを初めて起動させた十六夜に倒たおされることで事なきを得た。ヘラクレスは主しゆ催さい者しや側から送り込まれた進行役でもあり、このアトランティス大陸の鍵を握にぎる重要人物でもある。

　だがジェームズは慇いん懃ぎんに笑いながらパイプを大きく吸い込み、困り顔で笑いながら首を横に振ふった。

「すまないね。友人からもよく〝君は初対面の人間に対して距きよ離りが近い。もう少し礼節を学ぶべきだ〟と諭さとされてはいたのだが………」

「実に的確な助言だ。すぐに実じつ践せんするべきだな」

　軽口に皮肉で応こたえるヘラクレス。

　ジェームズは肩を竦すくめた。

「世間話はここまでにしよう。私は〝ウロボロス〟の専属ゲームメイカー。皆みなからはジェームズと呼ばれている」

「………っ[image: !!?]」

「おっと、荒あら事ごとは後にしてくれ。ゲームが始まった以上、君は公平な進行役でなければならないはずだ。違ちがうかい？」

「断る」

「ふふ、話が嚙かみ合わないな」

　困ったものだと首を横に振るジェームズ。ヘラクレスは経験上、この類たぐいの男の言葉に耳を傾かたむけてはいけないことを知っている。

　口を開けば霧きりか毒しか吐かない類の人間だ。先ずは口と手を封ふうじることが先決だと直感したヘラクレスだったが、ジェームズの動きの方が早かった。

「では切り口を変えよう。私は今回の舞ぶ台たいで、既に勝利条件を満たしている」

「………なっ……[image: !!?]」

　ヘラクレスの動きが驚きよう愕がくと共に止まる。

　勝利条件を満たしているということは、ギリシャ神話の根幹ともいえる〝大父神宣言〟の謎を解き明かしたということになる。

　ジェームズは透すかさず三枚の羊皮紙を取り出してヘラクレスの眼前に突つき出した。鼻先に突き付けられたその羊皮紙には主権戦争の印が確かに押されていた。

「〝ヘラクレスの石碑ステラ〟に最も早く到とう達たつした我われ々われは、残る幾いくつかの石碑について先行情報を得られた。まあ得られた情報は三つだけだったが、私にはその情報だけで十分すぎたよ」

「な………馬ば鹿かな!?　まだ二日目が終わったばかりなのだぞ!?　それにその情報だけで〝大父神宣言〟の謎に到達するなどほぼ不可能だ！」

「おや、寝ね起おきにしてはよくわかってるじゃないか。君の言う通りゲームは既に二日目が終わって、ほぼ不可能な謎を私は解いた。何も矛む盾じゆんはないだろう？」

　涼すずやかな笑えみでヘラクレスの恫どう喝かつを受け流すジェームズ。

　推理不可能なものでなければ、必ず解答に辿たどり着いて見せる。彼は己おのれの能力を過信するわけでもなく柔やわらかな笑みで宣言する。

　彼は一枚目の羊皮紙を指でなぞり、

「まあ、私はこの第一記述で全体像が見えていたがね。えーと、この羊皮紙だ。

[image: ]




　───記述①〝大父神宣言の前提として、父神ゼウスの第一子はペルセウスとする〟

　───記述②〝現在の半神半人の定義は大父神宣言によって作られたものである〟

　───記述③〝ヘラクレスは前提条件下に於おいて存在確率が一〇〇％である〟




　───私が得た情報はこの三つ。これらのヒントを得てペルセウスの物語を今一度読み直し、歴史的背景を読み解いていけば、続く第二第三の謎は簡単に読み解くことが可能だ。………そう。この大父神宣言の謎はヘラクレスだけでなく、ゼウスが人類との間に作った第一子・ペルセウスという英えい雄ゆうの謎を解き明かさねば見えてこないものだったよ」

「───……」

「だが当然だな。〝大父神の謎〟を解く以上、この謎はギリシャ神話全体の始まりの奇き跡せき、大父神ゼウスの大いなる愛を理解しようとしなければ始まらない。そしてその愛を参加者たちが理解せねば、〝ガイアの末ばつ子し〟を倒すことなど到とう底てい不可能だ」

　ヘラクレスはいよいよ以もって驚おどろいた。

　この男は大父神宣言の謎だけでなく、大父神宣言と〝ガイアの末子〟と呼ばれる怪物の因果関係さえ既に理解している。

「ヘラクレス。私が勝利宣言をしないのは、ゼウスの愛を理解しているが故の行動だよ。私が謎を解き、勝利宣言するだけでは、ゲームは終わらない。本当の意味でアトランティス大陸の伝説を終わらせる為には、全すべての参加者がアトランティス大陸の謎を───そして、主権戦争の裏側にある本当のゲームを理解せねばならない」

　その為にジェームズは危険を承知でヘラクレスの許もとに足を運んだ。戦えば百万回は殺されても仕方がない戦力差がある相手の許に、彼は単身で乗り込んできた。

　全てはアトランティス大陸のゲームを完全な形でクリアするという目的の為だけに。

「昨日のクリシュナの件については謝罪しよう。彼は創始者を名乗っていたが、本来はその代行者でしかない。方針は全て私に一任されている。今は私を信じてくれないか？」

「………。一つ、条件がある」

　ヘラクレスは眼光を緩ゆるめない。だが交こう渉しようする価値は感じたのだろう。

　ジェームズはメシャムパイプに新たな火を入れて頷うなずく。

「聞こう。どんな条件かな？」

「貴様の案に乗ってやる代わりに、オルフェウス夫人を解放しろ。それが吞のめるのなら一度だけ話を聞いてやる」

「わかった。君が完かん遂すいしてくれたら必ず解放しよう」

「駄だ目めだ。今この場で解放しろ。そうでなければ俺は動かん」

　譲じよう歩ほする余地を全く見せないヘラクレスに、ジェームズは酷ひどく傷ついた顔をした。

　見せられるだけの情報と誠意は全て提示したというのにこの仕打ちは酷い、とでも言いたいのだろう。

　だがヘラクレスは微み塵じんも油断する気配を見せないままジェームズを睨み、

「貴様の言い分は理解した。勝利条件を満たしたというのも、謝罪するというのも、噓ではないだろう。アトランティス大陸のゲームを決着に導きたいと願っているのも間違いなく真実だ」

「では何が不満なんだい？　傍はたから見てると君は横暴で我が儘ままなだけの男だぞ。私は君に十分な配はい慮りよをしているつもりだ。これ以上は温おん厚こうな私でも不快に感じてしまうな。良かったら私を信じられない理由を教えてくれないか？」

　困った様に眉まゆを顰ひそめるジェームズ。

　先に情報を開示したり〝ウロボロス〟の状じよう況きようを伝えたりするなど、傍目には彼は最大限の譲歩をしているように見えるだろう。

　それにヘラクレスの目的とジェームズの目的がそう大きく違たがえるとは思えない。

　此これだけの誠意を見せられても尚なお、ヘラクレスが譲ゆずらないのは───

「ジェームズ」

「うん？」

「貴様の口は臭い。故ゆえに、俺が貴様を信用することは無い」




　───……。

　─────………。

　───────………。




「─────────────────………………………………、」

　キョトン………と。

　比ひ喩ゆ表現ではあるのだろうが他に言い方がいくらでもあったはずだ。ワザワザ臭くさいという言葉を選んだのは魂たましいの根底から信じられないという強い拒きよ絶ぜつがあるのだろう。

　本当に擬ぎ態たい語ごが聞こえてきそうな素すの顔を見せて、黙だまり込んだ後。

　我に返ったジェームズは、腰こしをくの字に曲げて腹の底から呵か々か大たい笑しようした。

「はっ───はは、そうか！　私の言葉が臭うか!!　なるほど、それは仕方がないな！　胡う散さん臭くさいと疑われても仕方がない!!」

「全くだ。貴様の口は臭い。俺が永い人生で会ってきた今までの誰だれより悪あく臭しゆうがしている。発する言葉が、綴つづられる誠意が、語られる真実が、その全てが腐ふ臭しゆうを放っている」

　そして何より───最初の笑顔が極きわめつけに気に入らなかった。

　弱者を装う為ための笑顔の中に、清せい涼りようさと鼻につかない程度のささやかな我を込めた鋭するどさ。多くの人間を虜とりこにしかねない魅み力りよく的な笑顔だと多くの人間は思うだろう。

　ジェームズの口から語られる考察の中に鏤ちりばめられた誠実そうな文字の羅ら列れつ。

　………その全てが、この男を敵視しないように仕向けられている。

　普ふ段だんのヘラクレスならその誠意に応えようとするのだろうが、この完かん璧ぺきな感情の操作こそ危険だとヘラクレスの魂が警笛を鳴らしている。

「俺にはわかる。貴様の言葉には何か抜けがある。しかし俺には理論を構築する力がない。故に俺は俺のルールに従うことにした。………俺からの譲歩は無い。そしてオルフェウス夫人を解放しないのなら、今ここで貴様を殺す」

　否いな、本当は今すぐ殺すべきだ。少なくともヘラクレスの直感がそう訴うつたえている。

　しかしそれではオルフェウス夫人がどの様な目に遭あうかわからない。最低でもこの男の四し肢しを折って身動きを取れない様にしてから人ひと質じち交こう換かんに使うのがいいかもしれない。

　ヘラクレスは何時いつでも取り押さえられるように胡坐あぐらを搔かきながらも前ぜん傾けい姿勢を取る。

　だがジェームズはそれどころではない。よほどヘラクレスの物言いが可笑おかしかったのか、必死に痙けい攣れんする身体からだを起こして、漸ようやくヘラクレスに視線を合わせた。

「いや………手て強ごわいな、ギリシャ最強」

「───……」

「いいだろう。君に動いてもらわねば困るのは私の方なのでね。何の対価も無しにヘラクレスを動かそうと考えた私が甘かったようだ」

　瞳ひとみと瞳がかち合う。

　確かに謝罪はした。

　ゲームの情報も開示した。

〝ウロボロス〟に於ける自身の地位も教えた。

　しかし此れらは全て、参加者ではないヘラクレスに教えても懐が痛まない情報だ。

　何の対価も払はらわずに感情の動きと演技だけでヘラクレスを動かそうと画策したのだが、如何どうやら当てが外れたらしい。人心を摑つかめないまま理由なき拒絶をされたのは、ジェームズにとっても随ずい分ぶん久しぶりのことだった。

　今までとは全く違ちがう笑みを浮うかべるジェームズの眼光に、ヘラクレスは先ほどとは全く違う邪じや悪あくな色を見た。

「………邪よこしまな笑えみだ。ただの悪ではない。邪なる悪の笑みだ。それが貴様の本ほん性しようか」

「ふふ………かつて友に全く同じ指し摘てきをされたことを思い出してね。アレは確か捕ほ鯨げい船の上で出会った時のことだ。彼にも〝お前の言葉は鯨くじらの脳のう髄ずいより臭い〟って言われたよ」

「素す晴ばらしい友人だな。貴様を矯きよう正せいできなかったことを草葉の陰かげからさぞ嘆なげいているに違いない」

「そうかもしれないね」

　羊皮紙を取り出し、羽根ペンでサインをする。

　如何やらオルフェウス夫人を解放するための契約書類ギアスロールらしい。

　奔はしる筆が軽かろやかなのはかつての友人を思い出していたからかもしれない。

　………しかしまさか口が臭いと言われて喜ぶ人間がいるとは思わなかったと、ヘラクレスは世界の広さをしみじみと感じていた。

「さて、最後の妥だ協きよう案だ。少なくともアトランティス大陸が舞ぶ台たいの間、オルフェウスには我われ々われに協力してもらう。その条件でよければ夫人を今すぐ解放しよう」

　最終案を受けたヘラクレスは暫しばし逡しゆん巡じゆんしたがこれ以上の案は恐おそらく出てこないだろう。ヘラクレスが重々しく頷くと、ジェームズは邪悪な笑みを浮かべて人差し指を立てる。

「何、そんなに難しいことじゃない。先まずは君の本来の役目に戻もどって欲しい。そして進行役に戻れば君が預けていた太陽主権も返ってくるはずだ」

「………ふん。急に素直になったな。如何やら貴様らにとって白びやく夜や王おうに太陽主権を預けているのは都合が悪いらしい」

「そんなことは無い。ゲームを正常な流れに戻したいだけさ」

　涼しい顔で受け流すジェームズ。

「そして進行役の証あかしである太陽主権を手に入れたら、とあるコミュニティと共にオレイカルコス鉱山マインへ向かって欲しい。君の眼鏡に適かなう優ゆう秀しゆうで聡そう明めいな少年がいる。何せ偏へん屈くつ者で知られているギルガメシュ老が二年間かけて育てた逸いつ材ざいだからね」

「………。コミュニティの名は？」

　邪悪な笑みがヘラクレスを捉とらえる。

　ジェームズはギフトカードを取り出して彼らの名を告げる。




「彼らの名は〝アヴァターラ〟。我ら〝ウロボロス〟の掌てのひらで踊おどる、愚おろかしくも愛らしい少年少女たちさ」
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　───幻げん想そう大陸アトランティス三日目。

　　　　南の山さん岳がく地帯・オレイカルコス鉱山マイン。






　陽ひの光が頂まで登り切った頃ころ。

　司祭補ほ佐さのララァに連れられた久く遠どう飛鳥あすかと春日部かすかべ耀ようたち一行は、固く閉とざされた門の前に集まっていた。周囲には他ほかの参加者プレイヤーもいる。

　如何やら彼らも原住民に頼たのみ込まれて集まってきたらしい。

　青いターバンを巻いて腰かける青年や、近代風のカジュアルな服に身を包む黒くろ髪かみの女性や、二本の槍やりを手元に置いて昼ひる寝ねをしている少年。

　その他にも二〇名近い参加者たちが集まっている。

　久遠飛鳥と春日部耀は周囲を見み渡わたすと、他の参加者たちを値ね踏ぶみし始めた。

「ふぅん………太陽主権戦争の本戦って、意外に人数がいるのね」

「参加者の実力が低くても出資者スポンサーが実力者の場合もある。どうしても参加させたい人を出資者が持ってるシード枠わくに押し込んだりね」

「じゃあ伝承に残ってるような怪かい物ぶつや英えい雄ゆう以外も沢たく山さん参加しているということ？」

「それを言ったら私たちだって凄すごい伝承があるわけじゃないよ。太陽に関係性を持っているというのは予選を有利にすることはあっても、本戦ではそこまでアドバンテージがあるわけじゃない」

　春日部耀の後ろに立つ上うえ杉すぎ女じよ史しは軽く事情を説明する。

「優勝の可能性を感じた無名新人を敢あえてシード枠に押し込んだのは、本命が予選で落ちることはないという出資者側の信しん頼らいの証でもある。少しでも枠を勝ち取り自じ陣じんを有利に進めようという出資者たちの思おも惑わくがあるというわけだ」

「ああ、そういうことなのね。じゃあ本命と本命がぶつかり合ってウッカリ予選落ち、なんていう事故もあるんじゃないかしら？」

「勿もち論ろんだ。太陽伝承に纏まつわる大おお御ご所しよがゴッソリ予選落ちしてあたふたしている出資者は少なくない。だが予選すら通過できない連中が主権戦争を勝ち抜ぬこうなどとは笑わせる話だと思わないか？」

　神しん魔まの遊ゆう戯ぎは命がけの戦いだ。

　どのような理由があったとしても予選すら通過できない者たちは何時か何処どこかで敗れる宿命にあったのだろう。

「逆にそういう本命を蹴け散ちらして上がってくる者もいる。全くの無名でも油断はできない。気を引き締しめてかからないと痛い目を見るぞ」

「ふふ、わかっているわ。あの上杉謙けん信しん公と共に戦える機会を得られたのだもの。私も同じ国の人間として負けていられないわ。───ところで………」

　飛鳥はそっと後ろを振ふり返る。

　金髪の少女───久く藤どう彩あや鳥とを見た飛鳥は、少し声のトーンを下げた。

「あの子、ずっと気まずそうな顔でそっぽ向いてるけれど。何か機き嫌げんが悪くなるようなことした？」

「そ、そういうわけじゃないと思うよ。きっとお腹なかが減って機嫌が悪いだけだよ」

「あらそうなのね。じゃあ話を聞いたらお弁当にしましょうか」

　耀の際きわどいフォローを素直に受け止める飛鳥。

　険しい顔をしている彩鳥の心情は穏おだやかなものではなかった。今までにないくらい緊きん迫ぱくした状じよう況きようだと言っても過言ではないだろう。

　久藤彩鳥───彼女の前世は、久遠飛鳥の双ふた子ごの姉し妹まいだった。

　女王〝クイーン・ハロウィン〟は死産した赤子の魂を箱庭から拾い上げ、女王騎き士しとして仕えさせていた。

　しかし女王騎士として飛鳥と戦った久遠彩鳥という少女は既すでにこの世にはいない。

　二人の姉妹はお互たがいに命を懸かけて戦い、そして彩鳥はその結果と死を受け入れた。

　だから転生した元姉妹とはいえ、二人の関係はそこで終わっているはずなのだ。

　新たな生を得た以上、変に気負う必要すらない。

　昔のことは気にせずお互いに今の人生を謳おう歌かして行きましょう！………の一言で決着がつく話ではあるのだが。

（………今いま更さら名乗り合って何になるというのです。私には私の仲間がいて、彼女には彼女の仲間がいる。両親だって違う）

　そんな状況で、私に如何しろと言うのですか！　と叫さけびたい気持ちを必死に抑おさえ込む。そも断腸の思いで自分が斬きり捨てた姉妹が何食わぬ顔で次の人生を謳歌しているなど、気まずいにもほどがある。

　肉親を斬り捨てるというのは生半可な痛みではない。

　この二年間、飛鳥も多く悩なやんだはずだ。

　その悩みが全く見当違いのものだったとうち明けられては、お互いに気まずい雰ふん囲い気きが流れるに決まっている。

　久藤彩鳥の正体を隠かくしたまま最低限の付き合いで済ませるのが二人の為ためなのだ。

　………なのに飛鳥はクルリとスカートを靡なびかせて身体からだごと振り返り、

「ねえ、金髪の貴女あなた」

「え!?　あ、ハイ、なんでしょうか!?」

「そんなに驚おどろかなくてもいいじゃない。そろそろ名前を聞いておきたいだけよ」

「な………名前、ですか」

「ええ。鈴すず華かさんからは彩あやちゃんって呼ばれていたわね。それが名前？」

　笑顔で最難関の問いを投げてくる。しかも鈴華の呼び方を聞いているなら誤ご魔ま化かすのも不可能だ。

　悪戯いたずら好きの運命の神様はこの質問に対して彩鳥にどうしろというのだ。

　………本当に、どうしろというのですかっ！

「………？　どうしたの？　名前を言えない理由でも？」

「そ、そういうわけではないのですが。いえもしかしたら名前を言えない理由が微び粒りゆう子しレベルで存在するやもしれないこともないかもしれません？」

「あらまあ？　随分と壮そう大だいな悩みなのかしら？」

　パニックになった彩鳥と、釣つられて疑ぎ問もん符ふを並べる飛鳥。

　大だい惨さん事じ一歩手前の状況を見かねた春日部耀が、二人の間に割って入った。

「あ～………あのね、飛鳥。ちょっといい？」

「何かしら？」

「その子、ちょっと複雑な事情を抱かかえていてね。簡単には名前が明かせないみたいなの。聞くならそれなりに覚かく悟ごして聞かないとダメっぽい」

「そ、そうなの？　名前を聞くのに覚悟が必要なの？」

「超ちよう必要。場合によっては心臓が口から飛び出るかもしれないくらい覚悟がいる」

（か、春日部さん、ナイスフォロー………！）

　この瞬しゆん間かん、彩鳥には彼女が天使に見えた。

　耀には事情を話していないが、彩鳥の戦い方や名前を見れば誰だれだって事情を察することは出来ただろう。

　困っている彩鳥を助けに入ってくれるとは流石さすがは〝階層支配者フロアマスター〟。

　暫しばらく会わない間に随ずい分ぶんと立派になったものだと密ひそかに感動してしまう。今の彼女を見れば草葉の陰かげで見守っているジャックもさぞかし喜んで、

「だから覚悟して聞いてね、飛鳥。

　───この子、久藤彩鳥さんって名前なの」




　その場が瞬時に凍こおった。




　彩鳥は髪かみの毛を真っ白にして硬こう化かしている。

　………いや確かに覚悟しろとは言っていたが、そういう事ではないだろう。普ふ通つうなら。

　急転直下、天国から地じ獄ごくとは正にこのこと。

　まさかこんな形で知られるとは思ってもみなかったに違ちがいない。

　飛鳥は耀の言葉の意味を理解できないまま、大量のクエスチョンマークを浮うかべて問い直す。

「………はい？」

「この子の名前、久藤彩鳥さんっていうの。フェイスレスさんの本名と同じ。でも同じ名前なだけで全くの別人だから、気にしないで上げて欲しい」

（そ、その擁よう護ごは無理があります春日部さん[image: !!!]）

　飛鳥の後ろで必死にジェスチャーで訴うつたえかける彩鳥。

　名前が全く同じという時点で何らかの関係性があるのは丸分かりである。

　そこはせめて偽ぎ名めいを使うとか、他にも色々とやりようはあったはずなのだが、時既に遅おそし。彩鳥は必死に誤魔化すための噓うそを考える。

　そう例えば───自分は女王騎士とは無関係で、箱庭には事故による召しよう喚かんで来てしまったとか如何いかがなものだろう？

「………此方こちらの彩鳥さんが私と無関係なら、如何どうして箱庭に召喚されたの？」

「〝クイーン・ハロウィン〟の関係者だから、無理やり召喚されたんだって」

（春日部さあああああああん[image: !!!]）

　彩鳥は泣きそうになった。如何してこうも的確に逃にげ道を潰つぶしていくのか。

　なんかもうどうやって取り繕つくろえばいいのかわからないまま、彩鳥はよくわからないジェスチャーで今の状況を伝えようと必死にじたばたしている。

　耀はやっと慌あわてている彩鳥に気が付き、右手をコッソリ挙げた。

（………ブイ！）

（いえ全ッ然フォローになってませんから！　むしろ状況がカオスになってますから[image: !!!]）

　得意げな笑え顔がおを向ける耀に、人生最大のツッコミを入れる彩鳥。今のフォローでどうしてそこまで得意げになれるのか全く理解できなかった。
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　善意でやったことは間違いないのだろうが、飛鳥と彩鳥の混乱は想像を絶していた。

　飛鳥はまだ彩鳥が何者なのかを把は握あくできていないまま頭の上にクエスチョンマークを大量生産し、彩鳥は如何していいのかわからないまま赤面してあたふたしている。

　今まで傍ぼう観かんしていた上杉女史も流石に見ていられなくなったのか、三人の間に割って入るように手を挙げた。

「横から済まない。どうやら春日部の説明は肝かん心じんな部分が抜けているようだ。───飛鳥は二年前、亡なくなった妹がどうなったと聞いている？」

「………女王の手て駒ごまとして外界に送り込まれたと聞いたわ」

「そう。それが彼女だ。つまり同どう姓せい同名の完全なる別人として異世界に転生したわけだ。西さい郷ごう焰ほむらを自分の手駒にして世界の趨すう勢せいに己おのれが関かん与よできるようにな」

　飛鳥と彩鳥は二年前のやり取りを共に思い出す。

〝人格を剝はいだ転生〟を行うと彼女は言っていた。

「ええ………そういえば、確かにそんなことを言っていたわ。じゃあこの彩鳥さんには、フェイスレスとして戦っていた頃ころの記き憶おくが存在していないの？」

「それは………ん、」

　………チラッ、と彩鳥を見る。

　全力のバツマークを作りながら半泣きで訴える彩鳥を見て、上杉女史はため息交じりに首を横に振る。

「箱庭の記憶は無いらしい。彩鳥に残っているのは前世の武技だけだそうだ」

「………そう。なら私たちと共に魔王と戦ったあの女王騎士は、もう何処の世界にも存在していないのね」

　辛つらそうに視線を下げる飛鳥。

　彩鳥は少しだけ申し訳なくなった。

　肉親を殺したというだけでも悔かい恨こんが残ったというのに、その傷に塩を塗ぬるような行こう為いをしてしまった。

　しかし今の彩鳥には如何しても久遠飛鳥と家族ごっこをする気になれないのだ。

　今の自分───久藤彩鳥にも、腹を痛めて産んでくれた母がいる。

　何不自由なく育ててくれた父がいる。

　彩鳥は、今の両親を愛している。

　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの研究を推おし進めているのは女王の命令だからというだけではない。

　一族全体の夢と悲願がかけられたこのプロジェクトを成功させたいと思っている。

　そんな最愛の父母を差し置いて前世の縁えんを深めてしまうのは、父母に対しても、飛鳥に対しても、不義理な気がしたのだ。

（それでも………やはり、言うべきことは言っておくべきなのかもしれない）

　グッと握にぎり拳こぶしを作って顔を上げる。

　初めて真っ直すぐ飛鳥を見た彩鳥は、呼びにくそうに名前を呼んだ。

「飛鳥さん………と、お呼びしていいでしょうか？」

「は、はい」

「では飛鳥さん。私は私の前世がどのような人物だったのかを知っています。その出自も、その結末についても」

　飛鳥の表情が強こわ張ばる。自分の前世を殺した相手と相対するなど、本来なら正気の沙さ汰たではない。どんな恨うらみ言を言われるかと身構えるのは当然の反応だろう。

　彩鳥は切り口を間違えたことを後悔しつつ、それでもゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「ですが彼女………女王騎き士しフェイスレスは、貴女との決着に納なつ得とくしていました。自分に機会をくれた女王にも、そして鍛きたえてくれた剣けんの師にも、心から感謝しています。だから貴女が気負う必要もありませんし、私に気を遣つかう必要もありません。新顔が一人増えたな、という程度の認にん識しきで問題ないかと思われます」

　一度覚悟さえ決めてしまえば、あとは自分でも意外なほどに素す直なおな言葉が紡がれた。きっと今口にしている言葉が彼女の本当の気持ちだからだろう。

　神々の箱庭で偶ぐう然ぜんにも拾った人生。

　そこで関かかわった全すべてが彼女にとって得え難がたい経験だったのだから。

「でも………新しい人生にも、女王からの使命が付きまとうのでしょう？」

「人生の指針があっていいじゃないですか。使命の見返りというわけではありませんが、裕ゆう福ふくな家に恵めぐまれて私は楽しいですよ？」

　彩鳥が笑みを見せると、飛鳥は少しだけ驚いた。

　何時いつも仮面で素顔を覆おおっていた女王騎士フェイスレスは、飛鳥に笑顔を見せたことが一度もなかった。どんな時も張り詰つめた弦げんのように厳格な雰囲気を漂ただよわせていた彼女は、笑みを浮かべるだけの余よ裕ゆうもなかったのだろう。

　けどもしかしたら………あの仮面の下でも、こんな風に笑ったことがあったのかもしれない。

「………ありがとう。彩鳥さんは優やさしいのね」

「い、いえ。一いつ般ぱん的なことしか言えず申し訳ありません」

「あらあら、随分と硬かたい受け答えね。せっかくなんだから後で色々と話を聞きたいわ。構わないかしら？」

「え………ええ。少しだけでしたら」

　想定していない展開だったが、こうなってしまった以上は仕方がない。

　なんだかんだあったものの彩鳥の事情は説明できた。

　久遠飛鳥と久藤彩鳥はお互たがいに新しい関係性を築いていけることだろう。それは彩鳥が思っていたよりもずっと楽しいことかもしれない。

　己の身分を説明できた以上、あとはもう何も怖こわいものなんて───

「………なあ、彩鳥。本当に良かったのか？」

「は？」

　上杉女史の突とつ然ぜんの質問に疑問符を浮かべて返す。

　彼女は腰こしに手を当てて不安そうな顔をする。

「お前の事情を知ってもらえたのは喜ばしいことだと思う。秘密を隠かくし通して生きていくというのが大変なのは、私も身を以もって経験したしな。………しかしお前たち二人がこれから付き合っていく上で、〝前世の記憶がない〟という設定は必要だったのか？　二人の仲に余計な地じ雷らいを増やしただけではないのか？」

　ハッ───と冷静に戻もどる。

　言われてみればその通りだ。

　ここまで彩鳥の事情を説明した以上、ワザワザ記憶の継けい承しようを隠す必要性はゼロである。むしろ飛鳥を安心させる意味でも本当のことを打ち明けたほうがよかったのでは。

「一生の恥はじ、という言葉もあってな。お前の羞しゆう恥ちが、良からぬ状じよう況きようを招くかもしれない。………本当の事を話すなら、今のうちじゃないか？」

「っ………馬ば鹿かなこと言わないで下さい………！」

　あんな思いを口にした後で「ごめんなさい、実は前世の記憶が丸々残ってるの。私が貴女あなたを助けてあげた回数やシチュエーションもまるっと覚えているのよ☆」なんて、恥はずかしくて言えるはずがない。

　比ひ喩ゆではなく恥ずかしくて死んでしまう。

「お前が大だい丈じよう夫ぶだというなら私はいいけどな。あとでもっと恥ずかしい思いをしても知らないぞ」

「だ、大丈夫ですから！　どうせ太陽主権戦争が終わるまでの付き合いです！　何とか乗り切って見せますとも！」

　冷や汗あせを搔かきながらも力強く拳を握る。

　どう考えても最悪の事態に転がりつつあるのだが、本人がそう言うのなら止めることは出来ない。

　上杉女史はため息交じりに首を横に振ふるものの、それ以上の言げん及きゆうは避さけることにした。




　　　　＊




「大変長らくお待たせした。それでは、我われ々われからの依い頼らい内容についてご説明させてもらおうと思う」

　司祭補ほ佐さのララァが参加者たちの視線を集める。

　如何やらゲームの進行が始まるらしい。

　飛鳥たちも同様に彼女を見た。

「此こ処こに来るまでに、皆みなに会って欲しい人がいるとは伝えたが………先に謝らねばならない。実はそのお方は現在、地下迷めい宮きゆうにはおられない。その方は一昨日おとといとある悪漢に襲おそわれ、姿を見せることが出来なくなってしまった。本来ならその方と共に最下層の怪かい物ぶつの討とう伐ばつを依頼したかったのだが………」

　ザワ、とその場が騒そう然ぜんとなる。

　飛鳥たちも予想外のことだったが、この流れが初めからゲーム進行の中に組み込まれているものという可能性も否定できない。

　もう少し様子を見てみるべきかと誰だれもが思う中、参加者の一人───現代風のカジュアルな恰かつ好こうをした女性が察したように問いかける。

「その説明じゃわからないわ。もう少し詳くわしく説明願いたいものね。そもそも誰と会わせたかったの？」

「残念だがそれは言えない。あの方は主しゆ催さい者しやたちの呼び寄せたゲストだから私の口からは何も。……しかし、それでは不義理だな。私の立場で答えられる質問には答えよう」

　質問を受け付けるということは、ゲーム攻こう略りやくの鍵かぎを得られる機会でもある。

　参加者たちが顔を見合わせて如何どうするべきかを話し始める中、カジュアルな服の女性は間を置かずに続ける。

「それじゃ簡単な質問なんだけど。そもそも貴女が会わせたかった人は生きてるの？」

「勿もち論ろんだ。襲われたのは主権戦争の直前から初日の夜ということだ」

「ふぅん。じゃあ初日の夜に戦せん闘とうをしていたのは、貴女が会わせたかった人物ってことか。………かなりの実力者ね。あの夜の戦闘はアトランティス大陸中に響ひびき渡わたってたもの」

　カジュアルな服の女性は一いつ拍ぱく置いて考えこむ。

　初日の夜ということは殺人種と戦っていた時のことではなく、クリシュナを名乗る少年が十六夜いざよいと相対した夜の事だろう。

　あの夜に怪け我がをして動けなくなった人物となると限られてくる。

「大陸中を駆かけ巡めぐったあの戦闘音。アトランティス大陸に呼び出された謎なぞの実力者。そして怪物の討伐依頼に古き英えい雄ゆうね。………あ～大方の目星が付いちゃったな私」

　女性の言葉に参加者たちが耳を傾かたむける。

　当人はやや面めん倒どうくさそうな仕草だったが、周囲の期待感を感じ取ってしまったらしく、黒い髪かみを靡なびかせて告げた。

「ララァ。貴女が会わせたかった人って───ギリシャ神群最強と名高い勇士、ヘラクレスじゃない？」

「な………[image: !!?]」

　今度は先ほどにも増して場が騒然となった。

　ギリシャ神群最強のヘラクレスと云いえば押しも押されもせぬ最強の戦士の一角である。ことによってはヨーロッパ圏けんで最強と称しようされてもおかしくはない相手だ。

　それが何者かによって襲しゆう撃げきされただけでなく、先導役を務めることが出来ないほどの怪我を負ったというのか。

「それは………その、」

「あ～ＯＫＯＫ、答えなくていいわ。その反応で十分です。………けどマジか～。ヘラクレスと正面から戦える奴やつなんてヴィーザルかうちの最強戦力くらいだと思ってたのにな。誰が倒たおしたんだろ」

　チラ、と女性は周囲を見回す。一いつ瞬しゆんだけ飛鳥たちと目が合った気がしたが、女性は気にも留めずララァに視線を戻す。

「仮にヘラクレスが先導役としてこの地下迷宮で待っている予定だったとして。その怪物は本来ならヘラクレスと協力して倒す筈はずだった相手なんでしょ？　どんな超ちよう獣じゆうか知らないけど、それに私たちだけで挑いどめっていうのは酷こくな話じゃない？」

「………っ」

「ああごめんごめん、答えられないよね。なら質問を変えるわ。そんな超獣が居ることが前提なわけだけど、既すでに結構な人数が腰引けてると思うのよ。そんな私たちをやる気にさせてくれるようなスペシャルなご褒ほう美びを提示してくれないかしら？」

　ララァが畏い縮しゆくしていることを察した女性は、場を和なごませるようにウインクをしてゲームの報ほう酬しゆうへと話を切り替かえる。

　表情を緩ゆるめたララァはすぐにその流れに乗った。

「勿論、なんの見返りもないわけではない。この地下迷宮には勝利条件に関係する重大な情報が眠ねむっている」

「なんだ、それなら話が早い。どちらにしても主権戦争攻略のためには、迷宮に入らなきゃいけないってことでＯＫ？」

「ああ。その認にん識しきで問題ない」

　勝利条件の情報が眠っている。その告白に、参加者の中から何人かが鋭するどく瞳ひとみを光らせる。カジュアルな恰好をした女性は指で○まるを作って笑って見せた。

「ＯＫ、なら最後にもう一つ質問。その情報は貴女が会わせたかった人物から得られるもの？　それともこの地下迷宮で得られるもの？」

「それは迷宮に入ればわかるだろう。お前たちが私たちの求める勇者ならばな」

　女性は回答に満足したのか、軽い足取りで後ろに下がっていく。

　二本槍やりの少年と合流した女性は肩かたを竦すくめて囁ささやく。

「喜びなさい、コンラ。貴方が満足できそうな戦士がまだまだ出てきそうよ」

「そう言われて何度も肩かた透すかしを食ってきたんすけどね。今度こそ頼たのみますよ」

　やる気がなさそうに笑う二本槍の少年と、その背中を叩たたいて笑うカジュアルな服の女性。

　如何やら質問するべきことはし終えたようだ。

　一連の話を聞いていた飛鳥と耀は、お互いに目配せした。

「あの人、かなりやり手のゲームメイカーね。あの分だと〝石柱〟と〝石碑〟の謎にも気が付いてる可能性が高いわ」

「うん。警けい戒かいしておいたほうがいいかもしれない。………逆に言うと、この段階で気が付いてない参加者は無視してもいいんじゃないかな。石碑に辿たどり着いたところでどういう意味なのか理解できないだろうし」

　競争相手として警戒すべき者とそうでない者の判別は早いうちからしておいて損はない。この場にいる大半の人間は警戒に値あたいしないと見てもいいだろう。

「となると………やっぱり目下の競争相手は彼女ね」

　飛鳥たち四人は先ほど質問を繰くり返していた女性に視線を向ける。

　破れたジーンズと柄がら物もののＴシャツ、腰から下げている大きなベルト、そして顔の上半分を覆おおい隠すサングラス。何いずれも箱庭では見られない材質でできた衣類や装そう飾しよく品ひんだ。

　明らかに箱庭の外からやってきた異い邦ほう人じんである。

　彩鳥、飛鳥、耀はそれぞれの感想を持ち寄り始めた。

「黒くろ髪かみですが、日本人ではなさそうです。顔立ちは西せい欧おう風に見えるけど、ラテン系でしょうか？」

「まだわからないわ。未来では髪の色なんて簡単に染められるんでしょ？　あの子の衣服、明らかに十六夜君たちと同じ時代のものだわ」

「うん。頭とう髪はつの色で決めつけるのは危険だと思う」

　出身の時代が違ちがえば身を隠す術すべも変わってくる。

　二〇〇〇年代出身だとすればそれこそ恩おん恵けいを使わずとも多種多様な方法で姿を変えることが出来るのだから厄やつ介かいだ。

「他ほかに手がかりらしい物………あ、彼女の衣服に大きく描かかれているのは旗印シンボルかしら？」

　二人の視線が集中する。

　女性のＴシャツには三つの円と王おう冠かん、そして鍵の絵柄が描えがかれていた。

「………。私の時代にはよくあるイラストですね。外界だと意味のない柄をＴシャツに描くことなんて珍めずらしくもないので、無関係の可能性は高いと思いますよ」

　もし彩鳥と同じ年代から召しよう喚かんされたのなら衣類の柄は様々なコンセプトアートが用いられている。神話伝承なんてそれこそ大衆芸術から破は壊かい兵器にまで名前や造形を模も倣ほうされているのだから、一いつ致ちするものがあるとしても参考にならない可能性は大きい。

　しかしこの可能性に対し、上杉女史が疑問を呈ていする。

「果たしてそう簡単に断定してもいいものかな？」

「というと？」

「今回の主権戦争は参加者の背後に出資者がいる。彼らが己おのれの沽こ券けんをかけて参加者を支し援えんしている以上、己と関係の無いコンセプトの柄を許すと思うか？」

　出資者スポンサーと参加者プレイヤーの関係性は外界とそう変わらない。

　参加者に支援を持ち掛かけ、支援を受けた参加者が活かつ躍やくすれば、出資者の名声も上がる。

　なのに他の神話をモチーフにした柄の衣類を着込んでいては出資者が激げき怒どするのは目に見えている。

「古来、戦場で旗印を偽ぎ造ぞうすることはこれ以上ない卑ひ怯きような手段として扱あつかわれてきた。それは箱庭でも同じことだ」

「つまり上杉さんは、彼女の服の柄に何か意味があるというのね？」

「ああ。彩鳥はどうだ？　何処どこかであんな旗印を見たことはないか？」

「え、ええ………見覚えがないわけではないのですが………」

　歯切れが悪くなる。それというのも、彩鳥はあの柄をよく知っていたからだ。

　先ほどは敢あえて〝よくあるイラスト〟と言い方を濁にごしたものの、上杉女史の言及で簡単に言い逃のがれられなくなる。

　王冠と鍵───しかも円形をしているあの独特な王冠を見間違える者など、ヨーロッパ圏では殆ほとんどいないだろう。

　其それほどまでにあの王冠の知名度は高い。

「彩鳥。実を言えば私もあの王冠に見覚えがある。私だけでなく焰や鈴華もわかるだろうし、十六夜なら確実に答えに辿り着く。あの王冠は〝三重冠〟だろう？」

　───〝三重冠〟？　と首を傾かしげる飛鳥と耀。

　聞きなれない言葉に疑問を持つが、そもそも王冠に種類ごとの名前があることを二人は初めて知った。

「どうだ？　此こ処こまで私が言ってもダメか？」

「………。すいません。心当たりがあるのはその通りなのですが、私は半はん端ぱに彼女の情報を口に出来ない」

「そ、そんなに凄すごい女の子なの？」

「彼女自身の出自はわかりません。ですがあの旗印が本当に〝三重冠〟だとしたら、少なくとも彼女の出資者は最上級の一角です。それに何より、彼女の出資者は女王の同盟相手である可能性が極きわめて高いのです」

　予想外の言葉に三人は驚おどろき、そして歯切れの悪い理由を理解した。

　彩鳥は女王騎き士しであり、女王の名めい誉よのために出場している。

　だがそれは西郷焰たちを守りながら進めていることであって、優勝を狙ねらう本命であるかと問われれば首を横に振ふるしかない。

　つまり彼女が女王の本命である可能性がある以上、競争相手である飛鳥や耀に情報を話せない。話したくても、話せないのだ。

「わかった。あの娘むすめについては後にしよう。───そろそろ開始だが、準備はいいか？」

「あ、ちょっと待って！　ララァさんに聞いておきたいことがあるから！」

　小走りでララァに近寄った耀は、片手をあげて問いかけた。

「えっと、ララァさん。もしかして、先行して地下迷めい宮きゆうに潜もぐっているか、或あるいは別の入り口から地下迷宮に入っている人たちがいるんじゃないかな？」

「………さて、どうだろうな。それについて私から説明する権限はない」

　否定も肯こう定ていもしてはいないが半ば答えているようなものだ。

　この場に集まった参加者の格はそこまで高くない。

　有力なゲーム参加者は別々に分けられていると考えたほうがいいかもしれない。実力者とは遭そう遇ぐう戦せんになることを覚かく悟ごしたほうがいい。

「そろそろ時間だ。この迷宮には勝利条件の手がかりが複数ある。どのような手段で迷宮を探たん索さくするのかは各おの々おのの采さい配はいに任せるが………一つだけ、了りよう承しようしておいてほしいことがある」

　人差し指を立てたララァは参加者全員の顔を見つめ、

「ここから先は───死の危険がある。参加者同士の戦いによる死ではない。この地下迷宮の中に眠る怪かい物ぶつが貴方あなたたちを殺すかもしれないという意味だ」

　死ぬかもしれないと注意勧かん告こくをするララァ。

　神しん魔まの遊ゆう戯ぎであるギフトゲームにおいてこのような注意勧告がなされるのは非常に珍しい。死と隣となり合わせの遊戯など箱庭では日常茶さ飯はん事じだからだ。

　にも拘かかわらずそれをするということはよほど危険が付きまとうということである。

「死を賭としても構わないという者だけ足を踏ふみ入れて欲しい。………だが万が一ということもある。命の危険を感じたのなら、状じよう況きようを問わず、東の集落へ来てくれ。必ず力になろう」

　迷宮に続く門が開く。誰だれも先を急ごうとはしなかった。

　用心深く相談し始めるグループや準備を再確認するグループが多い中、飛鳥たちは迷宮の入り口に立つ。

「躊躇ためらう理由はないわね。誰より早く攻こう略りやくして見せるわ！」

「石碑が複数あるなら手分けして探したほうがいいよね」

「人海戦術もいいが、方針も大事だぞ。目的が地下の御ご仁じんなら〝石碑を探す者〟と〝地下を目指す者〟の二組が必要になる」

「………何だかＲＰＧゲームみたいですね」

　は？　と疑ぎ問もん符ふを浮うかべる飛鳥と上杉女史。

　恥はずかしそうに一歩下がる彩鳥。

　だが耀だけは何が言いたかったかを即そく座ざに察した。

「ああ、言われてみればそうだね。ダンジョンらしいダンジョンに挑いどむなんて古典的ゲームはやったことなかったけど、彩鳥さんの時代にはあるの？」

「古典的かどうかはわかりませんが、先せん輩ぱいたちが好きなゲームのジャンルだと思います。むしろ春日部さんがＲＰＧゲームを知っていたことに驚きです」

「そう？　私はそこそこゲームもしてたよ。信長の展望とか、三さん国ごく奔ほん走そうとか、セブンスコスモラウンドナイツシリーズとか、ジャンルは偏かたよってるけど」

　意外な趣しゆ味みに彩鳥は瞳を瞬またたかせる。耀はもっとアウトドアな趣味を持っていると思っていたからだ。

　動き回る活発なものでなくとも、紅葉を見たり、湖の畔ほとりを散歩するなどなど。

「春日部さんって意外に多趣味よね。料理もびっくりするくらい上手なのよ」

「そ、そうなんですか？」

「齧かじった程度だよ。それに〝ノーネーム〟所属の主力陣じんはみんな料理得意だもの。私の料理のレベルなんてみんなとそんなに変わらないんじゃないかな」

　おお………と、感心したような声を上げる彩鳥。それは初耳だった。

　彼女の言うように〝ノーネーム〟の侍じ女じよ頭や使用人たちの給きゆう仕じ能力は極めて高い。其そ処こに並ぶとなるとかなりの腕うで前まえだ。

「意外な真実です。もし機会があればその腕前のほどを確かめてみたいものです」

「別にいいけど、その時は私もご馳ち走そうしてもらうよ？」

「望むところです。こう見えて家庭科の必修科目は全すべて満点を取っています。披ひ露ろうする場がなくて口惜くやしいと思っていたところでした」

「おお、それは期待。じゃあアトランティス大陸を攻略したらみんなで立食パーティーをするのもいいね」

　珍しく女性らしいトークで盛り上がる耀と彩鳥。

　その二人を口惜しそうに見る飛鳥。

　上杉女史は笑って地下迷宮を指さし、

「楽しそうなところ申し訳ないが、そろそろ進むとしよう。探索は２：２でわけるか？」

「ううん、それじゃ速さが足りないと思う。石碑の探索は三人に任せるから、私は先に地下へ行くよ」

　この申し出には飛鳥たちも慌あわてた。

「か、春日部さん。それはちょっと無理があると思うわ」

「何より一人だけというのは危険すぎる。単独行動は控ひかえるべきだ」

「大だい丈じよう夫ぶ、一人じゃないよ。ほら、昨夜ゆうべ言ったでしょ？　〝階層支配者〟の友達を呼び出せるようにしたって」

　飛鳥は昨夜のやり取りを思い出す。そういえば御み門かど釈とく天てるが全面的に責任を背負ってくれたおかげで、人材を補ほ充じゆうできるということになっていた。

「戦せん闘とうになるようだったら彼女に力を貸してもらうし、彼女の力なら戦いを仕切りなおすことだってできる。未知の敵と戦う時の彼女は凄く頼たのもしい」

　ほう、と興味深そうな声を漏もらす上杉女史。

　敵対対象の情報が少ない状況でも万ばん全ぜんの力を発揮するというのは稀け有うな能力だ。所有する恩恵もそうだが、何よりあらゆる状況に適応する知勇が必要とされる。

　その人物に絶対的な信しん頼らいがなければ知勇を保証するというのは口にできないことだ。

「それに………飛鳥は今、守りの要かなめであるアルマさんが使えない。本当に危険な敵が地下にいた時の対処法が限られてるでしょ？」

「………そうね。それは否定できないわ」

「だから私が先に最下層を見てくる。もし危険そうだったらみんなと合流するし、そうでなくとも無む茶ちやはしないよ」

「そこまで言うなら春日部に任せてみてもいいんじゃないか？　石せき碑ひの探索に時間がかかるのは間ま違ちがいないのだし、大だい胆たんながら堅けん実じつさも感じられる作戦だ」

「………はあ。仕方ないわね」

　飛鳥はギフトカードを取り出す。

　するとカードの中からとんがり帽ぼう子しの精せい霊れいが飛び出てきた。

「メルンの姉し妹まいを一人預けるわ。合流するときに迷ったらこの子を頼たよって。私のところまで案内してくれるわ」

「はい、あんないするよー！」

「ありがとう。飛鳥たちも気を付けてね」

　四人はお互たがいに頷うなずき合って別行動を開始する。

　耀は単身地下に向かい、飛鳥たちは石碑を探し始めることにした。




　　　　＊




　───地下迷宮・第一階層。

　洞ほら穴あなの中は意外にも整備された痕こん跡せきが多く見られた。

　石いし畳だたみを所ところ狭せましと敷しき詰つめ、足元が見えるようにガス灯が少なからず設置されている。如何どうやら自然洞どう窟くつを改築しなおしたものらしい。

　入り口付近にこそ小動物の姿があったものの、奥に進めば進むほど生き物らしいものは見られなくなった。

　迷宮とは呼ばれているが頻ひん繁ぱんに人間の出入りがあるようだ。

　地下に続く階段で耀と別れた飛鳥、彩鳥、上杉女史の三人は、迷宮についてのそれぞれの所感について話し始める。

「何だか拍ひよう子し抜ぬけね。もっと幻げん獣じゆうとかが沢たく山さんいると思っていたのに」

「それに〝迷宮〟と呼ばれているにも拘わらず、内部構造はかなり入り組んでいます。他ほかの舞ぶ台たいならいざ知らず、今回のゲームでの誤用は何かの意図を感じられます」

〝迷宮〟と〝迷路〟の差別化についてはアトランティス大陸に関わるゲームの流れから幾いく度どとなく示し唆さされてきた。今回だけが例外というのは考えにくい。

「人の出入りが多いということは、本来は何かの儀ぎ式しきをする場所なのかもしれない。浅い階層は比ひ較かく的てき安全───いや、」

　上杉女史が不自然に言葉を切る。

　彼女は険しい瞳ひとみで右奥の通路を見た。

　静せい謐ひつな空気が流れているものの、彼女の眼めには違ちがうものが見えているのだろう。手元に刀を取り出した上杉女史は右手で飛鳥たちに下がるように伝える。

「………さて。今回のルール的に、敵対行こう為いそのものに意味はないはずなのだがな。この殺気には随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなものが感じられるぞ」

　私し怨えんが込められているということは、見知った顔が隠かくれているものと考えたほうがいいだろう。上杉女史はそっと後ろを振ふり返る。

「知っている者の気配か？」

「ええと、私は気配を読むとかそういう超ちよう人じん的な技能はちょっと………」

「私は覚えがあります。敵意を向けられているのもきっと私でしょう。なら此こ処こは私が引き受けようかと思います」

　彩鳥は制止する手をほどいて前に出る。その手には既すでに連接剣けんが握にぎられていた。

　先ほどの羞しゆう恥ちを忘れるための気晴らしが欲しかったところだ。珍めずらしく闘とう志しを高ぶらせている彩鳥は蛇だ蝎かつの剣けん閃せんを解き放つ。

　敵もその闘志が気に入ったのか、曲がり角の向こうから姿を見せた。

「………ふぅん。そっちから乗ってくるとは思わなかったな。僕としては楽ができていいんだけど」

『むしろ感謝すべきだな。三人がかりで来られては、我われらも殺さずに事を収めることは難しくなる。この状況なら此方こちらも勝敗の是ぜ非ひと賭かけを持ち掛かけられるからな』

　姿を見せたのは少女と白い虎とらの幻獣。

　彩鳥はやはりそうかと視線を鋭するどくする。

　こうして相対するのは〝天の牡お牛うし〟事件以来の人物。

　中ちゆう華か神話の〝封ほう神しん演えん義ぎ〟にて語られる仙せん道どうの一人。

　炎ほのおの槍やりをその手に握り締しめた彼女───仙人・申しん公こう豹ひようは、不敵な笑えみで名乗りを上げた。




「改めて自己紹しよう介かいしておこうか。僕の名前は〝申公豹〟。今は〝アヴァターラ〟でこき使われている小間使いの一人さ」
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　申しん公こう豹ひようは名乗りを上げるや否いなや、轟ごう々ごうと燃え盛る槍を構えた。唇くちびるを舐なめて彩あや鳥とを睨にらみ、己おのれを鼓こ舞ぶするように槍を乱舞し始める。

　槍から放たれる炎は並の炎ではない。

　直ちよく撃げきを受ければ彩鳥や飛鳥あすかなど骨も残らないだろう。

「殺し合い御ご法はつ度ととは言われているけど、ようは死ななきゃいいんだろ？　手足の一本ぐらい消し飛ばしたところで死にやしないよな、首くび狩かり騎き士し？」

「さてどうでしょう。何せ手足を失った経験がありません。四し肢しを捥もいでどれほど人間が生きていられるか、御おん身みで試ためさせていただきたいところです」

　皮肉の応おう酬しゆうを繰くり返しながら距きよ離りを測る。

　不死身の仙道〝申公豹〟───封ほう神しん演えん義ぎにて語られる彼女は、傾けい国こくの女仙・妲だつ己きと共に中華神話で姦かん計けいを張り巡めぐらせたという敵かたき役やくの一人である。

　口八丁で仙人たちを誑たぶらかし戦火を広げた彼女はその罪を問われ、最後には氷の海に首と胴どう体たいを切り分けられた状態で沈しずめられたという。

　可か憐れんな見かけだがその悪あく辣らつさは中華神話の中でも群を抜ぬいている。

　本気で殺し合えば手足の一本などで済ませるはずがない。

「精霊列車では随分と世話になったからな。今回はキッチリ決着つけようや」

「望むところ。如何いかに格下とはいえ、不死身の相手に付きまとわれるのは鬱うつ陶とうしくて仕方がない。その首、伝承と同じく迷めい宮きゆうの肥やしにして差し上げます」

「ハッ！　無名が思い上がるな！」

　申公豹は白き虎の白びやく額がく虎この背に乗って駆かけ出した。

　名乗った以上は公平不平もない。

　参加者プレイヤーの一人として遭そう遇ぐうしたのなら戦闘になる覚かく悟ごは誰だれもがしている。

　燃える炎の槍で薙なぎ払はらった直後、その直線上にある岩がん壁ぺきが音もなく溶とけ出した。

　しかしその脇わきを、彩鳥は低く転がってすり抜ける。すぐに反転して追い打ちをかけようとした申公豹だが───彼女の首は、ズルリとズレた。

「っ、何時の間に………!?」

　ふっと視界の端はしに蛇蝎の剣が過よぎる。

　彩鳥は炎の槍を避よけてすり抜けるとほぼ同時に申公豹の首元を切り裂さいていた。視界に収めることができない完全な死角からの斬ざん撃げきだったために反応できなかったのだろう。

　加勢するつもりの上うえ杉すぎ女じよ史しだったが、そっとその手を柄つかから放す。

（今の斬撃………死角からの斬撃というだけではないな。対象の可動域と接せつ触しよく面積、それに加えて技わざの戻もどりが利きかないタイミングを見計らった必殺の間合いだった）

　素人しろうと目めには見えなかっただろうが、彩鳥は同時に動いたのではない。僅わずかな初動と体重移動から槍の軌き跡せきを予あらかじめ見抜いた後、隙すき間まを縫ぬうように体を滑すべり込ませたのだ。

　其それは最も早はや後ごの先せんと呼ぶには速すぎる見切り。

　恐おそらく同じことを要求されたとしても上杉女史には不可能だろう。

　飛鳥は思わず口元を押さえた。

（………そう。本当に、仮面の貴女あなたなのね）

　実のところ、彩鳥の出自を説明されても飛鳥は彼女の正体についてピンとこなかった。何せ姉妹とはいっても一度しか顔を見たことのない相手だ。面おも影かげを探せるほどの付き合いでもない。

　鏡を見た時にふと思い返すことはあっても、その時の記き憶おくとも食い違う。

　静謐ささえ感じられたあの仮面の騎士と今の彩鳥とでは、纏まとっている雰ふん囲い気きが余りに違いすぎる。

　女王騎士フェイスレスはもっと皮肉屋で、怜れい悧りな闘志を持ち、三種の武器を持たせれば鬼き神しんの如ごとき武術を披ひ露ろうする万ばん夫ぷ不ふ当とうの武人だった。

　その彼女に比べて………久く藤どう彩鳥は、その、人間的に可愛かわいすぎる。

　先ほど話した時もそうだ。同じように優やさしさを振ふる舞まうにしてもフェイスレスならあんな真っ直すぐな物言いはしないし、真実を話すことを躊躇ためらうような人ではなかった。

　人間性だけを比べてみた時、二人を同じ人間だと認にん識しきするのはまず不可能だろう。

　故ゆえに違い和わ感かんが拭ぬぐいされなかったのだが───

「ふっ………！」

　久藤彩鳥の手元で伸しん縮しゆくする連接剣。

　蛇蝎の剣閃が純白の虎の首根を狙ねらって曲線を描えがいた。ネコ科は全力で駆ける際に特有の隙ができる。その隙を見み逃のがすほど蛇蝎の剣閃は易くはない。

　今度は申公豹の右みぎ腕うでを裂き、そのまま喉のど元もとを食いちぎる。

　体勢を崩くずした申公豹と白額虎に追撃を仕し掛かける彩鳥は、飛鳥の記憶にある仮面の騎士そのものだ。

　己と敵の距きよ離り感かんを完全に支配する事で息も吐つかせぬ連撃で獲え物ものを追い詰める。

　時に巨きよ人じん族を薙ぎ払うほど強きよう靱じんで、時に魔ま王おうの凶きよう爪そうさえいなすほど柔やわらかい武技。

　幾度となく飛鳥を救い、そして苦しめた神域の武人が今、彼女の前に帰ってきたのだ。

「いやはや、凄すごいな。私と精せい霊れい列車で戦った時とはまるで別人だ。これが彩鳥の本領か」

「………ええ。相変わらず厭いやらしい戦い方よ」

「それはそうだろう。殺陣たてとは裏の搔かき合い暴あばき合い、つまりは厭らしさの集大成だ。そういう意味では彩鳥の武技は正に神域の業わざと呼ぶに相応ふさわしい」

　頻しきりに感心する上杉女史と、ちょっとつまらなそうに唇を尖とがらせる飛鳥。

　だが敵の格を考えれば安あん穏のんとはしていられない。

　風の如き俊しゆん足そくで縦じゆう横おう無む尽じんに駆けるその虎の名は、〝封神演義〟にて語られる白額虎。その牙きばは精霊や妖よう術じゆつを喰らい、災さい厄やくを祓はらう類たぐいのものだ。

　仙道の扱あつかう術や魔術といった類になら無敵に近い幻獣なのだが───

「んがッ！　また頸けい動どう脈みやく斬きられた!?　ちょっとちょっと、ワザと首だけ避けそこなってない白額虎!?」

『そんなわけなかろう。相手の剣けん士しが巧うま過ぎるのだ。私はちゃんと私の首を守っている』

「自分の首しか守ってないのかよ!!」

　白額虎の背中に乗る申公豹は叫さけびながら炎の槍を片手に蛇蝎の剣閃を弾はじき飛ばす。だが蛇蝎の剣閃は彩鳥が手首をひねり返すだけで軌き道どうを修正し、白額虎の行く手を阻はばむ。

　この攻こう防ぼうを繰り返すこと三度目。

　申公豹は一向に打開策が見えてこない苛いら立だちを感じていた。

（完かん璧ぺきに読まれてる。ハッキリ言って異常だ。こりゃ未来予知と同等の戦略眼があると割り切ったほうがいい）

　遠未来を見る未来予知や未来視は極きわめて珍しい恩おん恵けいだが、近未来を見る恩恵は幾いくらでも代用が利きく。というか珍しくもない。

　未来なんてものは少し考えれば誰でも読むことが出来るのだから、それを補える恩恵があるのは当然だろう。

（情報の収集能力・情報の処理能力・情報の隠いん蔽ぺい能力の三つがあれば未来予知と同等の技術は習得できる。そしてコイツには実行能力も備わっている）

　そして久藤彩鳥を真に恐ろしいと感じさせるのは───その全すべてに於おいて恩恵ギフト・技能スキルを使用していないという点にあった。

（コイツのは功績によって形けい骸がい化された技能でもなければ、神々からの恩恵でもない。この僕らを前にして、あらゆる神秘や幻げん想そうに頼たよらないまま戦っていやがる）

　神域の業とは神々に与あたえられた武技という意味ではない。

　人の身でありながら神々と同等の領域に到とう達たつした武技を総じて神域の武技と呼こ称しようする。

（神域の武技に到達したものは疑ぎ似じ的な自己観測能力を獲かく得とくし、存在確率・密度が上じよう昇しようして人類の限界値を超こえる力を個人で手にする事が出来るとか、元げん始し天てん尊そんの爺じじいがいってたっけ。つまりコイツは神格保有者と同等の霊れい格かくをその身に秘ひめているという事か………！）

　久藤彩鳥は飛鳥と違ちがって既すでに血筋から得られる霊格は断たたれていた。

　今の彼女の霊格はほぼ己の武技に依い存そんしている。

　転生する際のきっかけとして女王から霊格を分け与えられているものの、それらは存在の維い持じにしか使われていない。彩鳥の武技を打ち破るには大規模な破は壊かい能力を用いるか、突とつ破ぱ不可能なほど堅けん牢ろうな守りを用意するしかない。

　刃やいばの檻おりが仙術の類なら白額虎が吸い込むだけで破れるのだが、この剣術にはそういった恩恵が一いつ切さい使われていないのだ。

　前回の戦いでもそうだったが、お互たがいの相あい性しようが悪すぎる。

『再戦を希望したのはお前だぞ、申公豹。私の足にばかり頼ってないで自力で何とかしてみたらどうだ』

「出来たらやっとるわこのクソ爺！　とにかく距離を詰つめるぞ！」

　火を噴ふく槍やりと開かい天てん珠じゆを組み合わせて、炎ほのおの渦うずを作り出す申公豹。白額虎はその炎の中心だけを喰らいながら疾しつ走そうして刃の檻を抜け出し、彩鳥へと距離を詰める。

　皮肉を言い合う両者だが、炎の渦に突とつ貫かんして無傷で距離を詰めるなど何の打ち合わせもせずに行える難度の連係ではない。

　その鮮あざやかな手並みに今度は彩鳥が眼まなこを見張った。

（上手うまい。連接剣のように撓しなる武器は、風や炎の勢いで弾き飛ばされると刀身が届かなくなる）

　連接剣の最大射程は二〇ｍほどだが、敵の周囲に刃の檻を作るには五ｍ前後にまで近づかねばならない。

　此方こちらの攻せめ手を上回る突貫力があれば刃の檻を抜け出すことは可能だ。

　しかしこの展開は〝炎の槍〟を持ち出した時点で既に読んでいた。

　既に想定してあった以上、対策は立ててある。

　彩鳥は冷静なまま背後にステップし、全身のバネを使って連接剣を三み度たび振ふる。

　撒まき散らされた炎の渦が忽たちまち連接剣に搦からめ捕とられ、蛇だ蝎かつの剣けん閃せんは炎の蛇へびへと姿を変えて申公豹と白額虎を炙あぶり始めた。

　これは堪たまらぬと舌打ちした白額虎はすぐに炎を吸い込んで距離を取る。

　彩鳥は最後の残り火を大地に叩たたきつけて土つち煙けむりを起こした。

　視界を覆おおわれた申公豹と白額虎は標的を見失う。

（ああ、これはもう心配ないな）

　警けい戒かいを解いた上杉女史は腕うでを組んで壁かべに背を預けた。先日とはモチベーションが違いすぎる。神域の業が如何いかなるものか、この機会に堪たん能のうさせて貰もらおうと笑えみを作る。

　土煙で彩鳥を視界から外した白額虎は苛立ちながら舌打ちした。

『チッ、見切りが速すぎる！　一度立て直して』

「馬ば鹿か、足を止めるな!!」

　十分な距離を取って僅かに気が緩ゆるんだ白額虎を、三本の矢が狙い撃うつ。

　土煙を立たせたのは武器の換かん装そうを悟さとられない為ためだった。

　白額虎は間かん一いつ髪ぱつのところで頭かぶりを振って避けたものの、着地の際に僅かながら体勢を崩した。

　その隙を見逃す彩鳥ではない。

　二本の槍を取り出した彩鳥は一本を投とう擲てきし、その槍に一足飛びで追いつき連撃を仕掛ける。体勢を崩していた白額虎は反応しきれなかったが、背に乗っていた申公豹が裂れつ帛ぱくの気合いで彩鳥を迎むかえ撃つ。

　二合、三合、四合と打ち合った両者だが、槍を持つ手に僅かなぎこちなさを感じさせる申公豹が徐じよ々じよに押し込まれる。

（この槍やり捌さばきのぎこちなさ………やはりそういうことですか）

　最早躊ちゆう躇ちよする理由は無くなった。

　一いつ気き呵か成せいに連撃を叩き込む彩鳥は槍の持ち手の反対側へと回り込み、申公豹が持ち替かえる隙間をついて柄えの根元をかち上げた。

「っ[image: !!?]」

　申公豹の正面ががら空きになる。だが不死身の仙せん人にんである申公豹はどれだけ傷つけても即そく座ざに完治する。

　ならば、と彩鳥は麻あさ縄なわを取り出した。

　斬きっても完治するなら傷つけないまま捕とらえればいい。

　連接剣の要領で蛇の様に絡みつく麻縄は、一いつ瞬しゆんにして申公豹と白額虎を縛しばり上げた。

「ア、アイタタタ!?」

「そこまで！　勝負ありだ、申公豹！」

　場外から見ていた上杉女史が制止に入る。

　殺せないなら捕らえるというのは常じよう套とう手しゆ段だんの一つだろう。

　申公豹は抗こう議ぎの視線を向けたが、白額虎はすんなりと受け入れた。

『降参だ。敗北を受け入れよう、女騎き士し』

「おいちょっと待て爺！　僕は認めてないぞ!?」

『何回も頸けい動どう脈みやくを斬られておきながら何を言う。不死の身体からだでなければ幾いく度どとなく殺されているのだぞ。死し闘とうならまだしも前ぜん哨しよう戦せんではこの辺りが引き時だ』

　窘たしなめられて渋しぶ々しぶ引き下がる申公豹。彩鳥は安心した様に大きく息を吐いた。

　相手は首を斬られようが四し肢しを斬られようが心臓を刺さされようが、それこそ全身をバラバラにして氷の海に封ふう印いんされても生き続けられる仙人だ。

　手の内を晒さらし過ぎない程度に終わらせるには厳しい相手だっただろう。

（負けを認めたというよりは、これ以上の情報を他ほかの参加者に与えたくないという思おも惑わくでしょう。私もこれ以上の戦力は見せたくないですし）

　だが二人の連係をこの場で見られたのは収しゆう穫かくだ。きっと申公豹の暴走を冷静に止めるのが白額虎の役割なのだ。

　次に戦うときは白額虎から冷静さを奪うばわねば、申公豹を策に嵌はめるのは難しいだろう。

　不死であるが故に大だい胆たんな行動が取れる申公豹とはいいコンビかもしれない。

「さて………此方が勝利した以上、話を聞かせてもらおうか」

「そうね。随ずい分ぶんと大胆な先制攻こう撃げきだったじゃない。笑って許すにはちょっと度が過ぎていたのではないかしら？　先ほどは〝アヴァターラ〟と名乗っていたけれど、それはあの

〝アヴァターラ〟のこと？」

　飛鳥は敵意を隠かくさないまま申公豹たちを睨にらむ。

　魔王連盟と〝アヴァターラ〟の関係は彼女も知るところだ。敵意をあらわにする理由としてこれ以上のものはない。

　しかし申公豹は唇くちびるを尖らせたままそっぽを向く。

「ふん。他にどの〝アヴァターラ〟がいるのさ。僕はジン＝ラッセルに隷れい属ぞくさせられてる只ただの使い走りだっての」

「ジン君の？　………そう。あの子、そんな危ないことをしていたのね」

　腰こしに手を当てて憤ふん慨がいする久遠飛鳥。裏切ったとは思っていないようだが、無む茶ちやをしていることには腹を立てているらしい。

　一方───申公豹の話を聞いた彩鳥は〝アヴァターラ〟の中ちゆう核かくを担になっているのが如何どうしてジン＝ラッセルなのか理解した。

（そういえばジン君はソロモン王由来の魔ま王おう隷属権を持っているのでしたね。封神演義の花形の一人である仙人が如何して〝アヴァターラ〟に所属しているのか疑問でしたが、ジン君の恩恵によるものだとすれば話が早い）

　封神演義では申公豹は宿敵にして兄あに弟子でしである太たい公こう望ぼうに敗れた後、氷の海に生きながら封ふうじられていたと語られている。

　ジンは封印を解いて申公豹を配下に加えたのかもしれない。

（私が箱庭を去ったあと、封印されていた魔王たちが次々に失しつ踪そうしたという事件があったと釈とく天てるさんが言っていました。きっと彼女もその一人なのでしょう）

　釈天の話では、二年前に戦った〝魔王連盟〟の残党が封印されていた魔王たちの封ふう印いん塚づかを破壊して廻まわったという謎なぞの事件があったらしい。

　被ひ害がいらしい被害が無かった所為せいで人々の記き憶おくからは早々に消えていたということだが………もしも封印を解いたのが〝アヴァターラ〟の面々だとしたら。

　その魔王の多くが〝アヴァターラ〟に所属していることになる。

（それに中ちゆう華か系の参加者は何も彼女だけではありませんでした。〝アヴァターラ〟にはかの名高き七しち天てん大聖の長おさ・牛ぎゆう魔ま王おうまでもが与くみしている）

　それだけではない。他にも今の攻防で分かったこともある。

　申公豹が使っていた火を噴く槍───アレは中華大陸の神話で少年神として語られ、武神としての側面も持つ神しん霊れい〝ナタ太たい子し〟が所有している火か尖せん鎗そうと呼ばれる宝パオ貝ペイの一つだ。

　ナタ太子は同じ中華系として斉せい天てん大たい聖せいとは旧知の仲として知られており、七天戦争の時は最大の敵として立ち塞ふさがったとも言い伝えられている。

　そのナタ太子の火尖鎗を、如何して申公豹が持っているのか。

　七天大聖の長である牛魔王とはどのような繫つながりがあるのか。

（………少し、探さぐってみましょうか）

　意を決した彩鳥は、笑顔で申公豹に近寄り話しかけた。

「手合わせありがとうございます。流石さすがは音に聞こえし申公豹。見事なお手前でした」

「………む？　何さ、勝者がそれを言うの？　自じ慢まん？　皮肉？」

「心からの称しよう賛さんです。使い慣れぬ武器とは思えない見事な槍捌きに感服いたしました。私も武技には自信がありましたが、それは手に馴な染じんだ武器があったからこそですから」

　………むむ？　と白額虎の顔色を窺うかがう申公豹。

　目的を察して一歩下がる上杉女史。

　急におべっかを使いだした彩鳥に戸と惑まどう飛鳥。

　白額虎はプイっと顔を背そむけて、申公豹の視線に答える。

『まあ、噓うそは言っていないな』

「マジで!?　僕今本気で褒ほめられてる!?」

『マジだ。お前の槍そう術じゆつが付け焼き刃ばであることを見み抜ぬいた上での称賛だ。本質を見抜いたうえでこう言っているのだから、素す直なおに受け取るといい』

　おおお………と、褒められて照れ臭くさそうに転がる申公豹。

　彩鳥は予想外の反応に目を瞬またたかせる。こんな簡単なおべっかで此こ処こまでの反応が返ってくるとは思ってもみなかった。

（よもや、思っていたよりもチョロい方なのでしょうか）

　申公豹と云いえば傾けい国こくの美女・妲だつ己きと同じく様々な姦かん計けいを張り巡めぐらせて太公望たちを苦しめた仙人のはず。

　幾いくら何でもチョロすぎる気がしないでもない。

　そんな彩鳥の思いを見抜いたのか、白額虎は瞳ひとみを光らせて唸うなる。

『………だが不可解だ。如何して貴様はその様な結論に至った？』

「え、えっとですね。槍術の払はらい技わざは幅はば広ひろい可動域を保つ為に、右みぎ腕うでと左腕の上下の持ち替えが肝かん要ようとなる武術です。十文字槍ならまた話は変わりますが、その槍はそうではありません。貴女あなたの戦い方・鍛きたえ方はむしろ刀とう剣けんの類たぐいに近いものを感じました。もし本当に一いつ朝ちよう一いつ夕せきの槍術なら信じられない才です」

　先ほどの戦いで感じた事を真っ直すぐに口にする。噓は口にしていない。

　白額虎に騎き乗じようして振るわれた槍術は持ち替えのぎこちなさこそあったが、武技のレベルは極きわめて高い質で纏まとまっていた。

　故ゆえに称賛している内容そのものは噓ではない。

　すると申公豹は真顔になったまま数秒間沈ちん黙もくし───今までに無いくらい明るい笑みを浮うかべた。

「な………なんだよなんだよ、お前話せる奴やつジャン！　僕の優ゆう秀しゆう性を理解できるとは、お前も中々に優秀な奴じゃないか！」

「は、はあ。光栄です。しかし何故なぜその使い慣れていない槍やりを？」

「いやあ、せっかく元始天尊の爺じじいから盗………じゃなくて、貰ったんだから、使わなきゃ損かなあって思って。僕ってホラ天才じゃない？　どんな宝貝も少し功クン夫フーを積んだら使えるようになっちゃうんだよね」

　ムフフン、と調子付いたように胸を張る申公豹。

　そこでふと彩鳥は封神演義に於ける彼女の役回りを思い出した。

（そうか………！　確か申公豹という人物は、己おのれの優秀性を証明する為に様々な姦計を巡らせたという伝承を持つ仙人でした）

　自己顕けん示じ欲よくの強さが彼女の災難の元であり、行動力の源なのだろう。

　それさえなければ優秀な仙人であることは間ま違ちがいないのだろうが、その欠点を直せないから彼女は此処まで来てしまったに違いない。

　ならばその自己顕示欲を利用させてもらおうと彩鳥が画策する中───

　二人の間に、険しい表情の上杉女史が割って入った。

「横から失礼、申公豹。手前は〝天軍デイーヴア〟に属する上杉謙けん信しんという者だ」

「うん？　〝天軍〟？　………いやちょっと待て、〝天軍〟ってあの!?　まさか元始天尊の爺に依い頼らいされた奴じゃないだろうな!?」

「いや、今回は別件だ。私は貴様の持つその火尖鎗の本来の持ち主───ナタ太子について質問がある。彼が数十年ほど前から失踪していることは知っているか？」

　彩鳥と飛鳥は初めて聞く情報に聞き耳を立てながら一歩下がる。

　申公豹は警けい戒かいしながら口をへの字に曲げ、

「知ってるも何も、ナタとはついこないだ会ったばかりだよ」

「あ………会っただと？　ほ、本当か？」

『うむ。噓ではないことを保証する』

「ならばそれは何時いつだ？」

「時期的に〝天の牡お牛うし〟が大暴れするよりちょっと前かな？　僕が元始天尊から盗ぬすんだ宝貝を幾つか貸す代わりに、この火尖鎗の所有権とか色々貰もらった感じ」

　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとは正にこのことだが、申公豹は隠しても無む駄だだと悟さとったのだろう。上杉女史も敢あえて聞き流し、顎あごに手を当てている。

「そうか………何処どこへ向かったか聞いているか？」

「聞いたよ。確か西側の───いや、ちょっと待った」

　申公豹の表情が見る見るうちに怪け訝げんな表情に変わっていく。

　上杉女史を上から下まで凝ぎよう視しした彼女は、忌いま忌まし気に舌打ちした。

「そうだ、忘れてた。ナタも元〝天軍〟所属だった。お前、ナタの親父の気配がするぞ。さては毘び沙しや門もん天てんに所縁ゆかりある者だな？」

　敵意をむき出しにして睨み付ける申公豹。

　上杉女史はしまったと瞳を細めた。

　隠していたわけでは無かったのだが、身分を正確に伝えなかったことが裏目に出てしまった。彼女は日本では毘沙門天の化身アバターとして名を馳はせた猛もう将しようだが、海を越こえた先の国では知名度が高いとは言い難がたい。

　今いま更さら隠したところで仕方がないと判断した上杉女史は、改めて己の身分を名乗る。

「失礼した。如何やら名乗りが足らなかったようだ。私は現在、毘沙門天の化身として降臨している」

「そうかい。なら帰って馬ば鹿か上司に伝えろよ。ナタは『今度こそ友を助けたい』ってさ」

「友を？」

「ああ。悪いけどこれ以上の事は僕から言えない。アンタも〝天軍〟なら、自分の足で調べてみるんだな」

　申公豹の棘とげのある声に、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で視線を下げる上杉女史。

　彩鳥は詳くわしい事情を知らないものの、ナタ太子が何処に向かったのかは凡およそ見当が付いた。

　今度こそ助けたい友ということは、かつて助けられなかった友ということだ。

（まさか………斉天大聖の身に何か………？）

「あーあ、何かシラケちゃったな」

『戦いの空気ではなくなったな。………縄なわを解くがいい、首くび狩かり騎き士し。敗北の代だい償しようを払おう』

「代償？」

『石せき碑ひの模写がある。私たちを解放すれば渡わたそう』

「おいコラ待て爺！」

『他ほかに差し出せるものがあるか？　それともまた氷の海に沈しずめられるか？　私はごめんだぞ』

　呆あきれたように突つき放す白額虎。彩鳥たちにしてみても、即そく物ぶつ的な交こう渉しよう材料としては十分な代しろ物ものだ。申公豹にしても手持ちの恩おん恵けいや宝貝を奪うばわれるよりは手痛くもない。

（模写なら複数枚用意できますし、そうでなくとも内容を暗記していれば失うものは何もない。中々に強したたかです）

　申公豹の暴走を止めなかったのは敗北した時の交渉カードを予あらかじめ考えていたからだろう。先を急ぎたい彩鳥たちにとっては正に棚たなから牡ぼ丹た餅もちだ。

　麻あさ縄なわを解いて模写を手に取った彩鳥は申公豹に問う。

「では貴女たちはやはり先行探たん索さく組なのですね。何時いつから迷めい宮きゆうに？」

「昨日の夜かな。僕らの他にもう一組いたと思う」

『ジンは常に奴らを敵視していた。下の階では戦せん闘とうになっているかもしれん』

　三人は顔を見合わせて同じことを思う。

　ジン＝ラッセルが敵視していたということは、敵対していた相手は〝ウロボロス〟の可能性が極めて高い。

〝アヴァターラ〟と〝ウロボロス〟には深い因いん縁ねんがある。

　こうなると先行した春日部かすかべ耀ようが心配だ。

「重要な情報は揃そろったわ。この階の石碑を調べる必要がないのなら先を急ぐべきよ」

「待て。そもそもこの石碑は何階まで調べてある？」

『隠かくし部屋等の所在を含ふくめてほぼ全すべて揃っている。我らの同志にはこの類の攻こう略りやくが得意な者もいたからな。申公豹に模写を預けたのはお前たちに早く追いついて貰う為ためだろう』

「うぇ、そうなの!?」

　驚おどろく申公豹とスルーする白額虎。

　つまり此処までの展開が織り込み済みということだ。

　三人は得心したように階段を睨にらむ。

「ジン君ならそういう策も考え付くかもしれないけれど………家出少年が図ずう々ずうしいとも思わない？　少し説教が必要だと思うわ」

「説教なら任せろ。こういう時のために拳こぶしは何時でも鍛えてある」

「………それは説教というのでしょうか？」

　難しい顔で首を傾かしげる彩鳥。

「けれど石碑の内容を手に入れたのだから、内容の考察も進めたいところよね」

「それは流石にオーバーワークではないでしょうか？　この人数で全てを欲張るのは限界があります」

「二兎とを追うものは一兎をも得ず………いや、この場合は三兎だな。いずれにしても此処で無理をしたところでいいことはあるまい。如何どうしてもというならこの模写を焰ほむらたちに───」

　三人が思い悩なやんでいたその時。

　彩鳥の携けい帯たい電でん話わが、軽快な音を立てて鳴り響ひびいた。
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　数時間前───西さい郷ごう焰ほむら一行は、気を失ったままの十六夜いざよいを介かい抱ほうしつつ、原住民の集落で身を休ませていた。

　御み門かど釈とく天てるはクリシュナを護送するまでこの場に残るということでしばし集落に残り、焰に箱庭のことを説明している。箱庭で起きていることと外界で起きていることの共通項こうを知る必要があると感じていた焰は、これ幸いと釈天から話を聞いていた。

　一五年という限られた時間の中で全てを完かん遂すいせねばならない焰にとって時間を無駄にしている暇ひまはない。

　箱庭の情報が何らかの形で焰たちの世界を救うきっかけになるかもしれない。

　焰と釈天が真ま面じ目めな話をし始めると───




　黒くろウサギと鈴すず華かは、大浴場に行くことにした。

「お風ふ呂ろぉ～お風呂ぉ～大きな～お風呂～♪　裸はだかでお風呂に入ればぁ～みんな～なかよし～さ～♪」

「や、やだ、熱いのやだ………！」

「ふっふっふ。観念してついてくるのですよ！」

　二人は目を覚ましたアルビノの少女の腕うでを引っ張りながら扉とびらを開き、無理やり湯ゆ浴あみの場所まで引っ張り出す。

　湯ゆ桶おけにお湯を入れた鈴華は、勢いよくお湯を少女にぶちまけた。

「てい！」

「んひゃぁ!?」

「暴れては駄だ目めなのですよー！　女の子が何時までもあんなボサボサの髪かみの毛をしているのはよくありません！　〝ノーネーム〟流チビッ子洗せん浄じようの時間なのです！」

「黒ウサは毛先を！　私は根元をクレンジングしてやるぜ！」

　グワシ！　とアルビノ少女を拘こう束そくして頭を洗い始める黒ウサギと鈴華。

　長いこと身体からだを洗っていなかったアルビノ少女を見かねて、無理やり風呂場まで連れてきたのだ。

　あうあう、と暴れていたアルビノの少女だったが、徐じよ々じよに洗せん髪ぱつの気持ちよさに気が付いたらしく、最後は為なすがままとなっていた。
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　大浴場は近くの山さん岳がくから湧わき出る温泉を引っ張ってきて造られている為、山と森の香かおりが仄ほのかに漂ただよってきて非常に心地ここちがいい。

　髪と肌はだを洗い終わるころには、アルビノ少女は野風の心地よい香りに包まれていた。

「ふぅ～………やっと終わった。新入りの少年少女を無理やり洗っちまうのは何時いつも大仕事だぜ☆」

「ＹＥＳ！　鈴華さんも子供たちの面めん倒どうを見ておられるのですか？」

「うちはどんな条件の子供でも引き取る養護施し設せつだからね～。金糸雀カナリア先生の方針がどんな子供でもウェルカムマイホーム！　なもんだから、ちょっと前までは問題児の収容所扱あつかい受けてたし。実際に問題児だらけだったし。だから施設の年長として、弟や妹に負けるわけにはいかんのだよ！」

「それはそれは………鈴華さんもご苦労なさってるのですね」

　黒ウサギは微笑ほほえましく鈴華を見る。同じように金糸雀に引き取られ、〝ノーネーム〟の少年少女を守ってきた黒ウサギにとって、鈴華の経歴は親近感があるのだろう。

　アルビノ少女はすっかり疲つかれ果てて鈴華の膝ひざの上に座っている。

　鈴華は後ろから彼女の頰ほおをフニフニと触さわりながら問いかけた。

「ところで、貴女あなたの名前は何なのかな？　何処どこの国の子？」

「───……」

　フイ、とそっぽを向くアルビノ少女。如何やらまだ警けい戒かいされているらしい。

　だが鈴華の住む〝カナリアファミリーホーム〟は親や社会からネグレクトを受けて心を閉とざした少年少女が来ることも少なくない。

　こういう少年少女とのスキンシップは慣れている。大事なのはめげない心だ。

　十六夜の上着を握にぎり締しめながら寝ねていたことを思い出した鈴華は、彼女が十六夜に対して信しん頼らいの情を抱いだいていることを察する。

「イザ兄にいに助けて貰もらったんだってね。イザ兄が起きたら、みんなでお礼しにいこうか？」

「………！」

「ああでも、その時に名前を知らなかったらイザ兄も困るよね。私たちもなんて呼んだらいいのかわからないし。良かったら名前を教えて欲しいなあ」

　フニフニフニ、と柔やわらかい頰を揉もむ鈴華。

　全く嫌いやがられないのは彼女がチビッ子の頰を触り慣れているからだろう。

　アルビノの少女はしばし煩はん悶もんしてから、言いにくそうに話した。

「………セブン」

「うん？」

「セブン。研究施設の大人たちはみんなそう呼んできた。………でもきっと、ナマエじゃないと思う。それ以外だと〝７７３号〟とか呼ばれてた」

　可愛かわいくないよね、と困ったように俯うつむくアルビノ少女。

　鈴華と黒ウサギは思わず表情が凍こおってしまった。

　そして次の瞬しゆん間かん、この幼い少女がどれほど過か酷こくな環かん境きようで育ったのかを察して唇くちびるを嚙かむ。恐おそらくセブンというのは実験体としての識別番号か何かなのだろう。

　名前らしい名前すら与あたえられず、識別のための番号だけが割り振ふられた少女。モルモットの一人として造られた彼女に個別の名前など与えても意味はない。

　使い捨ての道具として造られた彼女には、研究材料としての死か、食肉としての死か、愛あい玩がん用の悍おぞましい人生しか用意されていなかったのだから。

「………可愛くない、か。そうだね。セブンって名前は可愛くないね」

「う、うん」

「可愛いというよりは、カッコイイよりかな？　男の子ならそれでもいいんだけど、女の子の名前じゃないよねえ。７７３号なんて論外だし。………あ、でも、語ご呂ろ合あわせという手段もありか。なんの縁ゆかりもない改名はよくないって金糸雀先生もよく言ってたし」

　顎あごに手を当ててブツブツと呟つぶやき始める鈴華。

　掌てのひらの上に幾いくつか文字を書きながら試行錯さく誤ごを始めた彼女は、やがてニヤリと含み笑いを浮うかべて頰ほっぺたをフニフニする。

「よしよし、幾つか候補が浮かんだ。後でお姉さんと大切な話をしようじゃないか。とびっきりカワカッコイイ名前付けちゃおうぜ！」

「かわかっこいい？」

「可愛くて恰かつ好こう良くて最高ってことさ！」

　後ろから抱だきしめてはしゃぐ鈴華。

　アルビノの少女は、うむむ？　と首を傾げていたが、拒きよ絶ぜつする雰ふん囲い気きは見られない。どうやら鈴華のテンションにも慣れてきたらしい。

　黒ウサギはその様子を微笑ましく見ていたが、ふと少女の顔が茹ゆだっていることに気が付く。

「あらら、すっかり茹ってますね。そろそろ上がりましょうか。釈天様と焰さんのお話も終わっている頃ですし」

「あいよ！　さあ次はブラッシングの時間だぜ！」

「ええ～………」

「ぼやいても駄目！　うちの子になる以上、身み嗜だしなみには気を付けてもらいます！」

　アルビノの少女の手を引いて湯船を出た二人は服を着せて髪を梳すき始める。

〝アンダーウッド〟の大樹から切り出した櫛くしで梳き始めた途と端たん、荒あれていた白はく髪はつは美しく透すき通るように姿を変えていく。

　鈴華は思わず目を丸くした。

「うお、なにこれすごい。キューティクルが一瞬で元に戻もどるんですけど」

「ふっふっふ。〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭で飛鳥あすかさんが黒ウサギにプレゼントしてくれた宝物なのでございます！　ブラッシングの際に余分な油分を落として毛並みを整え、更さらに水分を補給してくれる優すぐれものなのですよ！」

「マジで凄すごいブラシだ。普ふ通つうに欲しい。あとで詳くわしく聞かせてよ」

　梳とかすたびに少女の白髪は枝毛が整い、見る見るうちに絹糸のように柔らかく力強い色を取り戻していく。

　此これにはアルビノ少女も瞳ひとみを輝かがやかせた。

　今まで丁てい寧ねいに梳かれた自分の髪を見たことがなかったのだろう。同じように湯船で汚よごれを落とした経験もほとんどなかったのかもしれない。

　鏡の前で身嗜みを整えてもらった自分を見て、言葉にならない様子で毛先を弄いじっている。鈴華は髪を梳き終わると、普ふ段だん彼女の髪を縛しばっている水玉のシュシュを取り出した。

「それじゃ私からも特別サービス。これだけ髪が長いと邪じや魔まだろうから、私の髪留めで飾かざっちゃおうか」

「う、うん」

　手慣れた手つきで白髪を綺き麗れいにまとめ上げ、シュシュで髪を飾る。

　アルビノの少女は瞳を輝かせながら戦慄わなないていた。簡単なものではあるが、生まれて初めてのお洒落しやれに感動しているのだろう。

　頭上のシュシュを何度も触りながら「おお………！」と頻しきりに感かん嘆たんの声を上げている。

　想像以上の反応が返ってきた鈴華は顎に指を当ててしばし考えてから、

「どう？　このシュシュ、気に入った？」

「………うん」

「よし！　じゃあこのシュシュはプレゼントしちゃおう！　大事な人に作ってもらった超ちよう大事な物だから、大切にすること！」

　ポン、と頭を叩たたく。

　アルビノの少女はコクコクと勢いよく何度も頷うなずき返し、瞳を輝かせながらずっと鏡に映る自分の姿を見続けてから………にへ、と子供らしく笑ってみせた。




　　　　＊




　それから暫しばらく三人で遊んだ後、アルビノ少女は動き疲れて寝てしまった。

　目を擦こすりながら十六夜の寝しん台だいまでトテトテと歩いていき、電池が切れたようにカクンと眠ねむりにつく。鈴華はその様子を見届けてから、大きく背せ伸のびをする。

「はあ～。イザ兄にずっとくっついてるところを見ると、何だか昔の私みたいだなー」

「あ、黒ウサギも十六夜さんから聞いたことありますよ。昔の鈴華さんと焰さんもこうやって十六夜さんの後ろをずっとくっついて回っていたとか！」

「そりゃあ、我が家の年長はイザ兄だったしね。このくらいの子供なんてみんなカルガモみたいなもんでしょ」

　十六夜の後ろにワラワラと群がる少年少女たち。

　そんな状じよう況きようを想像した黒ウサギは、密ひそかに笑いを嚙み殺していた。

「それより焰と釈天は如何どうしてる？」

「お二人なら居間でずっとお話ししております。私たちも行きますか？」

「そだね。今後のことも聞きたいし」

　居間に向かうと、そこでは焰と釈天の二人が羊皮紙を広げて何やら話し込んでいた。




　三年前に十六夜たちが召しよう喚かんされてから起きた事件のこと。

　そして箱庭の最強種、ギフトゲームの概がい念ねん、魔王と主催者権限ホストマスター、ｅｔｃ………

　あらかた聞き終えた焰は神しん妙みような顔で、情報をまとめた羊皮紙を睨にらみつける。

「人類と神しん霊れいの相そう互ご観測………原典オリジン候補者………〝黒死斑ブラツク・の死神パーチヤー〟や〝絶対悪〟の魔王、そしてギフトゲームか。それに加えて星せい霊れい・神霊・龍りゆう種の三大最強種。釈天も最強種の

〝生来の神霊〟なのか？」

「そういう事になるな。ふふん、本物の神霊に見守ってもらっていたことに驚おどろいたか？」

「そんなことより、この三大最強種の中で純血の龍種だけが〝前まえ触ぶれもなく突とつ如じよとして発生する〟というのは本当？」

「ふふ、スルースキルも随ずい分ぶんと高くなったな」

　一瞬だけ遠い目をした釈天だったが、ため息交じりに回答する。

「純血の龍種………そうだな。奴やつらだけはある日突然、世界に姿を現す種だ。その認にん識しきでそれほど間ま違ちがってはいない」

　───実は十六夜も、この情報を手に入れたことがある。

〝アンダーウッド〟に向かう前夜、レティシアと狐きつね娘むすめのリリと共に風ふ呂ろに入った時に話したことだ。

「なら龍種だけは箱庭の法則の外側にいる最強種ってことか。そして原典候補者がこのウロボロス上にある両者の関係性に関かかわっている、と」

　パズルを解く子供のような顔で情報をまとめて行く焰。

　少し楽しそうに見えるのは気のせいではない。

　取り分け焰は原典候補者の項こう目もくをペン先で叩きながら興味を示す。

「〝鶏かみが先か卵ひとが先か〟を問うておきながら、人と神は相互観測者という関係が成立している、ね。現状はどう考えても量子力学的一元論だけど、人間側に原典候補者という存在が確立されれば二元論になる。ならこの場合の〝観測〟はエネルギーではなくエネルギー単位として仮定すべきか」

　一分ほどで大量の数式を羊皮紙に書き並べていく焰。

「となるとやっぱり、気になるのはこの〝純血の龍種〟かな。星霊のように質量で存在を確立している訳でもなく、神霊のように相互観測者がいるわけでもない。加えて時間流を第三点から観測できて箱庭の世界に単一の生命として存在するとなると………そうだな。自己観測能力のような力を持った永遠の存在が〝純血の龍種〟の正体なんじゃないか？」

　おお～と両手を叩く釈天。

〝何の前触れもなく発生する生命体エネルギー〟を突つき詰つめていけば無から有を自律的に生み出した生命体であり、観測者が不要ということは世界の因と果から完全に切り離はなされた存在であることを意味する。自己観測によって存在を確立できるのなら力の損失もなく永遠に存在し永遠に膨ぼう張ちようし続けることもできるということになる。

　正に最強種と呼ぶに相応ふさわしい存在だ。星霊に劣おとる点があるとすれば、完全体として生まれてくる星霊に対し、〝純血の龍種〟は幼体から成長していくというのが最も大きい相そう違い点だろう。

　二人の話を途と中ちゆうから聞いていた鈴華と黒ウサギは、頭上に大量のクエスチョンマークを浮かべながら腰こしを下ろす。

「うむむ………何だか真しん剣けんな話をしてると思ったら、またブラザーが意味不明な単語を並べ立ててる。鈴華さんにもわかるように説明したまえよ姉弟ブラザー」

「兄妹シスターへの説明はもう少し待っててな。───なあなあ、釈天釈天。この霊格を形成する〝時間流に依い存そんする存在確率〟と〝存在密度〟なんだけど、此こ処こまでの話が本当なら簡単に仕分けする方法が幾つかあるよな」

「というと？」

「〝主催者権限〟の読み解き方だよ。力の起源には神秘的な力が関わっているのに、読み解き方そのものは神秘を排はい除じよしながら読み解く必要がある。此れは多分、〝神様が世界に干かん渉しようor存在できる世界〟と〝神様が世界に干渉していない世界〟の二つが最低でも存在しているってことだろ？」

「ああ。その解かい釈しやくでほぼ間ま違ちがいない」

「つまり神様はこの時点で存在確率が１／２に割れてるわけだから………箱庭だとどう頑がん張ばっても五〇％の霊格しか保有できないことになるよな？」

「な………なんですと!?」

　黒ウサギはウサ耳を逆立てて驚いた。これは彼女も初ウサ耳だったのだろう。

　箱庭の縛りさえなければ全知全能の力を保有する大神たちが、その力を半分しか行使できていないというのか。

　釈天は否定することもなくハッキリと頷く。

「そうだ。そしてその楔くさびを持つことこそが人間の原典候補者の役割でもある」

「〝主催者権限〟が最強の強制執しつ行こう権というのはこの〝存在確率をほぼ一〇〇％にする〟という儀ぎ式しきが根底にあるに違いない。神霊が存在しないまま人類が神霊を観測し、尚なお且かつ世界の結末が同じものとして定義するための儀式だ。この方法なら〝主催者権限〟の紙面上でのみ、神霊の存在確率は全すべての宇宙で一〇〇％になるって寸法さ」

「な、なるほど………！　此れは黒ウサギも勉強になるのですよ！」

　ウサ！　とウサ耳を伸のばして熱心にメモを取る黒ウサギ。

　クルクルとペンを回してドヤ顔をする西郷焰。

　神霊やそれ以外の者が災害や天体法則を下地に〝主催者権限〟を創つくるのは普ふ遍へん的事象を楔にすることが目的であると同時に、神の化身アバターとして都合が良かったからという側面もある。

〝神鳴りかみなり〟など正にその典型だ。

　焰の口にする〝存在確率をほぼ一〇〇％にする〟というのは内宇宙と外宇宙の合一を以もって果たされる究極の到とう達たつ点にある。霊格の解放とは即すなわちそういう意味なのだ。

「やっぱり釈天に話を聞いてよかった。この箱庭の世界の輪りん郭かくが朧おぼろ気げだけど見えてきた。……それにこうやって話を聞いてみて、やっと釈天についても実感がわいてきた。釈天って、本当に帝たい釈しやく天てんだったんだな」

「隠かくしていたことは謝る。だが必要な事でもあったのだ」

「別に怒おこってねえよ。むしろ感心してるし納なつ得とくしてる。………うん。釈天が帝釈天でよかった」

　何故なぜか感かん慨がい深く頷く焰。

　量子力学は焰の得意分野でもある。

　箱庭の謎なぞ解ときで自分の得意分野を生かすことが出来て楽しいのだろう。

「となると………原典候補者には幾いくつかの能力が必ひつ須すになるな」

「どんなです？」

「一、存在確率が一〇〇％である。

　二、時間流の外側から過去・現在・未来に干渉する力を持つ。

　三、世界への影えい響きよう力が何らかの形で極きわめて高い。

　───とまあ、考えられるのはこの三つか。一と三はコレ必須能力だけど、二は不必要な可能性もあるから据すえ置きだな。………よしよし。この話が本当なら、世界を救う方法は一つじゃないぞ。この方法も検討しないと」

　ほう、と感心したような声を上げて釈天は腕うでを組む。

　この観点から人類の破は滅めつを回かい避ひする方法は散々議論された後だ。

　神々の議論においても、最終的には人類が自分で解決する方法を見つけ出し、その方程式を全ての世界に投とう影えいする方法しかあり得ないという結論に至った。

（運命とは世界の積量によって大きな流れが定められている。神霊の存在確率が低い世界で三体以上の神霊が同時に存在できないのは、その強大な存在によって運命の積量が変わった結果、顕けん現げんするはずのない天変地異が起きるからだ）

　焰の推測には一つ間違いがある。

　神霊には〝干渉していない世界〟があるのではなく、〝干渉しても無意味な世界〟があるという解説が正しい。端たん的てきに言うと、神々が奇き跡せきを行使した力の余よ剰じよう分でぶり返しが起こり、全てが同じ結末となる可能性が極めて高い世界だ。

　万が一にも完かん璧ぺきな配分で神霊が世界を救えたとしても、無限に存在する全ての並行世界の中で一つだけが救われるだけだ。

　箱庭が観測する全ての世界と、敢えて観測していない世界の全てを救うには、人類の総体が人類の総体を救う為ために必要な運命の積量を、人類の手で導き出さねばならない。

　そして運命の積量を変えるためには、魂たましいの熱量を内宇宙から外宇宙に解き放つ力───知性ある生命が持つ奇跡の力が必要不可欠となる。

　魂の熱量を発現させる為に現れた試練こそが〝絶対悪〟と〝天動説〟という二つの試練───人類最終試練・ラストエンブリオと呼ばれる魔王たちである。

（………まあ、白びやく夜や王おうは試練というより箱庭の為に〝待った〟をかけただけだけどな。他ほかの誰だれかが言うならともかく、白夜王が物言いをするなら聞かぬわけにもいかなかった）

　神霊による干渉はあらゆる観点から見ても無意味に終わる。

　だが焰は神霊による解決法があるという。既すでに考察済みの方法なのは間違いないのだろうが、一いつ般ぱん的な人間の意見というのに興味を引かれた。

「面おも白しろいことを言うではないか。お前たち兄弟が世界を救う以外に、他にどんな方法がある？」

「それはまだ秘密。それより先に質問させてくれよ。さっき話してた織田信長の例文って、イザ兄にも話したのか？」

　焰はメモ帳に書き記した織田信長の項目をペン先で指す。

　此れは二年前に十六夜と釈天が温泉に入っていた時の話題をそのまま紹しよう介かいしたものだ。

「うむ。話した内容もほぼ同じものだ」

「じゃあイザ兄もこの話を聞いているわけか」

「勿もち論ろんだ。全ての織田信長が歴史から消えるというのは、一つの歴史的収束点であるという話で、」

「ああ、そっちはどうでもいい。俺が聞きたいのは〝箱庭に召喚された織田信長が全員別人だった〟の話。それってどれぐらい別人だったんだ？」

　釈天はやや驚いた顔をした。そんなことを聞いて何の意味があるのだろうと首を傾かしげつつ、焰の言葉に答える。

「どれくらいと言われてもな………別人は別人としか言いようがないぞ。顔も違えば体型も違う、完全な別人だ」

「そうか。それはＤＮＡレベルでも？」

「勿論だ」

　釈天が肯こう定ていすると、焰は半笑いになってメモを取り始める。

「なるほどなるほど。つまり概がい念ねん的には〝織田信長〟という名前の別世界人というわけね。箱庭を形成するものが並行世界論ではなく立体交差並行世界論だというのはつまりそういう事か。………うわ、単純計算でもとんでもないな箱庭の世界規模………！」

　数式を書きながら顔を引き攣つらせる焰。

　最後にアンサーの文字を書き込むと、羊皮紙を持ち上げて読み上げる。

「統とう括かつすると、箱庭の世界から観測する多元宇宙は〝無限に存在する並行世界〟ではなく〝無限に存在する並行世界が基準値の一〟ってことになる。一つの宇宙から大河の様に時間流が枝分かれしてるのではなく、無限に発生し続けてる宇宙が無限に枝分かれし続けてるのを同時に観測できるわけだ。その全てに同時多発的に干渉することが出来るのなら、箱庭の世界から観測する宇宙は粒りゆう子しよりも更さらに小さなものなのかもしれない。………そりゃ存在確率が低かったりしたら消えちまうわけだよ。どんな強力な神様だって存在確率が割れ過ぎてしまったら粒子一個分、或あるいはそれ以下のサイズになっちまうんだからな」

　自分の書き記した羊皮紙を手に取りながら焰は苦笑いする。

　様々な制約により最強種たちはその力を削そがれている。その全てを解決するための原典候補者なのだろうが───

「ん～………途中まで考察してみたものの、この項目は箱庭世界の前提であって、今の俺たちには余り関係のない話だな」

「そうなのですか？　初めてウサ耳に挟はさむようなお話ばかりで興味深いですけれども」

「だって箱庭という同じ土俵にいる限り同一規模の存在になってる訳だから危険性皆かい無むだし。箱庭という場所には初めからこういう力が備わっていないと、物事が何も始まらないし。此これは箱庭の世界の前提と最低値を確かく認にんするだけの作業だ。次の項こう目もくに行こう」

　考察半ばで横に追いやる。

　確かに、箱庭が敵に回らない限り、箱庭の世界の規模など考察しても無意味な話である。焰は羊皮紙を広げて三人を手招きし、今度は神しん霊れいの欄らんを叩たたいた。

「必要な情報は出で揃そろった。そろそろ具体的なアイディアを出していこうと思う」

「具体的な、ですか？」

「世界を救うための具体的なプランだよ」

「でも大だい丈じよう夫ぶなの姉弟？　世界中に巨きよ大だいな塔とうを沢たく山さん建てるって、かなり無む茶ちやなプロジェクトだよ？　私たちだけじゃ無理じゃない？」

　鈴華が不安そうな顔で焰を見る。

　難題なのは誰の目から見ても明らかだ。

　より大きな組織に委ゆだねようと考えるのは至し極ごく当然のことだろう。

　だが今回ばかりはそうもいかないと、焰は険しい顔で首を横に振ふる。

「駄だ目めだ。今回の一件は俺たちがゼロから積み重ねていかなきゃいけない。国際組織は頼たよれないと思っていてくれ」

「なんで？」

「俺たちが匿かくまってるアルビノの女の子たちいるだろ？　───あの子たちを実験材料にしていたのは、何処どこかの国際組織か国家機関だ」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、理解を拒こばむように素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　寝しん台だいで寝ねている少女のいる部屋を二度見した鈴華は、今までにないくらい険しい色を瞳ひとみに浮うかべた。

「ちょ………ちょっと待ってよ。あの子を利用していたのが国際組織？　あ、あの子は、碌ろくに名前も与あたえられなかったような子だよ？」

「ああ」

「国際組織がアルビノの人たちを秘ひ密みつ裏りに売り買いしたり、実験材料にしていたっていうの？　そ、そんな国が現代にもあるっていうの？」

「それだけじゃない。〝天の牡お牛うし〟を創り出したのも、その国際組織の可能性が高い。最悪の場合は国連が丸ごとシナリオを書いていた場合も考えられる」

　鈴華は驚おどろきの余り絶句した。

　しかし今までの事件を振り返ってみると他に考えようがない。

　意図が不ふ明めい瞭りようだった〝天の牡牛〟事件から始まり、その二次災害である病原菌きんの散布、及および病原菌の駆く除じよに至るまでの功績。

　粒子体の研究は一いち躍やく有名となり、世間の注目を浴びることとなった。

「事件の全てのシナリオを同一の組織が書いていた場合、天文学的な資金と国際的な権力を持っている組織ということになる。そこまでの力を持った組織があると仮定した場合、一番初めに疑うべきは国連と繫つながっている国か組織だ」

「マ………マジか。私たちに勝ち目ってあるの？」

「………わからない。ただ太陽主権戦争の進行次し第だいでは、国連機関と繫がりを持つ事ならできるかもしれない」

「主権戦争って、このゲームで？　このゲームで繫がりを作るの？」

「ああ。特に〝蛇へび遣つかい座〟のアスクレピオスの所有者か、或いはアスクレピオス本人を探し出さなきゃいけないと思ってる」

　蛇遣い座のアスクレピオス───ギリシャ神話で医術・医い療りようを始めた偉い人じんと語られている人物だ。

　しかし如何どうしてその人物が国連と繫がるのかが見えてこない。

　そこで焰は携けい帯たい電でん話わを取り出して保存しておいた画像をめくっていく。

「以前、精せい霊れい列車で女王と話をしたときに聞いたことがあったんだ。〝外界で過去の伝承を基もとに旗印シンボルを掲かかげている組織は、箱庭の影響を受けやすい〟って。もしその話が本当なら………国連がモチーフにしている星座の主権を手に入れれば、何かしらの影響力を持てるかもしれない」

　これを見てくれ、と鈴華たちに画像を見せる。

　液えき晶しよう画面に映っていたのは国連機関が掲げる旗印の一覧。

　その中に〝蛇へびの杖つえ〟をモチーフにした機関が存在している。

　鈴華は焰が何を言いたいのか察し、大きく手を叩いた。

「星座をモチーフにした国連機関………そうか、世界保健機関！　ＷＨＯだな!?」

「そう！　ＷＨＯがモチーフにした〝蛇の杖〟は一三番目の黄道星座とも言われていて、太陽の主権とも関かかわりがある！　このゲームに所有者が参加している可能性は高い！」

　ＷＨＯは国連機関の中でも極きわめて重要な中ちゆう枢すう機関の一つ。

　地球上から天てん然ねん痘とうの完全撲ぼく滅めつを成し遂とげたというその偉業は、人類史全体を鑑かんがみても類を見ない功績と称たたえられるべきものだ。

　そのＷＨＯに何らかの関かん与よが出来るなら事態を動かすきっかけになるかもしれない。

「じゃ、じゃあ、〝蛇遣い座〟の所有者を探し出して、協力を得られれば───!!」

「………そんなもん、探す必要もねえよ」

　盛り上がる二人の会話に起こされたのか、十六夜が焰の後ろから現れる。

　焰は跳とび上がって驚いた。

「イ、イザ兄!?　起きても大丈夫なのか!?」

「問題ない。リーダー様のおかげで熟じゆく睡すいできた。春日部にはあとでお礼参りしないとな」

　真顔で物ぶつ騒そうなことを言う十六夜。

　本気で怒おこっているときのテンションだと気が付いた一同は一瞬だけひやりとしたが、十六夜は殴なぐられた鳩尾みぞおちを触さわりながらムスッとした顔で首を横に振る。

「まあ、殴り倒たおされるくらい弱ってたのも確かか。癪しやくだけど今回はリーダー様の顔を立ててやるよ」

（ほっ………）

　黒ウサギは安心したように胸をなでおろす。

　焰のメモを見た十六夜はすぐにそちらに興味を移した。

「ふぅん………俺が寝てる間に面白い考察してるじゃねえか。こういう観点から箱庭の世界を考察したことはなかったな。興味深い」

「そ、そうか？」

「ああ。又また聞ぎきの考察でよく此こ処こまで漕こぎつけたもんだ」

　羊皮紙を読む十六夜の眼まなこは真しん剣けんだ。焰の様に全く専門分野が違ちがう人間の視点から見た箱庭の世界は新しん鮮せんなのだろう。

　焰は頭を搔かきながら照れ臭くさそうにそっぽを向いている。

　半ばまで読み終えた十六夜は、顎あごに手を当てて含ふくみ笑いを浮かべた。

「なるほどな………それで世界保健機関の話になるわけか。筋は通ってる」

「ああ。頭は回ってるみたいだな、イザ兄」

「いやはや睡すい眠みんはマジで大事だと実感するね。おかげさまで意識もしっかりしてるぜ。………尤もつとも、この調子なら焰のプランで進めても問題なさそうだな」

　ドサ、と十六夜は胡坐あぐらをかいて焰の隣となりに座る。

　ヤハハと笑いながら羊皮紙を叩く十六夜に対し、焰は表情を硬かたくする。

「なんだよ。イザ兄にはプランはないのか？」

「あるにはあったが、この情報を見てこの件の立案は焰に任せたほうがいいと思った。環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうを沢山建てて、世界を救いましょうって話だからな。地元で頑がん張ばってきたお前向きの案件だ。プランはあるんだろ？」

「ま、まあ、無いこともないけど。プランと呼べるほどのものでもないというか、人任せな部分がかなりあるというか。本当に俺が考えたプランでいいのか？」

「何度も言わせるなよ。今回は焰が考えなきゃ事態が動かない。俺は敵を倒すことは出来るが、事態を解決に導く力は持っていない。粒子体研究の最前線で必死に闘たたかってきたのは焰だろ？　そのお前が音おん頭どをとらなくてどうする」

　十六夜は指示を出せと言外に訴うつたえている。

　普ふ段だんの十六夜なら自分で考えて行動していただろうが、今回は土俵も畑も違いすぎる。何より箱庭の世界に召しよう喚かんされていたことで世情に疎うとくなっている。

　情報の欠落によって致ち命めい的てきなミスを犯おかすこともあるだろう。

　己おのれの世界で努力してきた焰だからこそ出来ることがあるはずだ。

　兄である十六夜が弟である焰に〝従うから指示を出せ〟と言っている以上、後は焰の覚かく悟ご次第だ。

「………わかった。かなり突とつ拍ぴよう子しも無いプランだけど、本当に従うんだな？」

「だからそう言ってる」

「釈天も協力してくれるんだよな？」

「無論だ。外界で起きていることは太陽主権戦争の勝敗とは無関係だからな。可能な限り手を貸そう。………その、なんだ。五億円の件もあるしな」

「馬ば鹿か。冗じよう談だんを何時いつまでも真に受けんなよ」

　笑えみを作った焰は、大きく息を吸って深呼吸をする。

　事態の収束に動き出しているのは焰たちだけじゃない。

　異世界の住人や神々までもが人類の為ために働きかけ、そして心を砕くだいてくれている。ならば音頭を取るべき焰が二の足を踏ふんでいる場合ではない。

　今こそ西郷焰自身が動き出す時だ。

「………よし！　じゃあまず釈天からだけど。俺が昨晩のうちに書いたこの三枚の手紙を、今から話すとある人たちに届けて欲しい」

「手紙を？」

「ああ。この状じよう況きようを打破するには絶対にこの三人の力が必要になる。そしてこの人たちが力を貸してくれるなら勝利条件は限りなく整ったと言ってもいい。………逆に言うと、この三人の協力がなければ世界を救うことなんて絶対に不可能だ。此処ですっころんだら洒落しやれにならないから大事に扱あつかってくれ」

　羊皮紙のスクロールという現代では一風変わった手紙を三枚預かる釈天。手紙に使えそうな紙が羊皮紙しかなかったのが無念でならない。

　釈天に手紙を頼たのんだのは、神王である彼なら外界への行き来が可能だと判断したからだろう。

　それに焰が言うような重要人物ならば今後は護衛も必要になってくる。

　十六夜は興きよう味み津しん々しんといった顔で問う。

「焰にしては随ずい分ぶんと信しん頼らいしてる奴やつがいるんだな。何処のお偉えらいさんだ？」

「いや、信頼してるのは一人だけ。他ほかの二人とは会ったこともない」

「オイ。そんな人物に手紙を届けろというのか？」

「それについては後で説明する。───まず一人目だけど、この人については釈天も知っている財界人だ」

　二人が釈天を見ると、彼も腕うでを組んで考え始める。

「俺の知っている重要人物で財界人………ん？　もしかして、エヴリシングカンパニーの会長か？」

「そう。彩あや鳥との親父おやじさんでもあり、粒りゆう子し体研究をずっと推進し続けてきた人でもある。環境制御塔計画も前向きに考えてくれている数少ない財界人だ。他の重要人物とのパイプ役にもなってくれるだろうし、この人だけは絶対に守らなきゃいけない」

　西郷焰と同じく、この人物がいなければ星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの研究開発は始まらなかった。今回の鍵かぎを握にぎる最重要人物の一人であることは間違いない。

　失えば替かえの利きかない人物でもある。

「ただ………状況証しよう拠こしかないけど、会長が裏切り者の可能性は低くない。少なくともエヴリシングカンパニーから情報が漏もれてるのは確かだ。身辺警護と調査を同時に出来る人を一人付けて欲しい」

「わかった。なら十二天の中でも一番信頼できる男を護衛に付けておこう。本当は太陽主権戦争に出場する予定だったんだが、諸事情で棄き権けんせざるを得なくなった奴がいる。アイツならよほどのことがない限り大だい丈じよう夫ぶだ」

　力強く頷うなずく釈天。

　神王である彼が一番信頼できるとまで称しようするとは尋じん常じようなことではない。

　最重要人物の警護を任せるに足る人物なのだろう。

　十六夜も反論することなく顎に手を当てて賛同した。

「環境制御塔計画の推進者───まあ、最初に押さえておくのは当然だな。俺の見解でも〝計画推進者〟〝計画の財源〟〝世せ界かい最さい高こう峰ほうの権けん威い〟を持つ三人は押さえたいな」

「………権威？　そんなものが世界を救うのに必要なのですか？」

　横で話を聞いていた黒ウサギが首を傾かしげる。

　十六夜は掌てのひらを振ふってヤハハと笑った。

「甘いなあ、黒ウサギ。権威はどんな状況でも役に立つぞ。環境制御塔建設用の土地の借用に、資金集めに、大義名分。全部権威があれば高確率で解決する。そうだろ焰？」

「ああ。それに俺たちの最終目標は世界中に粒子体をばらまくことだ。人体への影えい響きようや宗教上の理由を盾たてに、壮そう絶ぜつな反対運動が起こることは目に見えている。そういう人たちを不安にさせないように、少しでも受け入れてもらうために、巨きよ大だいな権威の後ろ盾が必要になると思うよ」

　焰の説明に、鈴華が手を打って頷く。

「そっか。殆ほとんどの人にとって粒子体は〝わけのわからない物質〟だもんね。ちゃんと勉強しようって人は圧あつ倒とう的に少ないだろうし。安全性を信じてもらう為にも偉い人の保証が欲しいってことかいな」

「な、なるほど………！　箱庭でも主神や星せい霊れいなどの大いなる方々に安全を保証してもらえれば安心して物事に臨のぞめます。それと同じことですね！」

「そういうこと。………とはいえ、俺たちの要求するレベルの権威と影響力を持つ人物となると、世界全土を見み渡わたしても一人、条件付きで三人くらいだな」

　黒ウサギと鈴華は思わず顔を見合わせた。

　それはつまり、実質一人しか候補がいないということだ。

　十六夜の中では既すでに〝世界最高峰の権威〟について答えが存在していることになる。

　焰も同じ答えだったのか、やや緊きん張ちようした面おも持もちで頷く。

「考えることは一いつ緒しよみたいだな、イザ兄」

「というか真っ当に考えれば一人しかいねえだろ」

「だ、誰だれのこと？　鈴華さんも知ってる人？」

「知ってる知ってる、なんならテレビで見たこともある。日本人でも九割は知ってるくらい超ちよう々ちよう級きゆうの有名人だよ。………ほら、箱庭に来る前に、鈴華がラテン語の辞書を片手にずっと見ていたサイトがあるだろ。其そ処このトップページに載のってた人だよ」

　指し摘てきされた鈴華は顎に手を当てながら記き憶おくを辿たどる。

　鈴華がラテン語翻ほん訳やくを熱心にしていたのは、ローマ教皇庁の運営する秘密文書保管所のことだろう。

　現在、ローマ教皇庁の秘密文書保管所のトップページに載っている人物は───

「───……は？　え、は!?　ちょ、ちょっと待って[image: !!?]　まさか二人が言ってる世界最高峰の権威って───ロ、ローマ教皇様のことなの[image: !!?]」

「なんですと[image: !!?]」

　黒ウサギまでも驚おどろきでウサ耳を跳はねさせる。

　だが此こればかりは他のメンバーが同席していたとしても同じ反応になっただろう。

　まさか何の捻ひねりも比ひ喩ゆもなく、世界最高峰の権威を持ち出してくるとは思ってもいなかった。

　確かにローマ教皇に匹ひつ敵てきする権威となれば王室か皇室くらいしかない。

　世界に数人しかいない最高権威を持つ人物の一人である。

「正解だ、鈴華。流石さすがにヒントを出しすぎたか」

「いやいやいやいや、本気かブラザー[image: !!?]　今まで色んな無む茶ちやを聞いてきたけれど今回は冗談じゃ済まされないよ!?」

「本気だ。そして現実的に考えてもローマ教皇の協力無くしてこの問題は解決しない。それに王室や皇室じゃなくローマ教皇を候補に挙げるには訳がある。思いつきで話してる訳じゃない」

　焰はギフトカードから世界地図を取り出し、各国の人口数を記入し始める。

「箱庭の話を聞いて疑問に思っていたことがある。神しん霊れいの成り上がりに必要な功績って、〝一定数以上の信しん仰こう〟なんだよな？」

「それがどうした？」

「だけど箱庭が認にん知ちしている〝世界最大の宗教〟はキリスｔ」

「ん？」

「あ、悪い」

　コホン、と咳せきをしてテイクツー。

「改めて言うけど、箱庭が認知している〝世界最大の宗教〟ってキリ〇ト教らしいんだよな」

「？　それっておかしなことなの？」

「おかしくはない。おかしくはないが、何を基準にしているのかという点について疑問が残る。〝世界最大の宗教〟＝人口数という意味なら、キ〇スト教より人口数が多い宗教は存在しているはずだろ？」

「そ、そうなの？」

　焰が口にしているキリス〇教とはローマカトリック教会のことを指しているのだろう。

　日本では同一視されることが多いものの、世界的に見ればプロテスタント教会はローマ教皇庁を頂に置くカトリックとは違ちがう、別の宗教組織とみなされることが多い。

　プロテスタント教会は場合によっては新教などとも呼ばれる事があるという。

　カトリックとプロテスタントを異なる宗教とカウントした場合、信者の人口数は二位に転落する。

「そこで思ったんだ。箱庭の認知してる〝世界最大の宗教〟の条件は人口数ではなく、

〝世界的影響力〟なんじゃないか？」

　ほう、と十六夜と釈天が興味深そうな声を上げる。

「それは新説だな。神王様は？」

「ふむ………実は俺も昔、その説について考えたことがあった。神霊に力を与あたえるものは信仰だというのが定説だが、箱庭という場所をロジカルに繙ひもといた場合、信仰や畏い怖ふよりも遥はるかに高効率で巨大な力を得る方法がある」

　恐おそらく、神霊が力を得る方法は大きく分けて二つのプロセスが存在する。

　ロジカルに繙く場合、恐らくこういう手順を踏んでいるはずだ。




　①信者が増加する＆畏怖の対象となる＝信仰が増加する＝神霊として成立。

　②信者が増加する＝世界に与える影響力が巨大になる＝巨大な〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟が発生＝神話的宗教観がそのまま人類の転換期の一部として取り込まれる為、存在確率が急激に上じよう昇しようする。




「そう───神霊の持つ最大のパワーソースは信仰ではなく、この〝歴史の転換期〟だったんだ」

　立体交差並行世界論によって裏付けされた、異なる宇宙と宇宙の境界を繫つなぐ収束点。此こ処こには想像もつかない巨大な力の渦うずが存在している。神霊の中で強弱があるのは歴史の転換期にかかわっているか否いなかが境目なのだろう。

「そして〝歴史の転換期〟は世界的影響力が巨大であれば人じん為い的に作り出すことが出来る。実際、キ〇スト教は歴史上で幾いくつもその成功例を出してきた」

「故ゆえにキリス〇教は強大なわけか。歴代のローマ教皇が一言告げるだけで国の進退が傾かたむくような収束点を作り上げられるほど、奴らは影響力を持っていたのだからな。これほどの力を持った神話・宗教は他ほかに存在しない。間違いなく、ローマカトリックは全神話の中で最大の力を持つ神群だろう」

　そして現代においても、ローマ教皇の影響力は計り知れない。

　ローマ教皇から〝粒子体は神の教えに背そむく物ではない〟という保証を貰もらい、尚なお且かつ論ろん拠きよを提出できれば、西側の国は一挙に環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうの開発に賛同するはずだ。

「そして………この論法で行くと、クリシュナやアルジュナにも同じ様に影響力を発揮する力があるはずだ。可能ならあの二人にも力を貸して欲しい。信者人口が世界でも屈くつ指しのヒンドゥー教・仏教系の力は絶対に見過ごせない。その中でも強く支持されている二人が手を貸してくれるなら、信者の人たちに今人類に起きている窮きゆう地ちに立ち上がってもらう方法があるかもしれない」

「だからギリギリまで仲間に引き込む方法を模も索さくしていた………か」

　前日───クリシュナと話していた時、西郷焰はこう述べていた。

〝クリシュナの名が必要なんだ〟と。

　あれは世界を動かすため、ヒンドゥー教の指導者として現代に降臨して欲しいという意味だったのだ。

「クリシュナの説得について、俺はまだ諦あきらめてない。俺たちと同じ難題に挑いどみ、同じ未来を案じているなら、俺たちは同志になれるはずだ。抜ばつ本ぽん的解決策さえ提示できれば、俺たちの方法に力を貸してくれるに違いない」

　拳こぶしを握り締しめ、己おのれに言い聞かすように呟つぶやく。

　だがこの提案には全員が難しい顔をした。

　特にクリシュナを名乗る青年と対たい峙じした十六夜の表情は硬かたい。

　あの男はきっと………どんな言葉を耳にしても止まらない。

　クリシュナは己の権能の一つに未来視があると告げていた。

　伝承では未来のみならず過去・現在・未来の全すべてを見通すことが出来た救世主とされているが、化け身しんである彼には未来視しか与えられなかったのかもしれない。

（……………、）

　救世主思想の発ほつ端たんとなったとされるクリシュナ。

　箱庭でも第二ふた桁けたの階層に食い込むのは間ま違ちがいないだろう。

　そのクリシュナから未来視を預けられた少年が、他の方法を議論しようとした十六夜たちにこう告げたのだ。




〝───そんな未来は存在しない〟、と。




（………大問題だよなあ、コレ。つまり俺たちがやらなきゃいけないことは、未来視でも視えない未来を摑め、ってことだろ？）

　未来視で見えないということは文字通り可能性は０ということだ。

　試行錯さく誤ごしたから如何どうにかなるというものでもないだろう。

　そんな危険な試みにクリシュナが乗ってくるとは到とう底てい思えない。

　十六夜は苦笑いを浮うかべて首を横に振るしかなかった。

「それについては今後の努力次し第だいというところだな。

　───話を進めよう。三人目は誰だ？　計画の資金源なら一人に絞しぼる必要はないが、如何しても引き入れたい奴やつがいるんだろ？」

「うん。この三人目を引き入れることが出来れば、芋いもづる式にローマ教皇の協力を得るのはそんなに難しいことじゃないはずだ」

　今度は十六夜も驚いた。

　三人目の詳しよう細さいはまだ十六夜も推測が立っていない。

　何せ永久機関に出資したいと考える人間なら山の様に存在している。

　その中から信しん頼らいできる相手を相談しようと考えていた。

　だが焰は既に目星をつけているだけではなく、教皇とのパイプ役としての役割も既に見つけているという。

「随ずい分ぶんと大きく出たな。教皇は普ふ通つうならとてもじゃねえけど会える相手じゃないぞ。もし会えるのなら俺だって少しは猫ねこを被かぶっちまおうかと思える相手だ」

「わかってる。その人物自身がローマ教皇とパイプを持っている可能性が極きわめて高いから推すい薦せんしてるんだ」

　如何やら焰は本気で言っているらしい。

　十六夜は真顔になったまま身を乗り出し、焰を怪け訝げんな瞳ひとみで見る。

「………本気で言ってるのか？　公共の場で会うのとはわけが違う。今だから言うが、金糸雀に頼たのみ込んでも会えなかった相手だぞ？」

「え、マジ？」

　焰も思わず素すで返してしまう。黒ウサギと鈴華も同じ様子だ。

　だが焰は首を横に振ふって咳せき払ばらいをし、

「ま、まあ、絶対大だい丈じよう夫ぶかと聞かれたらちょっと不安はあるけど………その三人目を取り込めれば、九く分ぶ九く厘りん、会うだけなら会えると思う」

　もし本当にローマ教皇に会う方法があるのなら協力を申し込むまでの難易度はそこまで高くない。後は信頼を得る手段を考案するだけだ。

　十六夜は懐かい疑ぎ的な顔をしていたものの、指示に従うと言ったのは彼である。焰の計画が破は綻たんしたとしても自分がフォローすればいいかと考えを改め、話の続きを促うながす。

「じゃあ残りの一人───〝計画の財源〟と成り得るスポンサーだけど。これは只ただの金持ちじゃ駄だ目めだし、マフィア関係も絶対に駄目」

「なんだ、じゃあチャイニーズマフィアとかも駄目なのか？　華か僑きようのお偉えらいさんで一人心当たりがあるんだが………」

　ブッ、と飲みかけのお茶を吹ふき出す焰。

「ば、馬ば鹿かか、駄目に決まってるだろ!!　環境制御塔は表向き第三種永久機関なんだぞ！　マフィアやヤクザのような反社会的勢力の出資を許したら、その連中にもエネルギー利権を譲じよう渡とすることになる！　人類全体の運営にそんな奴らが関かかわってくることになれば未来に禍か根こんが残るわッ!!」

「おお、そりゃ駄目だ。エネルギー利権が関わってくる以上、信頼できる人間に大株主になってもらわないと不味まずいってことか」

「当たり前だっての。………まあマフィアとは別の路線で、華僑のお偉いさんとのパイプは欲しいな。後で詳くわしく聞かせてくれ」

　コホン、と咳せき払ばらいして話を戻もどす。

「必要な条件は、エヴリシングカンパニーの他にも出資・研究・開発の三つに携たずさわれる大金持ちで、俺たちが信頼できて、尚且つローマ教皇にパイプを持つ人物になる」

「うわあ、都合がいい人だな！」

「ほ、本当にそんな人がいるのですか？」

　もし居たとしても、一体どこでそんな情報を手に入れる暇ひまがあったのか。

　焰は携けい帯たい電でん話わを取り出し、メールボックスを開く。

「釈天とイザ兄には言ったよな。病原菌きんを解決したことで、粒りゆう子し体の出資者スポンサーが大量に名乗り出てきたって。その企き画かく書しよと共にこんなシンボルを添てん付ぷしてきた〝Figure out〟って名前の架空会社があった」

　液えき晶しよう画面を覗のぞき込む十六夜たち。

　焰が取り出した液晶画面の中心には、〝王おう冠かん〟〝二つの鍵かぎ〟〝三つの円形〟のシンボルマークが映っている。

　このシンボルに逸いち早はやく気が付いたのは、意外にも鈴華だった。

「王冠と二つの鍵？　このシンボルマークって、メディチ家の家か紋もんじゃない？」

「メディチ家………でございますか？」

「うん。ルネサンス期に活かつ躍やくした超ちよう大金持ちでしょ？　著名な芸術家たちを支えた投資家としても有名で、レオナルド＝ダ＝ヴィンチやミケランジェロとかを支し援えんして、芸術と学術の時代を作り上げた一族だよね。夏休み前の期末試験にも出てきたよ」

「流石さすがは生徒会長。学年次席は伊達だてじゃないな」

「はっはっは、学年首席に言われると腹立つね！」

　青筋を立てて笑う鈴華。

　メディチ家───芸術の時代・ルネサンス期を支えたという名家。

　彼らは人類史上屈指の資産家としてその有り余る財力を使い様々な文明開化に寄き与よしたと伝えられている。失われた伝承・神話を芸術や文学に取り込むことで文明復古を起こしたという一面も持つ一族だ。

　文学にはメディチ家自体をモデルにするものも多くあり、有名なところでは巌がん窟くつ王おうの手にした莫ばく大だいな隠かくし財産はメディチ家の隠し財産をモデルとしたのではないかとも言われている。

　その有り余る財力で遂ついにはヨーロッパ列国と肩かたを並べるほどの国際的影えい響きよう力を得たという、伝説の大金持ちの家紋。
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　その家紋が、この架空の会社から届いたという。

　何かしらの関係性を疑うのは当然なのだろうが、現在のメディチ家は───

「ちょっと待て焰。話の腰こしを折って悪いが、メディチ家は世よ継つぎに恵めぐまれず、一八世紀に一族が絶えて断絶したんじゃなかったのか？」

「俺も学校じゃそう習っていたけれど、財界人や政界人の間では違ちがったらしい。此これは彩鳥の親父おやじさんから聞いた話なんだが───」

　伝説的資産家として名を馳はせたメディチ家の歴史は数百年にも及ぶ。

　その長い歴史の中で幾いく度どとなく文明開化に携わってきた彼らは、人類文明が進むにつれ、その巨きよ大だいすぎる資産と存在を危険視されるようになっていた。

　試行錯誤の中で彼らが導き出した答えこそ───メディチ家そのものを表おもて舞ぶ台たいから抹まつ消しようさせ、生き残った末まつ裔えいは世界の裏側から干かん渉しようするという方法だったのだ。

「以後、彼らは名を隠し、人類史がターニングポイントに入る時にだけ姿を現した。アルフレッド＝ノーベル、トーマス＝エジソン、ニコラ＝テスラ、アルベルト＝アインシュタインといった天才的発明家たちが出現した時も、陰かげながら支えていたという話だ」

「へえ………！　そりゃ凄すごいな。つまり文明の開かい拓たく者たちを支援し続けた陰の功労者が、次は焰に支援を持ち掛かけてきたってわけか」

「そういうこと。そして彼らが本物のメディチ家だとしたら、ローマ教皇に会うのも難しくなくなる」

「………へ？」

「きゅ、急に話が飛びましたよ？　今の話で如何してローマ教皇に？」

　鈴華と黒ウサギが疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　だが十六夜は何かを察したらしい。

　王おう冠かんと二つの鍵を指さした十六夜はニヤリと笑って因果関係を告げる。

「そうか………王冠と二つの鍵の旗印！　この二つはメディチ家の家紋であると同時に、バチカン市国の旗印だ！」

「っ───!?」

「それだけじゃない！　メディチ家は過去にローマ教皇を輩はい出しゆつしていて、その時に改正された旗印がメディチ家の〝王冠と二つの鍵〟の旗印！　この旗印を今も尚なお使っているということは、メディチ家とローマ教皇庁の繫つながりはまだ消えていないことになる！」

　この王冠と二つの鍵はそれぞれ正式な名めい称しようが存在する。

　王冠は三重冠、或あるいは教皇冠とも呼ばれ、かつては戴たい冠かんの儀ぎ式しきにも用いられたという。

　王冠の三重構造は神の造りたもうた世界の縮図・及および教皇の権けん威いを表している。

　そして二つの鍵は〝ペテロの鍵〟と呼ばれ、天上の国・地上の国・地底の国に繫がる門を開くために使われるという二つの鍵を意味する。有名なものだと、ジャック・オー・ランタンの逸いつ話わで生と死の境界を預かるペテロが彼を裁くという物がある。

　此れこそが箱庭でも数えるほどしか存在しない〝世界の境界を開く〟伝説の鍵。

　黄金の女王〝クイーン・ハロウィン〟の持つ権能に匹ひつ敵てきする召しよう喚かん能力を秘ひめているこの鍵の片割れは、最も幼い蒼あおき星の落とし仔ごに預けられているという。

「そして決め手は企画書を提出してきた架空の会社〝Figure out〟。名前通りの意味なら、彼らは俺にこう言いたいんだろう。つまり───」




　───我われ々われを、〝見つけ出せFigure out〟───




　全すべての鍵を提示した途と端たん………小屋の中に静せい寂じやくが訪おとずれた。

　焰の考察に異を唱える声はない。

　メディチ家が焰に接せつ触しよくを求めているこの状じよう況きようを利用すれば、ローマ教皇の協力に漕こぎつけることも、莫大な資金源の問題も、全て決着がつく。

　一年も経たたないうちに環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう計画の下地を整えるのも夢ではない。

　まだ机き上じようの空論ではあるが、今後の指針としては限りなく理想的なプランである。

「す………凄い凄い！　凄いぞブラザー！　話を聞いたときは絶対に不可能だと思っていたけれど、此れなら本当に何とかなるかもしれない！」

「ま、まあ、まだメディチ家が本当に信頼できるパートナーなのかまではわからないけどな」

「だとしても、プランの土台作りとしては悪くない。思っていた以上にしっかり作りこんできたじゃねえか。これならすぐに動き出しても問題はない」

　ヤハハと笑って焰の頭をガシガシと鷲わし摑づかみにする十六夜。

　焰はムッとしながらその手を払はらい、コホンとワザとらしく咳せく。

「もし本当にメディチ家とローマ教皇が俺たちの事業を支持してくれれば事態は一気に傾かたむく。国際的な影響力を俺たちが持ち始めれば他ほかの組織が裏で動く必要も無くなるはず」

「〝蛇へび遣つかい座〟の所有者はそれまでに見つけないとね」

「おうさ。俺たちがアトランティス大陸でやるべきはまずそこだな。気合い入れていくぞシスター！」

　使命感に燃える焰と鈴華。

　曖あい昧まいな表情で十六夜を見る黒ウサギと釈天。

　十六夜は底意地の悪そうな笑えみを作って肩を竦すくめた。

「まあ、〝蛇遣い座〟が手に入ればＷＨＯに何らかのアクションを取れることは間ま違ちがいない。敵の組織の全容も見えてくるかもな」

「そうさ！　目的が同じ環境制御塔の建設なんだから敵とも争う理由が無くなり、国連機関とも一いつ致ち団結！　人類みんなで解決に力を尽つくせるようになるはずだ!!」

　ガバ！　と右みぎ腕うでを挙げて声を上げる焰。

　最後の流れはかなり希望的観測が含ふくまれていたものの、人類全体の協力というのは最終的には必要なことでもある。

　如何どうしても環境制御塔を建てなければならない事情があることを、なるべく穏おん便びんに受け止めてもらわねばならない。

　ローマ教皇を巻き込むのは、その為ためのプランでもあるのだから。

「一回戦が終わるまでまだ一週間以上ある。その間に釈天はその三人に手紙を渡わたしてほしい。順序はわかるよな？」

「ああ。先まずはエヴリシングカンパニーの会長からだな」

「可能なら俺たちが戻るまでにメディチ家について調べておいてくれ。ローマ教皇への手紙は仕事や依い頼らいの関係で万が一接触する機会があるなら、って事で預かっていて欲しい」

「勿もち論ろん引き受けよう。………俺はそろそろクリシュナを連れて精せい霊れい列車に戻るが、十六夜からは何かあるか？」

　釈天は立ち上がると十六夜に視線を移す。

　しばし考えた十六夜は、外界で買った最新機種の携帯電話を取り出した。

「焰たちはスマホで会話してたよな。俺のスマホも会話できるようにしてもらえないか？　可能なら外界の様子を逐ちく一いち知りたい」

「それは俺の領分ではない。箱庭で使うなら女王に頼たのむしかないだろう。代行者権限ゲストマスターはまだ残っているか？」

　釈天の問いに、焰は僅わずかに首を傾かしげる。

「代行者権限ゲストマスターって、あの出資者に力を借りる権利のことか？」

「そんな名前だったんだな」

「ＹＥＳ！　ゲーム中に出資者から支援を得られる特権のことでございますね。これらは全ゲームを通して五回まで行使可能です」

「既すでに焰は一つ使っているわけだから、残り四回。如何する？」

「うーん………外界や遠えん距きよ離りの仲間と連れん絡らくが取れるようになる利点は大きいよな。彩鳥たちの状況も気になるし」

　携帯電話を持っているのは十六夜、焰、鈴華、彩鳥の四人。

　彼女たちと常に状況を確かく認にんし合えるなら、安全確認の為にも一つ権限を消費してしまうのはありかもしれない。

「………そうだな。今後のことを考えても、連絡できるようにしておこう」

　契約書類ギアスロールを取り出した焰。

　女王の代行者権限を使い、彩鳥たちと連絡を取ることにした。




　　　　＊




　───そして同時刻。

　通話に出た彩鳥は状況を悟さとり、緊きん迫ぱくした表情になっていた。

「では………あの女性はローマ教皇庁から送り込まれた参加者プレイヤーか、或いはメディチ家の人間という事ですね？」

『そういう事だな。まさか主権戦争に乗り込んできているとは盲もう点てんだった。俺たちの時代から、俺たち以外の召喚者が現れている可能性も十分にあり得るわけか』

　当然と言えば当然の可能性だった。

　しかしこの段階で会えたのはむしろ幸運だと言える。

「わかりました。見つけ次し第だい、すぐに接触してみます」

『頼んだぜ。エヴリシングカンパニーのご令れい嬢じようでもなければ簡単に話せる相手じゃない』

「わかっています。うまく事を運べるように力を尽くしましょう。───ああ、丁度いい機会です。私たちが手に入れた碑ひ文ぶんの模写も確認していただいていいでしょうか？」

　望むところだ、と笑う十六夜。

　量が量なので写真で送ることにした彩鳥は手早く模写を写真に収めて送る。

　飛鳥はその様子を興味深そうに眺ながめていたが、他人の道具を気軽に貸して欲しいと言い出すのははしたないと思いなおして一歩下がる。

　彩鳥はその様子に気が付いていたものの………敢あえてスルーする。

「送りました。画像の解像度は問題ありませんか？」

『良好良好。さて、碑文にはなんて書いてあるかね？』

　しかし───十六夜が内容に目を通そうとした途端。

　カタカタと音を立てて、住居の食器が揺ゆれ始めた。

『………地じ震しんか？』

　少しずつだが徐じよ々じよに大きくなる地震。

　鈴華は即そく座ざに居間を出てアルビノの少女を抱だき上げ、何時いつでも外に出られるように構える。際限なく大きくなり続ける地震は家屋を倒とう壊かいさせるほどに膨ふくれ上がった。

「す、凄い揺れです！　そちらは大だい丈じよう夫ぶですか!?」

『似たようなもんだ！　一いつ旦たん切るぞ!!』

　とてもではないが話してはいられない。

　迷めい宮きゆうが崩ほう落らくし始めた彩鳥たちは即座に判断しなければならないことがある。

「如何する!?　奥に進むか、外に逃にげるか!?」

「春日部さんを置いていけないわ！　最悪の場合はメルンがいるから何とでもなる！　今は奥に進みましょう！　上うえ杉すぎさんは地上に戻って退路を確保して！」

「わかった！　お前たちは階段まで走れッ!!」

「ぼ、僕を置いていくなよ!?　もう生き埋うめは嫌いやだかんな！」

　上杉女じよ史しは申しん公こう豹ひようを担かついで走り出し、白びやく額がく虎こはその後ろに続く。

　一方、地上にいる十六夜たちも動き出した。

　借りた住居は既に軋きしみを上げて倒壊寸前だ。此このままでは間に合いそうに無いと判断した鈴華はアルビノの少女を抱きしめたまま空間跳ちよう躍やくで外に出る。

　外に出た焰は緊迫した様子で十六夜に叫さけぶ。

「不味まずい………！　イザ兄！　パラシュラーマさんが寝ねてる小屋に行ってくれ!!」

「ああ!?　場所はどこだ!?」

「集落の入り口に一番近い場所！　倒壊した音がした、すぐに行ってくれ！」

　十六夜が走り出すと同時に、天地を揺るがすほどの大だい爆ばく発はつが轟とどろき渡る。

　遥はるか遠方に聳そびえる巨きよ大だいな火山を中心に───竦み上がるほどの大だい噴ふん火かが起きたのだ。

　噴ふん煙えんは瞬またたく間に雲まで届き空を焦こがし、陽光を遮さえぎるほどに広がっていく。その情景は正に星の息い吹ぶきと喩たとえるのが相応ふさわしい。その巨大な力の奔ほん流りゆうにより何百㎞も離はなれているこの集落にも燃える落石が降り注いできた。

　燃える落石がパラシュラーマが休んでいた小屋を直ちよく撃げきしているのを確認すると、十六夜は髪かみを逆立たせて瓦が礫れきを蹴けり飛ばした。

「クソ、無事かパラシュラーマ!?」

「───……っ」

　瓦礫の中からパラシュラーマを見つけ出した十六夜は彼女に意識がないことに焦あせった。外傷らしい外傷は見られなかったが、元より身体からだが弱っていたのだ。

　粒りゆう子し体の暴走を食い止めてからはずっと寝たきりで碌ろくに食事もとれておらず、今の落石で病状が悪化した可能性は十分にある。

「オイどうなんだ!?　気を失ってんのか、それとも寝てるのか[image: !!?]」

「………グゥ」

「グゥって口で言ってるだろ。しっかり起きてんじゃねえか[image: !!!]」

　頭を叩はたく十六夜。

　外傷が全く無いから怪あやしんでいたが、まさか本当に寝たフリをしているとは太ふて々ぶてしいにもほどがある。パラシュラーマは後ろ髪がみを搔かき上げ、やはり辛つらそうに冷や汗あせを垂らしながら起き上がる。

「許せ小こ僧ぞうよ。ワシも先ほどまで気を失っていたのだ」

「だったら素す直なおに返事しろ。次やったら海に叩たたき込むぞ」

「うむ、善処しよう。ところで質問なのだが───其そ処こにおる異形について、小僧は何か知っておるか？」

　何？　と視線を上げる十六夜。

　噴煙を上げる落石はまるで卵の殻からを破るかのように変容していき、赤黒い肌はだの怪かい物ぶつが現れる。額に浮うかぶ一つ目が瞼まぶたを開くと手元に転がる瓦礫を一心不乱に貪むさぼり始めた。

　瘦やせ細っていた身体は見る見るうちに質量を取り込んで膨らんでいき、十六夜の五倍はあろうかという巨きよ体たいにまで成長した。

　始まりこそ泥どろ人形のようだったが、赤黒い肌はすぐに血が通い始め、一つ目には僅かな知性が宿り始める。

　単眼の巨人───十六夜は即座にそれが何かを察した。

「………へえ。サイクロプスって奴やつか？」

「ほう。これがギリシャの巨人族か。ワシの知っとる巨人族より幾いく分ぶんか理知的じゃな」

　顎あごに手を当てながら物もの珍めずらしそうな顔をするパラシュラーマ。

　巨人族の伝承は世界各地に点在しているものの、その生態は神話によって大きく異なる。永い間眠ねむりに就ついていたパラシュラーマにとって巨人族そのものが珍しいに違ちがいない。

　歩み寄って話しかけに行きそうな安あん穏のんさだが、相対しているサイクロプスはそうではない。

　獰どう猛もうに牙きばを剝むいて二人を睨にらむサイクロプスは、竦み上がるような雄お叫たけびを上げた。

「オオオオオオオオォォォォォォォ───[image: !!!]」

　瞳ひとみから放たれる熱線。直線上に在る物を容よう赦しやなく薙なぎ払はらう魔まの視線は火柱を上げて集落を焼き滅ほろぼしていく。

　死の鎌かまを振ふるうように熱線を四方八方に放つサイクロプスだが、十六夜とパラシュラーマに臆おくした様子はない。

　十六夜は巨人族以上に獰猛な笑えみを浮かべ、

「ハッ───しゃらくせえ[image: !!!]」

　熱線が二人を捉とらえた瞬しゆん間かん───十六夜は右手を無造作に振る仕草だけでそれを押し返し、拳けん圧あつだけで単眼を押し潰つぶした。

　瞳を潰されたサイクロプスは聞くに堪たえない悲鳴を上げて暴れ始める。

　追つい撃げきを仕し掛かけようとした十六夜だが、右みぎ腕うでに奔はしる熱い痛みに阻はばまれて足を止める。

　熱線を払った右腕は赤黒く焦こげ、決して浅くない傷を残していた。

（チッ………本調子じゃないとはいえ、結構な破は壊かい力じゃねえか）

　油断できない敵であると認識を改める。

　瞳を失ったサイクロプスは周囲を破壊し続ける。

　その巨大な拳がパラシュラーマに襲おそい掛かると、彼女は無造作に振った血まみれの戦せん斧ぷで巨きよ腕わんを斬きり飛ばす。手を出さなければ見み逃のがしてやるつもりのパラシュラーマだったが、襲ってきた以上は容赦はしない。

　パラシュラーマは荒あれ狂くるうサイクロプスの四し肢しを一瞬にして切り落とし、そのまま何の感かん慨がいも無い表情でサイクロプスの首を刎はねる。

　首を刎ねられて絶命した巨人は、瞬く間に動かなくなった。

「なんじゃ、他愛たあいもない。ワシの知っとる巨人族はもっと頑がん丈じようだったぞ。所しよ詮せんは幻げん獣じゆう種の巨人か」

「そりゃ頼たのもしい武勇伝だ。是ぜ非ひとも聞いてみたいし見てみたいね。試ためしにアレの相手を一人でしてみるのはどうだ？」

　皮肉を込めて十六夜が言うと、パラシュラーマは怪け訝げんな表情でその視線の先を追う。その途と端たん、パラシュラーマは目を見開いて驚きよう愕がくした。

　火山の噴火で巻き上げられた岩石は一つではない。

　サイクロプスの元となる岩石が、何千何万も大陸中に降り注ぎ始めていたのだ。

「………ほう。こりゃ骨が折れそうだな」

「同意見だ。連中の質は低くないぞ。如何いかがする？」

「ワシら二人だけなら幾いくらでも隠かくれようはあるが、原住民と共に逃げるとなると骨が折れる。まだ小僧を認めたわけではないが、住民に恩を仇あだで返したくはないのう」

「それだけ聞ければ十分だ。一度焰たちの許もとに合流───」

　火山に背を向けたその刹せつ那な。

　ゾクリと、二人の背中に怜れい悧りな殺気が触ふれた。

「っ[image: !!?]」

　十六夜は反射的に拳を振り抜ぬき、パラシュラーマも血の戦斧を構えて振り返る。

　背中に流れる冷たい汗を感じ取った二人は共に噴煙を巻き上げる火山を睨みつけた。

「ふん。ワシが寝ている間に、随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなものが目を覚ましたではないか。箱庭の神々は自殺願望でもあるのか？」

「………どういうことだ？」

「如何もこうもあるまい。〝神殺し〟の一角を主権戦争に取り込もうなどとは正気の沙さ汰たではなかろうて。並の参加者など骨も残らず消し飛ばされるぞ」

　ハッと十六夜は思い出す。彼は今の殺気に近いものを経験したことがある。

　二年前───かの大魔王が蘇よみがえった時も、同じような情景を見たのだ。

　色しき彩さい鮮あざやかな硝子ガラスと炎ほのおの街は巨人族によって蹂じゆう躙りんされ、火山噴火に飲み込まれた。数多あまたの龍りゆうが命を落とし、悪あつ鬼き羅ら刹せつが塵ちりの様に消し潰された。

　そしてその情景を見て、誰だれかがこう謳うたった。




〝地じ獄ごくの釜かまが開かれた〟───と。




「まさか………[image: !!!]　悪い、先に逃げろ[image: !!!]」

「は？　いや、ちょっと待て小僧！　話を聞いておらんかったのか[image: !!!]」

「焰たちを安全な場所まで頼む！　それで貸し借り無しだ!!」

　十六夜は軋む身体を押して走り去る。

　パラシュラーマは焦ってその背中を追おうとしたが、後ろから来た焰たちに止められる。

「ちょっと待った、何処どこに行くつもりなんですか!?　一人で動き回れる身体じゃない事は自覚しているでしょう!?」

「ぬ………医者の小僧か」

「医者じゃなくて研究者！」

「そんなものはどっちでもよかろう。………この場におるのは貴様らだけか？」

　パラシュラーマは焰と鈴華、そしてアルビノの少女を見る。

　焰は頷うなずいて返し、鈴華はアルビノの少女を彼女に預ける。

「釈天から伝言！　〝二人は天軍デイーヴアが一時的に保護する。目を覚ましたら西の海岸まで来るように！〟って言ってました！」

「そ、そうか。ワザワザすまんな」

「俺たちは原住民の人たちと一いつ緒しよに逃げます！　パラシュラーマさんも早く逃げてください！」

　手紙を預かった釈天たちは既すでに精せい霊れい列車へ退去してしまっている。

　主権戦争の舞ぶ台たいに関かかわれないのだから居ても居なくても同じなのだが、この非常事態に戦せん闘とう可能な者がいないのは心細いに違いない。

　それに天軍に保護されるというのは色々と気まずい。何せパラシュラーマには天軍の知り合いが多すぎる。逃にげ込むには都合が悪い場所だ。

「………はあ。仕方ない。先に小僧へ借りを返しておくか」

「え？」

　焰が間の抜けた声を上げたとほぼ同時に、血の戦斧が頭上の落石を三つ破壊した。形を成す前に砕くだかれた巨人族は破は片へんとなって地に帰っていく。

「ほれ急ぐぞ！　原住民なら安全な場所の一つや二つ確保しておるだろう！　先まずはそこに逃げ込む！　この白き娘むすめには悪いが暫しばらく付き合ってもらう！」

　戦斧と焰たち三人を担かついで颯さつ爽そうと走り出すパラシュラーマ。

　火山から昇のぼる噴煙が大陸を覆おおいつくすまで時間はかからないだろう。

　大陸中に撒まかれた巨人族は木々を喰らい、大地を喰らい、アトランティス大陸の全すべてを血肉に変えて力を蓄たくわえていくのだった。







[image: 第五章]




　一方───春日部かすかべ耀ようは一人で地下迷めい宮きゆうを突つき進んでいた。

（………熱い。だいぶ進んだけど、火山が近いのかな？）

　噎むせ返るほどの熱が立ちこめ始めた地下迷宮は、突き進めば突き進むほどに一本道になっていき、やがて完全に一つの道になった。如何どうやら本当の迷宮は此こ処こかららしい。

　煤すすけた空気は徐じよ々じよに肺に痛みを与あたえてくる。

　人間の手で道を整備することが出来ない為ため、此処からは自然洞どう窟くつとしての迷宮がそのまま残っている。

　耀の行く手を阻はばむものは何もなかったが、その静けさが逆に恐おそろしい。

　噂うわさの怪かい物ぶつが近いのであれば用心せねばならない。

　五感を鋭えい敏びんにさせながら進んでいくと、徐々に地下から戦せん闘とうらしき爆ばく裂れつ音が聞こえてくる。

　誰だれかが戦っていることを察した。

　震しん動どうで岩がん盤ばんに細かな罅ひびが奔り始めている。崩ほう落らくしてもおかしくない衝しよう撃げきが幾いく度ども迷宮を襲おそってきているというのに全くその気配がない。

　何か耀の与あずかり知らない恩おん恵けいがこの迷宮の形状を保とうとしているのだろう。

　此れならば耀が地下で全力で戦ったとしても崩落の危険はなさそうだ。

（っ………どんどん揺ゆれが大きくなってる。誰が戦ってるんだ………!?）

　迷宮全体が一つの生き物の様に揺れ動き、溶よう岩がんはまるで血潮を彷ほう彿ふつとさせるほど速く流れている。

　クリシュナの話では、かつてこのアトランティス大陸は一つの生命体だったという。

　此処まで巨きよ大だいな生命体が居たことがそもそも疑わしいものの、神々の箱庭ならばありえなくはない。少なくとも耀はその可能性を期待して先行してきた。

　本来なら耀１人で挑いどむのは厳しい強敵なのだろうが、生命体ならば話は別だ。

〝生命の目録ゲノム・ツリー〟を持つ春日部耀ならばその巨大な力を持つ生命体から更さらに力を模も倣ほうして引き出すことが出来る。

（昨日の殺人種の王との戦い………私は死んでもおかしくなかった。切り札を出す暇ひますらないほどの差が私たちにはある）

　それに耀の切り札はあらゆる意味でリスキーだ。瞬しゆん間かん的に有利になることは出来ても、長期的なゲーム進行を視野に入れた場合は話が変わってくる。

　敵の情報を集めてから最後の最後、駄だ目め押しの一手として振ふる舞まうべき切り札だ。

　その状じよう況きようを作る為には少しでも敵の情報を収集しておく必要がある。

（………近い）

　溶よう岩がん洞どうを下りた先は、結けつ晶しよう体で覆われた巨大な空間が広がっていた。

　激しい戦闘に耐たえうるだけの頑がん強きような岩盤なのか、或あるいはこの結晶体の様なものが戦いの衝撃を緩かん和わさせているのか。恐らくは後者だろう。

　物もの陰かげに隠かくれながら様子を窺うかがう耀の瞳ひとみに飛び込んできたのは、想像を絶する光景だった。

「───後ろに飛べ、ジン＝ラッセル！」

　鼓こ膜まくが破れるのではないかと思うほどの一いつ喝かつ。

　その掛かけ声に合わせて一人の少年が後ろに飛び退のいた。

　敵と思わしき巨漢の拳こぶしが空を切り大地に突き刺ささると、鉱脈全体が今までにないほどの激震に襲われた。十六夜いざよいもかくやという剛ごう力りきは迷宮の各所を崩落させている。

　飛び散る破片を払はらいながら、少年が叫さけぶ。

「マルコシアスは上下に敵の視線を振りつつ距きよ離りをとり、ヘラクレスさんの援えん護ごを！　ペストは全方位を風で覆おおい圧力を！　カルメルは機を窺いつつ臨戦態勢を崩くずさないで!!」

　指示を出す少年の声に合わせて一いつ斉せいに動く異形たち。

　狼おおかみに翼つばさの生えた異形の魔ま神じん───マルコシアスは目にも留まらぬ速度で天てん蓋がいと地上を行き来しつつ、対象を襲う。

　黒こく死し斑まだらの御み子こ───ペストは荒あらぶる病魔の黒き風を吹ふかせることで視界を覆う。恐らく病魔そのものに効力がないことを悟さとり、敵の五感を封ふうじる方法を用いている。

　そして───カルメルと呼ばれた仮面の少年は、その右手に携たずさえた稲いな妻ずまの槍やりに気き炎えん万ばん丈じようの気き迫はくを込めて腰こしを落としている。

　前者二人の異形も神しん霊れいかそれに比する力を秘ひめているというのに、カルメルという少年が手にしている稲妻の槍は彼らさえ寄せ付けぬほど常じよう軌きを逸いつした力を放出している。

　恐らく放たれたが最後、洞どう穴けつの天蓋を貫つらぬいて山々を溶解し、箱庭の天幕に直ちよく撃げきするまで止まることは無い。神しん槍そうと称しようされる類たぐいのものであるのは間ま違ちがいないだろう。

　だが耀が驚おどろいているのは彼らの力だけではなかった。

　神霊かそれに準ずる三体に指示を出している少年。

　背せ丈たけこそこの二年で伸のびたが、その後ろ姿は見間違いようもない。

〝ノーネーム〟の元リーダー───ジン＝ラッセルが、この異形たちの指揮を執とっていることに驚きを隠せなかった。

（ジン………!?　なんでこんな場所に!?　それもヘラクレスさんと一いつ緒しよ!?）

　ジンも参加しているのは知っていたが、まさか誰よりも早く迷宮の最さい奥おうに到とう達たつしているとは思わなかった。しかもジンが従えているのは何れも神霊か魔王に比ひ肩けんする者だ。

　特にマルコシアスと呼ばれた魔神については耀も知っていた。

　ソロモン七十二柱と呼ばれる魔神の一角で〝戦闘時に於ける最適解〟を得る恩恵を持ち、耀が魔王マクスウェルと戦った時にその力を借りた相手だ。

　どのような経けい緯いでジンが彼らを従えることになったのかはわからないが、気迫溢あふれる横顔は最も早はや二年前までのジンではない。

　数多あまたの試練を乗り越こえてこの太陽主権戦争に挑みに来たのだろう。

　黒い風の渦うずによって中の戦闘が如何なっているのかわからないが、並の敵ならば既すでに決着がついていないとおかしい。

　耀が加勢するか否いなかを迷っているうちに、風の中の人ひと影かげが動く。

　ペストの黒い風を食い破るように姿を見せた敵は巨大な戦せん斧ぷを振り翳かざしてから竹割りの要領で振り下ろす。

　真っ二つに切り裂さかれたかのように思われたジンだったが、まるで蜃しん気き楼ろうの様に消えて瞬しゆん時じに別の場所に現れる。空間跳ちよう躍やくではない。

　相手に己おのれの位置を誤ご認にんさせる類の幻げん術じゆつだろう。

　敵が振り下ろした戦斧は躱かわしたところで無意味だとばかりに大地を砕くだいて地じ盤ばんを揺らす。崩落しなくてはおかしい規模の大きな揺れが巻き起こるものの、この一帯を覆う結晶体が衝撃を全て飲み込んでしまう。

　だが大振りすぎるその一いち撃げきを見み逃のがすヘラクレスではない。

「ふんッ[image: !!!]」

　突とつ進しん力と腕わん力りよくと体重が全て乗るタイミングで拳を振り抜ぬく。

　巨漢の敵は肝かん臓ぞうを的確に殴なぐられて僅わずかに噎せた。敵の硬こう直ちよくを確認したヘラクレスは戦斧を握にぎる手首を摑つかんで捻ひねり、関節を折り砕いてからカルメルに向かって言葉を投げつけた。

「決めろカルメル[image: !!!]」

　カルメルと呼ばれた仮面の少年は限界まで引き絞しぼられた鏃やじりの様に突とつ貫かんする。

　神しん雷らいを纏まとった槍を見て耀は確信する。

〝勝利〟の運命を秘めた槍───或いは権能に匹ひつ敵てきするこの力は、月の兎うさぎがインドラから与えられた〝擬似神格ブラフマーストラ・・梵釈槍レプリカ〟と見比べてもなんら遜そん色しよくがない。

　一撃必殺の力を秘めた槍を両手で構えて敵の脇わき腹ばらを狙ねらう。

　血ち飛沫しぶきを上げて貫いたその瞬間、耀は勝利を確信した。

（っ………!!）

　流れ込む無限に等しい稲妻の奔ほん流りゆう。かつて〝煌こう炎えんの都みやこ〟で殿でん下かに防がれた時、槍は刺さることさえなく阻まれた事があった。しかし一度貫きさえすれば勝利の槍に敗北は無い。

　敵を撃うち滅ほろぼすまで止まることのない最強の神造兵器に挙げられる勝利の槍だ。もし同じ類のものだとしたら、打ち倒たおせない道理はない。

　迸ほとばしる稲妻に目を眩くらませるジンたち。

　唯ゆい一いつ超ちよう人じん的な視力で状況を把は握あくしていた耀は徐々にその顔色を蒼そう白はくにさせていく。

　膨ぼう大だいな力の渦が敵を襲う中───その人物は、薄うっすらと嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。

　その瞳には槍の限界を知ろうとする好こう奇きの色さえ見え隠れしている。

　だがそんなことは絶対にあり得ない。

　恐らく擬似神格なのだろうが、〝勝利〟の恩恵は文字通り刺した相手に対し勝利の運命を呼び込む恩恵を意味する。

　発動さえしてしまえば運命に抗あらがう力を持っていようとその耐たい性せいを凌りよう駕がして敵を必滅にまで追いやる力。故ゆえに抗えるのは運命の耐性ではなく不断の恩恵、或いは熱量に対して無限の耐性を得ている場合しかないはずだ。

「………驚いたぞ小こ僧ぞう。アーリアンの勝利の槍は聞いたことがあったが、貴様の槍は全く系統が違ちがう。ウガリット神群、或いはメソポタミア神群の出自と見た」

「………[image: !!?]」

　地じ獄ごくの底から鳴り響ひびくような低い声こわ音ね。カルメルという少年は汗あせを垂らしながら敵を見上げ、槍を握る手に力を籠こめる。

「アーリアンではないとすると、恐らくはセト語族の神霊か。しかも随ずい分ぶんと混ざっている。生まれたばかりの幼い神霊のようだが───生憎あいにくだったな。本物の巨人族に、そんなものは通用しない[image: !!!]」

「っ───距離を取れ、カルメル[image: !!!]」

　ヘラクレスが叫ぶ。しかし遅おそい。

　獰どう猛もうに牙きばを剝むいた敵は、戦斧でカルメルの首を斬きり飛ばした。

　だが血飛沫は上がらず、先ほどと同じく幻術に撒まかれて姿を消す。

　その行動を初めから読んでいたかのように敵は一歩で距離を詰つめる。

　球たま蹴けりでもするように軽く蹴り飛ばすと、カルメルは大地を揺るがすほどの勢いで結晶体の壁かべに叩たたきつけられる。

　小さな身体からだから漏もれる大量の吐と血けつ。崩れ落ちたところに容よう赦しやない追つい撃げきがかかる。

　………しかしその刹せつ那な。

　少年を守る為に飛び込んだ、金きん翅しの炎が敵の戦斧を阻んだ。

「〝生命の目録〟───形状、〝大鵬金翅鳥ヴイマナ・ガルダ〟………[image: !!!]」

　燃え盛る黄金の飛ひ翔しよう。

　カルメルという少年を抱だきかかえたまま神速で巨大な空間を駆かけ抜ける。

　ジン＝ラッセルは無断で姿を消しただけでなく〝アヴァターラ〟と共に行動している指名手配犯だったが、これ以上は見ていられなかった。

　突とつ然ぜんの乱入者に目を丸くしたジンは耀に駆け寄り、

「よ、耀さん！　お久しぶ」

「チェスト」

　ドブシュ[image: !!!]　と、問答無用のダブルチョップ。ジンは伸びた身長が縮むのではないかと思うくらい激しい衝撃に襲われたが、どうにかこうにか頭を上げる。

　耀は青筋を立てながら告げる。

「とりあえず二年分の無断外がい泊はくについて、利子分はこれでチャラ。あとこの子をお願い」

「は、はい。………すまない、カルメル。少し休んでいて」

　傷ついた仮面の少年はジンのギフトカードの中に入っていく。マルコシアスも同じように姿を消した。

　カルメルという少年もジンが従わせているようだが、並の神霊ではなかった。

　正面から戦えば耀だって危あやういかもしれない霊格を秘めていたはずだ。あの頼たよりなかった少年がよくあれだけの仲間を得るに至ったものだと静かに感心する。

「………。けどチェスト」

　ドブシュ[image: !!!]

「あ痛[image: !!?]　り、利子分はチャラじゃないんですか!?」

「さっきのは私個人の利子。〝ノーネーム〟の利子は秒単位で一割増えます」

「凄すごい暴利!!」

「ふふ………現リーダー様は二年経たったくらいじゃ変わらないみたいね」

　耀の後ろにペストが近づいてくる。背中を庇かばう様に立った彼女は黒死斑の戦闘装しよう束ぞくで耀に微笑ほほえんだ。

　ペストを確認した耀は一瞬だけ笑顔を見せてからジンに向き直り、

「チェスト」

　ドブシュ[image: !!!]

「あ痛[image: !!?]　ちょ、ちょっと待ってください！　この三発目は何なんですか!?」

「斑ロリメイドのレンタル料。コミュニティの共有財産を拉ら致ちしたままラブラブ逃とう避ひ行こうとか許されない」

「あら、私って共有財産だったの？」

　知らなかったわ、と口元を隠しながら悪戯いたずらっぽく笑うペスト。

　耀はそれを見てから改めて問う。

「………それで、コイツは何？　迷めい宮きゆうの怪かい物ぶつ？　それとも参加者プレイヤー？」

「恐らくは参加者です。気を付けてください。並の戦闘能力ではありません。相手に殺意があったので僕らも全力で応戦しました」

　臨戦態勢をとって耀は敵を一いち瞥べつする。

　背丈はヘラクレスと同じか僅かに大きいくらいだろう。目を見張るほどの偉い丈じよう夫ふに迫はく力りよく負けしない巨きよ大だいな両刃斧ラブリユス。

　頭上に生えた角は力の象しよう徴ちように相応ふさわしい威い容ようを誇ほこっている。

（牛の怪物………あれ？　この匂におい、どこかで嗅かいだような気がする）

　真っ白な髪かみに褐かつ色しよくの肌はだ。それに顔の輪りん郭かくにも見覚えがある。耀と繫つながりが余りない人物なのかもしれないが、何処どこかで近い匂いを嗅いだはずだ。

　耀がじっと敵の顔を見つめていると、当然の様に視線がかち合う。

　巨漢の敵も物もの珍めずらしそうに耀を見た。

「今日は珍ちん種しゆによく会うな。まさか神しん獣じゆうすら模も倣ほうできる恩おん恵けい………いや、権能か？　いずれにしてもその力、我が母の星権によく似ている」

　不敵に笑う巨漢の敵。先ほどの神槍を受けた時も同じように笑っていた。

　槍の突貫力こそ通用していたが、迸る稲妻は彼の肉体を全く傷つけていない。

　しかし耀とジンが戸と惑まどう中、ヘラクレスは敵意を込めて巨漢の敵を睨にらむ。

「………孝こう明めいの娘むすめよ。〝生命の目録〟はどの段階まで使える？」

「へ？」

「今使っているのは〝外装化〟までだろう？　その先は使えるのか？」

　突然のことに耀は驚いた。耀は自分の切り札を誰だれにも話していない。知っているのは同期の〝階層支配者フロアマスター〟であるシャロロだけだ。

「驚くことは無い。孝明が〝生命の目録〟を使いこなすまで修しゆ行ぎように付き合ったのは俺だからな。概おおむねの機能については熟知している」

　耀は昨日の話を思い出し、ちょっと恥はずかしそうに頰ほおを搔かいた。

「あ………そ、そっか。私とも赤ちゃんの時に会ってるんでしたっけ」

「なんだ、知っていたのか」

「オルフェウスさんから聞きました」

「そうか。俺とお前の両親とはそれなりに縁えんがある。特に父親の面めん倒どうを随分と見てやったつもりだ。………この戦いが終わったらその時のことについても語ろうか」

　ふっと柔やわらかに笑うヘラクレス。しかしその笑えみは一いつ瞬しゆんのものだった。

　一歩踏ふみ出した彼は険しい表情で背中越ごしに問う。

「改めて聞こう。〝生命の目録〟はどの段階まで使える？　〝生命の王冠ゲノム・クラウン〟は使えるか？」

「その名前がまず初耳です。私は次の段階までしか使えません」

「そうか。回数は？」

「………すいません。父さんの恩人なのは理解してますけど、此これ以上の情報開示は出来ません」

　ヘラクレスは理解を示した顔で頷うなずき、その右手に巨大な棍こん棒ぼうを取り出した。

「それだけ聞ければ十分だ。………もしこの男が俺の知る怪物ならば、〝生命の目録〟は切り札になり得る。ギリギリまで温存しろ」

「？　この人について知ってるんですか？」

　頷いて返したヘラクレスは更さらに一歩踏み出す。

　闘とう志しを漲みなぎらせて棍棒を構えたヘラクレスは、巨漢の敵に問うた。

「謎なぞの乱入者よ。貴様は今、〝生命の目録〟を見て〝母の星権に似ている〟と言ったな？　しかし〝生命の目録〟と類るい似じする力を持つのは箱庭の歴史を鑑かんがみても二人しかいない。

〝生命の目録〟を造った純血の龍りゆう種と───ギリシャの大地母神ガイアの二人だけだ」

「なっ………[image: !!?]」

「ほう、そうだったか。見識が深まったよ。俺の姿を見ただけで震ふるえ上がっていたあの時の小僧が随分と立派になったものだ。少しは父に近づいたか、ヘラクレスよ」

　クツクツと陰いん鬱うつそうに笑う巨漢の男。

　しかしヘラクレスは挑ちよう発はつを受け流して不敵に笑う。

「………覚えているとも。俺は貴様と出会って初めて恐きよう怖ふという感情を知った。父神ゼウスと戦った時でさえあのような感情に囚とらわれることはなかったのにな。───ギリシャ神群最大最強にして最悪の魔ま王おうの前では、当時の俺など塵じん芥かいに等しかった」

　血潮にも似た溶よう岩がんが、ヘラクレスの言葉を肯こう定ていするように跳はねる。

　棍棒を構えたままにじり寄るヘラクレスは、今まさに飛び掛かかりかねないほどに闘志を高めている。

　敵の正体を察した春日部耀は、緊きん張ちようで早はや鐘がねをうつ心臓を押さえながら問うた。

「まさか、コイツが………!?」

「そうだ。ディストピア戦争や七しち天てん戦争と並ならび称しようされる大戦の一つ、〝星神戦争ギガントマキア〟。その最後に現れたギリシャ最強の魔王………[image: !!!]」

〝ガイアの末ばつ子し〟───人類を滅ぼす殺人種。

　蒼あおき星の星せい霊れいによって産み落とされた人類を滅ぼすための魔王。

　アトランティス大陸という巨大な肉体を誇っていた最強の生命体の一人。

「よもやと思っていたが、こうして手合わせしてみて確信した。貴様は間ま違ちがいなくあの〝ガイアの末子〟。それがまさか………まさか、人間の化身アバターを得ていたとは！　その身体を用いて主権戦争に紛まぎれ込んだわけか!!」

「応とも。よもやこのような形で再臨することになるとは俺も思っていなかった。しかもこの俺に主権戦争に出ろとは、酔すい狂きような出資者がいたものだ。俺が俺の大陸にくたいに足を運べば、どんな行動に出るか考えなかったのか？」

　耀たちは〝ガイアの末子〟の目的を察して大きく息を吞のむ。

　そして耀はこの匂いの源泉を思い出した。

（思い出した………!!　この匂い、アステリオスさんと凄く似てる………[image: !!!]）

　匂いだけではない。改めて見れば顔立ちや骨格もアステリオスに似すぎている。そしてその手に握にぎられているのは迷宮ラビリンスの語源に通じる両刃斧ラブリユス。

　現在行方ゆくえがしれないアステリオスとの関かん与よを疑うなというのは無理な話だ。

　ヘラクレスはより一層の闘志を込めて猛たける。

「………ジェームズとやらの策略に乗って正解だった。己おのれの肉体を取り戻もどした貴様が取る行動は一つしかない。今一度───神々と戦争を起こすつもりか[image: !!!]」

　一いつ喝かつ、ヘラクレスが突とつ進しんと共に棍棒を振ふり下ろした。

　大陸を二つに裂さいたとまで謳うたわれるその一いち撃げきを、〝ガイアの末子〟は戦せん斧ぷで受け止める。

　二人の衝しよう突とつで空間が軋きしみを上げ、波なみ飛沫しぶきを上げて荒あれ狂くるう。

「今の貴様なら俺のみでも十分に打ち倒たおせる！　俺の前に姿を見せたのは失策だった！」

「ハッ、小こ僧ぞうが吼ほえるようになったものだ！」

　戦斧で棍棒を搗かち上げた〝ガイアの末子〟は高らかに哄こう笑しようを上げながら壮そう絶ぜつな打ち合いに応じて火花を散らす。

「しかし随分と悠ゆう長ちような見立てだなヘラクレス!!　俺が滅ほろぼすのは箱庭の神々だけではないぞ!!　外界の人間どもも最も早はや生かしてはおけぬ[image: !!!]」

　乱らん舞ぶの最中、ヘラクレスは瞳ひとみを大きく開いて驚きよう愕がくした。

「外界も滅ぼすだと………[image: !!?]」

「応さ！　今の俺には人間どもを滅ぼすだけの理由が出来た[image: !!!]　奴やつらには霊れい長ちようを名乗らせるだけの価値は無い[image: !!!]　あの血みどろの戦争の果てに交かわした約定を───母と最後に交わした約定を、ゼウスは何一つとして果たせなかったのだからな[image: !!!]」

　ヘラクレスの脇わき腹ばらを蹴り飛ばした〝ガイアの末子〟だが、追撃の手はない。もし追撃を仕し掛かけられていたのならヘラクレスといえど無事ではなかったはずだ。

〝ガイアの末子〟は今まで見せなかった怒いかりの相そう貌ぼうで耀たちを見る。

　そして追撃の代わりに大きく飛び退のき、この溶よう岩がん洞どうの中にある結けつ晶しよう体を毟むしり取る。

「………いい機会だ。貴様らにも見せてやる。俺が遥はるかな未来で手にした人類の業ごう。その悍おぞましき力の一いつ端たんを」

　懐ふところから取り出される機械的な仮面。

　巨漢のこの男の頭ず蓋がいを覆おおうほど巨大な仮面は、顔の上半分を隠かくして怪あやしく光る。

　そして結晶体を嚙かみ砕くだいて飲み込んだ途と端たん───〝ガイアの末子〟の総身が、赤黒い光に包まれ始めた。

「この光………まさか、十六夜と同じ………[image: !!!]」

　耀はこの光が昨夜ゆうべの十六夜と同性質のものだと気が付き、全身から血が引いていくのを感じた。




「血中粒子加速器Blood accelerator起動───Typeタイプ Tartarosタルタロス………[image: !!!]」




　───オレイカルコスの鉱脈全域が、B.D.Aの光に共鳴して震しん動どうする。

　眩まばゆい光に誰もが目を奪うばわれている最中、耀は目の前で起きたことの因果関係を瞬しゆん時じに考察する。

　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの加速器が如何どうして〝ガイアの末子〟の肉体に馴な染じむのか。

　溶岩洞の結晶体が如何してB.D.Aの起動に必要だったのか。

　………導き出される結論は一つしかない。

（まさか………この人もパラシュラーマさんと同じ、粒りゆう子し体研究の被ひ害がい者しや………[image: !!!]　しかもこのオレイカルコスという結晶体は、粒子体の結晶と同じ性質を持っている………!?）

　如何して思い至らなかったのか。

　星辰粒子体の原形は被造物である。

　遥かな時代から歴史の中に泡沫うたかたの様に現れては消えていた奇き跡せきの物質を初めて解明したのが十六夜と焰ほむらの父親というだけで、歴史の中には幾いく度どとなく現れていたのだ。

　起動したB.D.Aに共鳴し震え出す鉱山。

　一つ一つは小さな震動だが鉱脈全域となると話は別だ。

　心臓の鼓こ動どうにも似た震動は山々を駆かけ巡めぐる溶岩を血潮へと変え、まるで一つの命が生まれたかのような錯さつ覚かくを抱いだかせる。

　大だい噴ふん火かが起きたのは正にこの瞬間のこと。

　鉄仮面で顔を覆った〝ガイアの末子〟は、周囲の結晶体をまるで果実でも喰らうかのような気軽さで嚙み砕く。

「………人間の玩がん具ぐにしてはよくできている。これがアストラの力か」

　耀たちを一いち瞥べつする〝ガイアの末子〟。

　ゴキリと手首を鳴らすと同時に、

「決着をつける前に………まずは、露つゆ払はらいと行くか」

　眼前から姿が消える。空間跳ちよう躍やくではない。

　四人の誰も反応できない速度で一直線に春日部耀の許もとに距きよ離りを詰つめた〝ガイアの末子〟は、問答無用で耀の脇腹に拳こぶしを打ち放つ。

　走そう馬ま燈とうのように刹せつ那なの時間、耀は己の死を覚かく悟ごする。

　先ほどとは膂りよ力りよくも霊格も比べ物にならない。爪つま先さき一つ分だけ後ろに飛び下がるが、敵の拳の伸のびの方が遥かに長く速い。

　直ちよく撃げきすれば命は無い。五体が粉々になって死ぬのは逃のがれられない。

　絶死の拳が触ふれそうになったその刹那───溶岩洞の出口から飛鳥あすかが叫さけんだ。

「───ごめん、行ってアルマ[image: !!!]」

　奔はしる稲いな妻ずまの盾たて。拳と耀の肉体の隙すき間まに滑すべり込むギリシャ最さい硬こうの守り。

　耀は間かん一いつ髪ぱつ助かったことに驚おどろいて振り返る。

「あ………飛鳥!?」

「春日部さん、すぐに離はなれて！　今のアルマじゃ耐たえきれない！」

　稲妻の盾が罅ひび割われる。

　昨日の戦いで既すでに大破していたアルマだが、この状じよう況きように対応できるものが他ほかに居ない。

　己の拳を阻はばんだ稲妻がイージスの盾と悟さとった〝ガイアの末子〟は、仮面の下に獰どう猛もうな笑みを作って拳に力を籠こめる。

「ハッ、これはとんでもない古神ロートルが現れたな!!　よもやゼウスの乳母うばが最前線に立つ日が来るとは思わなかったぞ!!」

『っ………それは此方こちらも同じこと。あの子の落日に私が居合わせたのならと、何度後こう悔かいしたかわかりません………!!』

「それは大層な母性だが、今の貴様が駆け付けていたところで同じ結果だろうよ！　星権の無い最硬の盾など張り子の虎とらと変わらぬわ[image: !!!]」

　追撃でアルマが弾はじき飛ばされる。

　ヘラクレスは耀を腰こしで担かついで距離を取ったが〝ガイアの末子〟は逃にがさない。戦斧の切っ先はヘラクレスの脇腹を掠かすめて殴おう打だし、溶岩洞の壁かべに叩たたきつける。

　不断の恩おん恵けいがなければ今の一撃で真っ二つになっていたことだろう。

　先ほどまで互ご角かくだった両者の膂力はB.D.Aによる底上げで大おお幅はばに引き離された。

「ぬぅ………[image: !!!]」

「しかし俺の死し骸がいも、想像以上に反応している。如何やらトバルカインとかいう研究者の情報は間違ってなかったか」

「貴様………!!　この力は何だ!?」

「大した事はしていない。伝説の鉱物であるオレイカルコスは俺の心臓であると同時に、強大な力を持つ〝星の恩恵テラ・マテリアル〟の一つ。外界では星辰粒子体の変異物質と呼んでいるらしいがな。彼奴きやつらも永き眠ねむりから目覚めた我が化身を弄もてあそび、〝天の牡お牛うし〟やスルトの解放、それに病原菌きんまで撒まき散らしたそうではないか」

「なっ………じゃ、じゃあ、外界の事件の全すべては、貴方あなたの身体からだを基もとにして引き起こされた事件だとでもいうの!?」

「無論だ。素体こそ別人だが、アレは我が化身の血肉をベースに作られた。俺が無理やり目覚めなければ、何時までも哀あわれな我が化身は地じ獄ごくの中で噎むせび泣いていただろう。………世界を救うとかいう、大義名分の為ためにな」

　灼しやく熱ねつの怒りが瞳に宿る。仮面越ごしにでもわかるほど燃え上がる怒りは、視線だけで次元に綻ほころびを作るほどの力が籠こもっている。

　彼の化身も───きっと、地獄を見たのだ。

　星辰粒子体研究の最前線で、人を人と思わぬ実験の数々に晒さらされてきた。

　拳が壊こわれ血が滲にじみそうになるくらい握り締しめた〝ガイアの末ばつ子し〟は、この場に居合わせた人間たちに憤ふん激げきを込めて吼える。

「四〇〇〇年前も………同じような悲劇があった。国を救うなどという大義名分の為に、その負ふ債さいをたった一人に押し付けた愚ぐ昧まいなる王が居た。その者は英えい雄ゆうと呼ばれることもなく、原罪の怪かい物ぶつとして今も語り継つがれている。………しかし俺はゼウスとの約定の為に、一度は怒りを押し殺した」

「───……っ」

「だが………俺がその悪行を見み逃のがしたばかりに、貴様ら人類は途と轍てつもなく歪いびつで醜みにくい進化を遂とげていた。やはり四〇〇〇年前、ミノス王を見逃すべきではなかったのだ[image: !!!]　ギリシャに、エジプトに、ヨーロッパに栄えた蛮ばん族ぞくに、怒りの拳を振り上げるべきだった[image: !!!]　俺が怠たい惰だだった為に、貴様ら人類は腐くさり果てた歴史を積み重ねてしまった………[image: !!!]」

　覆ふく水すいは盆ぼんに返らない。

　投げられた賽さいを戻すことは許されない。

　歪に進化してしまった霊長種を律することは最早、地上の何者にもできない。

　洞窟の真下から迫せり上がる巨きよ大だいな力の渦うずは結晶体で覆われた大地を地上へと運び、死し闘とうの舞ぶ台たいとして掲かかげ上げる。結晶体に覆われたこの部屋は心臓を動かしていた粒子体が凝ぎよう固こしたため、何物も寄せ付けない強度がある。

「故ゆえに───俺が貴様らを滅ぼす。人類を〝世界の敵〟にしてしまった罪を、かつて拳を振ふり上げられなかった者の義務を、今此こ処こで果たそう」

〝ガイアの末子〟から輝かがやく巨大な柱が出現する。

　雲を裂さいて天を衝つき、箱庭の天幕さえも飛び越えるその光は、ソラの果ての果てを越えて尚なおも伸び続ける。

「───〝ネク・プルス・ウルティマ〟起動」

　光の柱を中心に大気が渦を巻く。

　ヘラクレスはそれが何かを悟った途端、全員を庇かばう様に前に立つ。
















「まさか………!?　その身体で使えるというのかッ………[image: !!!]」

　驚愕したのはヘラクレスだけではない。他の者たちもこの光の柱には見覚えがあった。

　その光の柱は今まで幾度となく彼らを救い、魔ま王おうを打ち倒してきた光と余りにも酷こく似じしている。最強種である巨きよ龍りゆうさえも一撃で砕いて見せたあの光の柱と同性質のモノならば、誰だれにも太刀たち打うちできるはずがない。

〝ガイアの末子〟は神々の箱庭に宣戦布告するかの様にその名を告げた。




「終しゆう焉えんを超えて輝け───〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟………[image: !!!]」







[image: 第六章]




　───黎れい明めいを思わせる、燃える様な赤い空だった。

　火山からは巨大な大たい砲ほうを空に向かって放ったような音と衝しよう撃げきが幾度となく響ひびいている。

　その衝撃に、いつもは揺ゆらぎなく世界を支える大地も、全てを優やさしく包み込む大気までもが、これから起こる異変に恐きよう怖ふし震ふるえ上がった。

　山頂からは灰色に濁にごった噴ふん煙えんが空を突つき抜ぬけるのではないかと思うほど高く柱状に伸び、溶よう岩がんによって押し上げられ飛ばされた噴石が流星群のように空を舞まう。

　山やま肌はだにめり込んだ岩は雪崩なだれを引き起こして大地の命脈を削けずっている。

　それと共にガスや水蒸気、噴火によって地下より発砲された石や噴石が一つの生き物のように山肌を這はい滑り、木や草や、それらを住み処かとする獣けものたちを飲み込んでいく。

　四つ足の獣たちが必死になっても逃げ切れないほどの速度で迫せまるそれは、空を飛ぶ鳥でさえも軽々とその手中に収めてしまった。

　出血した大地の火砕流けつえきは触れるだけで全てを燃やし尽つくす。

　山のあちこちからは火の手が上がり、つい先さき程ほどまで翠すい緑りよくに輝いていた景色は火山灰にまみれ、到とう底てい生き物が生きられない死地へと変へん貌ぼうを遂げていく。

　立ち上る噴煙に日の光は遮さえぎられ、次し第だいに夜かと思うほど辺りは暗くなっていった。

　世界の終わりを彷ほう彿ふつとさせる死の噴煙。

　其それさえも容易たやすく越えていく光の柱。

　星々を薙なぎ払はらって余り有るその力は、人類の次の世代を任された者に与あたえられた力。




　───刮かつ目もくせよ、矮わい小しようなる前時代の霊れい長ちよう種。

　此この者こそ蒼あおき星の星せい霊れいガイアが産み落とし、星の王おう冠かんを担になう一柱。

　箱庭第二桁───ギリシャ最強の魔王・テュポエウス。

　アトランティス大陸全土を己おのれが血肉として君臨する、神殺しの魔王である。




（………ああ。しくじった）

　間に合わない。何をしても太刀打ちできない。

　神話の世界と物質界の両側面から観測される宇宙観コスモロジー。その宇宙観に形を与えて装具にする以上、その力の奔ほん流りゆうに耐える術すべなどあるはずがない。

　世界の頂に立つ神話の武具など、世界を支配する全能の術理など、所しよ詮せんは世界を構成する一要素。世界そのものを武具として翳かざすこの領域には、とても到とう達たつできない。

　箱庭の外ならば起動させるだけで古い世界が消し飛ぶほどの大出力。

　敵かなうはずなど無いと誰もが悟りながら───其れでも諦あきらめてなるものかと、全員が気き炎えんを吐はいた。

「お願いみんな───一いつ瞬しゆんでいい、時間を稼かせいで[image: !!!]」

　久く遠どう飛鳥あすかは一か八かにかけて天あまの叢むら雲くもの剣つるぎと共に走り出す。この状況に万が一の希望があるとすれば、彼女の持つ星せい剣けんしかない。

　春日部かすかべ耀ようも覚かく悟ごを決めて最大火力であるケツアルカトルの杖つえを構える。

　久く藤どう彩あや鳥とは己が最も信しん頼らいする愛剣に望みを託たくす。

　ジン＝ラッセルは〝アヴァターラ〟代行として預かっていた神弓に一いち縷るの望みを託す。

　そして───ヘラクレスは返上された太陽主権を己の中に取り込み、天地を揺るがすほどの咆ほう哮こうを上げた。

「オオオオオオオオオオオオォォォ[image: !!!!]」

　牡お羊ひつじ座ざを媒ばい介かいに星の船を召しよう喚かんし、射手座の弦げんに船を乗せる。

　ギリシャ神話にて語られるアルゴー船を矢に見立てて打ち出したその一いつ矢しを押し出すように、春日部耀の金星龍の砲ほう火かとジン＝ラッセルの神弓が撃うち出される。

　だが無情にもその試みは全て無む駄だに散った。質量・概がい念ねん量に於おいて〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟を上回るものはこの世に存在しない。星霊の最上位、もしくは最大成長した龍種でもなければ正面から迎むかえ撃つなど不可能に等しい。この結果は初めからわかっていたことだ。

　故にヘラクレスの狙ねらいは初めから別にある。

「───目くらましは撒いた。後は任せるぞ………！」

　星の船は初めからその巨きよ体たいで本命を隠かくす為のものでしかない。

　正面から攻せめても止められないと知っていたヘラクレスは、もう一人の戦士が取り出した武器を見て覚悟を決めていた。彼の右みぎ腕うでに摑つかまった少女───久藤彩鳥は、ヘラクレスの剛ごう腕わんによって全力投射されたのだ。

「覚悟っ───！」

　飛鳥を追い抜いて一瞬で距きよ離りを詰つめる。光の柱を振り下ろす直前、両腕で〝疑似創星図〟を使っているこの刹せつ那なの時間なら反はん撃げきの可能性は極きわめて低い。

　星の船の残ざん骸がいが敵の死角を数多あまたに創つくり出している。

　連接剣の性質を即そく座ざに見み抜ぬいたヘラクレスはこの瞬間を創るためだけに星の船を使い捨てた。

　そうでもしなければ到底正面から隙すきを作ることは出来なかっただろう。

　彩鳥は残骸の隙間を縫ぬい連接剣の弧こを描えがく斬ざん撃げきで両手両足の腱けんを狙う。

　左腕を除く全すべての腱を裂さいた彩鳥だが、〝ガイアの末子〟はものともせぬ様子で猛たける。

「愚おろかな………！　天柱巨人アトラスにできたことが俺に出来ぬと思ったか!!」

　四し肢しから血を流しながらも、巨大な光の柱を支え続ける〝ガイアの末子〟。世界を支えるという偉い業ぎようを片腕一本で成し得るその力は、正に最強の魔王に相応ふさわしい。

　肩かたから先が動かなくとも怪かい力りきは失われていない。〝ガイアの末子〟が腰こしの回転で腕を振るだけで彩鳥は吹ふき飛ばされていく。

　しくじった彩鳥は痛つう恨こんの念で唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　僅わずかに時間は稼げたが、飛鳥の足では発動阻そ止しには数秒足らない。

　此のままではアトランティス大陸ごと溶よう解かいして消し飛ぶのは時間の問題だ。

「駄だ目め………！　私じゃ間に合わない[image: !!!]」

　光の柱が集束し、光球に変わる。大陸全土がその力の奔流に飲み込まれ今までの何倍もの地じ震しんが発生し、遂には津つ波なみまでもが大陸に牙きばを剝むく。

　全員が───今度こそ、死を覚悟した。




　　　　＊




「───間に合わない？　オイオイ、二年で随ずい分ぶんしおらしくなったじゃねえかお嬢じよう様さま？」

　巨大な光の柱を目前にして、閃せん光こうが空を駆かけた。

　もし誰かが諦めていたのなら、如何いかに閃光の速さで駆けようと間に合わなかっただろう。刹那の時間を鬩せめぎ合い、尚なお且かつ閃光の速度で駆けたからこそ、その隙が生まれた。

　限界を超えてB.D.Aを起動した彼───逆さか廻まき十六夜いざよいは、右腕に宿る光の柱を解放して気き炎えん万ばん丈じようの咆哮を上げた。

「ガアアアアアァァァ[image: !!!]」

　衝しよう突とつする〝疑似創星図〟と〝疑似創星図〟。此処に来て初めて〝ガイアの末ばつ子し〟の表情が驚きよう嘆たんに染まった。

「っ………人間が〝疑似創星図〟だと………[image: !!?]」

「テメェ一人の専売特許とでも思ってたのか!!　舐なめてんじゃねえ[image: !!!]」

　押し返すまではいかずとも完全に拮きつ抗こうする二つの柱。しかし満まん身しん創そう痍いの十六夜にとってB.D.Aを起動することのほうが遥はるかに身体からだの負担が大きい。

　剣けん先さきを下げて諦めかけていた飛鳥も、走る足だけは決して止めていない。

　天叢雲剣の切っ先が〝ガイアの末子〟を捉とらえた瞬間、二つの〝疑似創星図〟は指向性のない力の奔流となって天地に襲おそい掛かかる。

〝ガイアの末子〟は仮面を押さえて苦しみだし、鬼き気き迫せまる表情で十六夜たちを睨にらんだ。

「此れは………極きよく相そう星剣だと[image: !!?]　馬ば鹿かな、エクスカリバーはディストピア戦争で失われたのではなかったのか[image: !!?]」

「お生あい憎にく様！　東西一対ついの戴たい冠けん宝剣について知らなかった貴方あなたの負けよ[image: !!!]」

　伝承を勉強して出直してらっしゃい！　と返す刃やいばで斬きりかかる。しかし流石さすがに二の太刀を許すほど甘くはない。

〝ガイアの末子〟は口惜くやしそうに火山の噴ふん火か口へと踵きびすを返す。

　絶好の機会だったが、十六夜たちも追つい撃げきが出来るほどの余よ裕ゆうがない。

　解放された力の奔流の前にとても立っていられなかった飛鳥は、強風によって西へ吹き飛ばされる。

　力を使い果たした春日部耀が崩ほう落らくに飲み込まれそうになったところを、ジン＝ラッセルがペストの力を借りて拾っていく。

　十六夜は少しでも被ひ害がいを抑えようとしたが、二つの力の衝突にB.D.Aが耐たえられなかった。右腕が砕くだけるのとほぼ同時にB.D.Aも砕け、十六夜は大地に向かって急降下した。衝突するその直前にヘラクレスが滑すべり込み、その身体を激突する前に受け止める。

　十六夜の身体を抱だきかかえたヘラクレスは噴煙まみれの顔を擦こすって誇ほこらしく笑った。

「全く………大した男だ。まさか〝疑似創星図〟まで使えるとは思わなかったぞ」

「………まあ、な。隙がデカすぎて滅めつ多たに使わねえし、俺もよくわかってねえ力だからな。普ふ段だんは信用できるテメェの拳こぶしが一番だ。そう思うだろ？」

「ああ。同意しよう」

　瀕ひん死しの状態でヒラヒラと手を振ふる十六夜と、大おお真ま面じ目めに頷うなずくヘラクレス。

　何とか二本足で立った十六夜だが、既すでに戦える状態ではなかった。

「………参ったな。やっとアトランティス大陸のゲームっぽくなってきたのに、全く身体が動かねえ。休もうにも大陸中に巨人族が現れて大混乱だ。心当たりはありますかね、ギリシャの大だい英えい雄ゆうさんよ？」

　おどけて笑う十六夜に、ヘラクレスはやはり大真面目に頷いた。

「問題ない。巨人族が目覚めるところまでは本来あるべきゲームの流れと大差ないからな。他ほかの参加者たちも今いま頃ごろは巨人族と戦っている頃だろう」

「………へえ？　じゃあやっぱり原住民はグルってわけか」

「勿もち論ろんだ。しかしそこから先の謎なぞはお前たち参加者プレイヤーが解かねばならない。予期せぬ〝ガイアの末子〟の襲しゆう来らいもあったしな。………身体は動かずとも、頭は回るのだろう？」

　指し摘てきされて肩を竦すくめる。

　既に満身創痍ではあるが、おおよその状じよう況きようも理解した。

　謎を解くために必要な鍵かぎも概おおむねそろっている。

「………いいぜ。先まずは参加者連中を一か所に集めて防衛線を張る。如何どうやら今回のゲームのクリア方法を勘かん違ちがいしていたみたいだからな。全員集め終わったら始めようや」

「始める？　何をだ？」

　ヘラクレスが問うと、十六夜はいつも通りヤハハと笑って見せた。




「決まってる。ギリシャ神話の根幹を成す謎───大父神宣言の謎解きって奴やつをだよ」








あとがき






　お待たせしました、『ラストエンブリオ』六巻です。

　本当は秋頃ごろに出そうと必死に頑がん張ばってはみたのですが、そんなに簡単に筆が速くなるわけもなく。「ザ・スニーカーＬＥＧＥＮＤ」の短編とか購入特典の短編とかフェアの短編とか山のように短編ばっかり書きつつ何とか半年以内に出せました。こんなスケジュール組んだのは誰だれだよ俺か。なんでもＯＫ出してる俺が悪いのか。

　せっかくなので短編のご紹しよう介かいでもしてやるぜ！

　ザスニ短編は逆さか廻まき十六夜いざよい＆御み門かど釈とく天てる＆久く藤どう彩あや鳥とが関かかわる、現代社会の失しつ踪そう事件を解決するお話が一つ。

　スニーカー文庫のフェア特典で久く遠どう飛鳥あすかが絡から繰くり人形の神様と戦うのが一つ。

　その他何法人様かで特典短編が出ていますので、小話に興味がある人は是ぜ非ひ。

　アトランティス大陸編も次で最後！　次は六月に出るぞ!!　楽しみにお待ちを！
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